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埼経協ニュース３４４号

四
月
二
五
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
正
副
会
長
会
議

を
、
引
き
続
い
て
理
事
会
を
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
で
開
催
し
た
。
そ
の
後
理

事
懇
親
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
行

っ
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
を
ご
協
議
頂
い
た
。

定
時
総
会
は
五
月
一
三
日
�
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
一
年
間
の
事
業
・
決
算

内
容
の
検
証
と
二
〇
年
度
の
基
本
方
針
、

活
動
理
念
、
行
動
原
理
を
含
む
事
業
・

予
算
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
な
ど
、
協

会
の
各
種
運
営
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
提

言
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

理
事
会
で
は
ま
ず
利
根
会
長
か
ら

「
景
気
の
動
向
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

あ
り
、
実
態
経
済
の
指
標
は
そ
う
悪
く

は
な
い
も
の
の
、
先
行
き
の
見
方
は
県

内
中
小
企
業
も
厳
し
い
向
き
が
多
い
。

や
は
り
、
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
た
形

で
自
分
の
企
業
業
績
を
見
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
時
こ
そ

経
営
者
の
意
識
改
革
を
求
め
つ
つ
、
諸

団
体
や
関
係
先
と
の
更
な
る
連
携
強
化

を
は
か
る
必
要
が
あ
り
、
会
員
企
業
の

皆
様
と
は
情
報
交
換
・
交
流
の
機
会
を

増
や
し
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
団
体

に
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

な
ど
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
定
時
総
会
に
お
諮
り
す
る
八

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
頂
き
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決

さ
れ
た
。
出
席
者
は
正
副
会
長
会
議
が

四
名
、
理
事
会
が
四
九
名
で
あ
っ
た
。

理
事
会
の
議
事
録
署
名
人
は
埼
玉
建
興

�
代
表
取
締
役
会
長

武
井
清
氏
、
サ

ン
ウ
ェ
ー
ブ
工
業
�
深
谷
製
作
所
所
長

山
本
一
郎
氏
の
両
氏
。
監
査
報
告
は
監

事
の
富
士
電
子
�
代
表
取
締
役
社
長
中

込
秀
明
氏
。

理
事
会
の
議
事
は
次
の
通
り
。

�
平
成
一
九
年
度
事
業
報
告

�
平
成
一
九
年
度
決
算
報
告
（
監
査
報

告
）

�
平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画
（
二
頁
以

降
参
照
）

�
平
成
二
〇
年
度
収
支
予
算

	
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任
（
二
頁
参

照
）



新
会
員
の
承
認

�
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

�
そ
の
他

理
事
会
終
了
後
、
埼
玉
県
副
知
事
・

橋
本
光
男
氏
よ
り
「
埼
玉
県
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
」
と
題
し
て
講
演
を
拝
聴
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０８ 月号

日本経団連 埼玉
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加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
開
か
れ
る

理
事
会
講
演
・
橋
本
光
男
県
副
知
事

４・５
正
副
会
長
会
議

理
事
会
で
挨
拶
す
る
利
根
忠
博
会
長

理
事
会

― １ ―
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組
織
拡
大
表
彰
者
ご
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

原

宏

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

利
根

忠
博

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
会
長

森
谷

文
昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

小
川

修
一

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

取
締
役
社
長

塚
本

陽
一

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

小
出

暢
宏

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

熊
谷
支
店
長

小
泉

公
彦

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

草
加
支
店
長

中
村

千
春

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

所
沢
支
店
長

池
谷

憲
司

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

東
松
山
支
店
長

土
井

仁

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

和
光
支
店
長

藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役

中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

目

次

頁

�
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会

１

�
理
事
の
選
任
・
辞
任
、
組
織
拡
大
表
彰
者
、

平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
目
次

２
〜
４

�
青
年
部
会
新
春
講
演
会

５

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
�
ヤ
オ

コ
ー
代
表
取
締
役
会
長

川
野

幸
夫
氏

６
〜
７

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

８

�
同
講
演
要
旨
「
日
本
の
も
の
づ
く
り
」
彫

刻
家
・
元
東
京
芸
術
大
学
学
長

澄
川
喜

一
氏

９
〜
１４

�
視
点
「
ふ
た
つ
の
七
・
五
・
三
」
専
務
理

事

野
上
武
利

１５

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

１６

�
労
使
就
職
支
援
機
構
事
業
報
告
・
計
画
説

明
会

１７

�
同
一
九
年
度
事
業
報
告
・
二
〇
度
年
事
業

計
画

１８
〜
１９

�
第
２１
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
、

新
入
社
員
研
修

２０
〜
２１

�
連
載
第
４１
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

北
・
西
・
南
・
中

２２
〜
２３

�
連
載
４７
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

２４

�
連
載
第
２７
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

２５

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
４１
回
「
二
〇
年

度
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
、
組
織
改
正

概
要
」

２６

�
労
働
契
約
法
の
概
要

２７

�
連
載
第
８７
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
改
訂
「
労
働
契
約
法
（
そ
の
１
）」、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�

氏

２８
〜
３０

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況
３１
〜
３３

�
２０
年
度
労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼
玉
労

働
局

３４
〜
３８

�
日
本
経
団
連
か
ら
の
提
言
・
提
案
な
ど

３９
〜
４１

�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構

４１

�
第
２９
次
小
笠
原
洋
上
研
修
、
第
３６
回
実
業

団
剣
道
大
会
案
内

４２

�
事
業
だ
よ
り
、
春
季
労
使
交
渉
、
回
答
状

況
・
日
本
経
団
連
、
連
載
１６３
回
企
業
存
続

の
岐
路
は
こ
こ
に

４３

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

４４

理 事 の 辞 任 ・ 選 任 に つ い て
１．辞任（敬称略・順不同） ４月２５日理事会決定

事 由
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
会 社 事 由
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
会 社 事 由
人 事 異 動
人 事 異 動

２．選任（敬称略・順不同）
事 由

人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動
人 事 異 動

役 職 名
支店長
工場長
執行役員店長
代表取締役社長
会長
代表取締役
代表取締役社長
取締役社長
執行役員所長
代表取締役社長

役 職 名
支店長
事業所長
執行役員店長
会長
代表取締役
常務取締役狭山事業所長
所長
代表取締役社長

会 社 名
東京ガス�埼玉支店
日清紡績�川越工場
�伊勢丹浦和店
�サイカン
埼玉県信用保証協会
ダイワ化成�
日本電波工業�
日本煉瓦製造�
長谷川香料�深谷事業所
リコーユニテクノ�

会 社 名
東京ガス� 埼玉支店
日清紡績�川越事業所
�伊勢丹浦和店
埼玉県信用保証協会
ダイワ化成�
日本電波工業�
長谷川香料�深谷事業所
リコーユニテクノ�

辞 任
田 中 忍
今 井 達 男
松 浦 信 一
土 屋 貴 司
井 立 勝 己
荒 井 啓 介
竹 内 寛
熊 谷 � 雄
武 井 勝 雄
陣 内 孝一郎

選 任
高 嶋 英 一
藤 森 亮
松 尾 琢 哉
都 筑 信
細 井 誠
新 井 政 昭
知 野 善 明
横 田 隆

役員名
常任理事
常任理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

役員名
常任理事
常任理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

理事懇親会写真アルバム
理
事
懇
親
会

開
会
挨
拶
・
本
多
康
夫
副
会

長
（
元
フ
ジ
ノ
ン
）

乾
杯
・
片
岡
和
久
中
部
地
区

協
議
会
議
長
（
東
京
電
力
）

閉
会
挨
拶
・
小
嶋
隆
善
南
部

地
区
協
議
会
議
長
（
小
島
鉄

工
所
）

― ２ ―
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基基
本本
方方
針針

日
本
経
済
は
こ
ゝ
に
き
て
混
迷
す
る
政
局
を

は
じ
め
、
資
源
価
格
の
高
騰
や
ア
メ
リ
カ
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
の
影
響
を
受
け
、
厳

し
さ
と
と
も
に
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
る
。

県
内
経
済
も
原
油
や
原
材
料
高
の
影
響
に
加

え
主
要
産
業
で
あ
る
住
宅
関
連
産
業
が
、
建
築

基
準
法
の
改
正
に
伴
い
着
工
戸
数
が
減
少
す
る

な
ど
不
安
定
さ
が
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
安
材
料
が
あ
る
な
か
、
埼
玉
県

に
あ
っ
て
は
上
田
県
知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
も
あ
っ
て
一
連
の
企
業
誘
致
策
が
功
を
奏

し
、
輸
送
用
機
器
関
連
産
業
を
中
心
に
企
業
集

積
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
県
内
は
勿
論
の
こ

と
東
日
本
の
物
流
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す

圏
央
道
の
延
伸
が
昨
年
度
末
に
実
現
す
る
な
ど

明
る
い
材
料
に
も
恵
ま
れ
た
。

そ
こ
で
今
年
は
他
地
域
に
な
い
こ
れ
ら
の
基

盤
集
積
を
活
か
す
と
と
も
に
遅
延
し
て
い
た
住

宅
着
工
を
軌
道
に
の
せ
、
県
内
経
済
を
強
固
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
県
内
の

中
心
的
企
業
約
８
５
０
社
が
結
集
す
る
本
会
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
く
、
そ
の
要
請
に
応

え
る
こ
と
が
一
層
肝
要
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
本
年
度
は
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
前
述
の
経
済
発
展
を
維
持
す
る
に
は
生
産

性
の
向
上
を
図
っ
た
上
で
社
会
全
体
で
仕
事
と

生
活
の
調
和
を
実
現
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本

会
は
こ
う
し
た
全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
に
向

け
、
国
・
県
・
産
業
界
・
労
働
界
と
の
連
携
・

一
体
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
法
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
し
い
人

事
・
労
務
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
し
、
会
員
の

負
託
に
応
え
た
い
。

幸
い
に
し
て
本
会
に
あ
っ
て
は
知
事
と
経
済

人
と
の
「
政
策
懇
談
会
」
を
始
め
、
労
働
局
な

ど
の
国
の
機
関
や
、
も
の
つ
く
り
大
学
な
ど
大

学
や
研
究
機
関
、
更
に
は
青
少
年
対
策
や
就
職

問
題
な
ど
で
関
係
強
化
を
図
っ
て
き
た
連
合
埼

玉
等
と
の
連
携
が
進
行
し
て
お
り
、
今
年
度
は

更
に
こ
う
し
た
関
係
を
強
化
、
拡
充
し
て
参
り

た
い
。

活活
動動
理理
念念

当
協
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
経

済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る
と
と

も
に
県
政
、
諸
機
関
、
諸
団
体
、
諸
大
学
そ
し

て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県

経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

行行
動動
原原
理理

１
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
そ
の

実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
か
ら
直
面
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
、
意
見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集

約
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
。

２
�
産
学
官
連
携
に
注
力

県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
科
学
技
術
の

裏
打
ち
あ
る
県
産
業
社
会
の
構
築
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
産
業
界
と
国
・
県
機

関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
な
ど
教
育

界
と
の
連
携
強
化
に
取
組
む
。

３
�
日
本
社
会
が
抱
え
る
構
造
的
課
題
へ
の
対

応
２１
世
紀
の
日
本
が
目
指
す
「
経
済
社
会
の
繁

栄
と
精
神
の
豊
か
さ
」
を
実
現
す
る
た
め
、
国

家
的
課
題
で
あ
る
少
子
・
高
齢
化
問
題
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
教
育
問
題
、
並
び
に
防

犯
・
治
安
問
題
、
そ
し
て
更
に
道
州
制
問
題
な

ど
に
会
を
挙
げ
て
取
組
む
。

４
�
提
言
活
動
の
展
開

活
動
理
念
に
掲
げ
る
県
経
済
社
会
の
実
現
の

た
め
、
各
種
の
提
言
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
と
と
も
に
、
具
現
化
に
努
め
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
組
織
基
盤
の
拡
充
と
財
政

基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
政
策
・
組
織
関
係

�
定
時
総
会

�
理
事
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
常
任
理
事
会

２
�
事
業
・
委
員
会
関
係

�
新
年
会
員
懇
談
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

�
労
務
委
員
会

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
商
工
団
体
連
絡
会

	
そ
の
他

３
�
日
本
経
団
連
関
連

�
理
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

�
教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
等

�
エ
ー
ジ
フ
リ
ー
関
連
等

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
�
県
関
連

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

５
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

６
�
埼
玉
労
働
局
関
連

７
�
連
合
埼
玉
関
連

�
定
期
首
脳
懇
談
会

�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

�
�
経
営
・
労
務
管
理
・
労
働
対
策
活
動

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
労
務
法
規
関
係
講
座

�
第
２６
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座（
全
６
講
）

�
第
４４
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
全
７
〜

８
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

�
賃
金
・
税
務
・
財
務
・
経
理
セ
ミ
ナ
ー

２
�
労
組
と
の
情
報
・
意
見
交
換

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
２９
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前
通
信

教
育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋
上
・
島
内

研
修
）

�
第
２２
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
（
仮
）

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普
及

�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
３６
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
海
外
視
察

�
社
会
経
済
視
察
団
の
編
成

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１
年

�
�
産
学
連
携
事
業

�
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
を
中
心

と
し
た
、
産
学
連
携
の
推
進

	
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
賃
金
水
準

�
諸
手
当

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
務
関
係

�
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇

�
退
職
金
・
年
金

�
定
年
制
、
勤
務
延
長

３
�
労
使
交
渉
資
料

�
賞
与
・
一
時
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指

標
�
春
季
賃
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指
標

４
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備

６
�
会
員
調
査



�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

�
著
・
当
会
編
「
採
用
か
ら
退

職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成
２０
年
４
月

新
改
訂
版
第
３
版
発
行

�
安
西

�
著
・
本
会
創
立
６０
周
年
記
念

出
版
「
個
人
情
報
保
護
法
と
雇
用
管
理

情
報
の
取
扱
」
平
成
１７
年
発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、
資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

�
�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど
資
格

者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、
貸

出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ
の
協

力
７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�
�
青
年
経
営
者
部
会
活
動
に
対
す
る
協
力



�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活
性
化

と
会
員
参
加
の
促
進

��
�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強
化
、

情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協
と
の

連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推
薦
と

連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と
の
連

絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動

��
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推

進
２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催

��
�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

１
�
就
職
困
難
者
の
お
か
れ
て
い
る
、
厳
し

い
就
職
状
況
い
対
応
し
、
雇
用
支
援
制
度

導
入
奨
励
金
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
早
期
就
職
を
支
援
す
る
事
業

◆
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
の
普
及
啓

発
と
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
促
進
・
就

職
へ
と
結
び
つ
け
る
事
業

・
各
関
係
機
関
と
の
連
携
の
た
め
の
協

議
会
の
設
置

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
配
布

・
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
職
場
の
開
拓
及
び

就
職
面
接
会
の
実
施

◆
就
職
は
じ
め
の
一
歩
塾
の
開
催

◆
若
年
者
就
職
支
援
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

２
�
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
労
使
の
立
場

か
ら
雇
用
の
安
定
的
拡
大
と
県
民
の
こ
こ

ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
の
環
境
を
整

備
し
て
い
く
事
業

◆
公
立
高
等
学
校
進
路
指
導
者
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

◆
就
職
希
望
生
徒
に
対
す
る
４
者
面
談
会

の
開
催

◆
雇
用
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催

◆
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催

◆
テ
レ
ビ
埼
玉
に
よ
る
特
別
報
道
番
組
の

放
送

平平
成成
２２００
年年
度度
事事
業業
計計
画画
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平
成
２０
年
度
主
要
会
議
、
講
座
・
講
習
会
実
施
予
定
表
（
○
印
は
実
施
予
定
月
、
○
の
中
の
数
字
は
開
催
日
）

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

３
月

下
旬

３
月

下
旬

中
旬�○○中
旬

上
旬○○上
旬

２
月

下
旬○

２
月

下
旬

中
旬�中
旬

上
旬○上
旬

（
平
成
２１
年
）１
月

下
旬�

（
平
成
２１
年
）１
月

下
旬

中
旬�○中
旬○

上
旬○上
旬

１２
月

下
旬

１２
月

下
旬

中
旬��中
旬

上
旬�上
旬

１１
月

下
旬中○

１１
月

下
旬

中
旬北○○���○�ゴ
ル
フ
○

中
旬

上
旬○		上
旬

１０
月

下
旬○○


１０
月

下
旬

中
旬○�○�中
旬

上
旬

�
～


上
旬

９
月

下
旬��

９
月

下
旬

中
旬��中
旬

上
旬○�
～�

上
旬

８
月

下
旬�

８
月

下
旬

中
旬

中
旬

上
旬

上
旬

７
月

下
旬�
�

７
月

下
旬

中
旬

幹
事
会

���中
旬

上
旬���
�

剣
道�

上
旬

６
月

下
旬

～～
���

６
月

下
旬

中
旬�○�ゴ
ル
フ
�

中
旬

上
旬

上
旬
�
～�

５
月

下
旬�

（
総
会
）

５
月

下
旬

中
旬
�中
旬

上
旬

上
旬

（
平
成
２０
年
）４
月

下
旬��

（関ブロ）

（
平
成
２０
年
）４
月

下
旬

中
旬�
中
旬

上
旬�上
旬

事
業

名

定
時
総
会

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

常
任
理
事
会

新
年
会
員
懇
談
会

地
区
協
議
会（
南
部
、中
部
、西
部
、北
部
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

労
務
委
員
会

地
域
社
会
問
題
委
員
会

理
事
会

地
方
団
体
長
会

地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
（
随
時
）

県
首
脳
と
の
懇
談（
随
時
）

人
材
交
流
事
業
・
会
議（
随
時
）

教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業（
随
時
）

（
随
時
）

（
随
時
）

（
詳
細
は
別
紙
）

定
期
首
脳
懇
談
会・個

別
協
議（
随
時
）

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会・成

果
報
告
会

社
会
経
済
視
察
団

（
随
時
）

労
務
管
理
講
座

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者

養
成
講
座
（
全
６
講
）

賃
金・税

務・経
営・財

務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
全
７
～
８
講
）

給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

各
種
セ
ミ
ナ
ー

小
笠
原
洋
上
研
修

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

新
入
社
員
研
修

剣
道
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会

労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１０９
回
人
事
・
労
務
管
理
者
大
会

項
目

会
議
、
委
員

会
等
の
開
催

日
本
経
済
団

体
連
合
会
関

連県
関
連

関
東
経
済
産
業
局

埼
玉
労
働
局

地
域
労
使
就
職

支
援
機
構

連
合
埼
玉
関
連

産
学
連
携
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
開
拓
事
業

海
外
視
察
等

経
営
講
座

経
営
労
務
管

理
・
労
働
対

策
活
動

教
育
啓
発
活
動

文
化・体

育
活
動

日
本
経
団
連

主
催
事
業

会務事業

― ４ ―
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青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成

二
十
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
三
月
五

日
�
午
後
、
大
宮
サ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て
、
来
賓
、
一
般
、
部
会
員
合
計
百
七

十
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
古
川
元
一
副

部
会
長（
川
口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）

の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
中
込
秀
明
部
会

長
（
富
士
電
子
・
社
長
）
は
、
我
々
青

年
経
営
者
部
会
は
し
っ
か
り
と
し
た
倫

理
観
を
持
ち
な
が
ら
、
時
代
に
即
応
し

た
経
営
を
心
が
け
、
社
会
に
貢
献
し
て

参
り
た
い
と
述
べ
、
本
日
の
講
演
「
会

社
の
よ
り
良
い
未
来
の
為
に
産
業
再
生

の
修
羅
場
か
ら
提
言
」
が
皆
様
の
仕
事

に
お
役
に
立
て
ば
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
親

会
の
利
根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会

長
は
、
挨
拶
の
中
で
親
会
と
青
年
経
営

者
部
会
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
ご
披
露

い
た
だ
き
、
本
講
演
会
を
開
催
で
き
る

青
年
経
営
者
部
会
の
今
後
の
活
躍
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
等
々
で
、

景
気
は
踊
り
場
や
後
退
も
視
野
に
入
る

微
妙
な
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
し
、

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
経
営
者
自
ら
が
行
動
し
、
直
面

す
る
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く

と
い
う
、
努
力
と
責
任
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
、
挨
拶

を
結
ば
れ
た
。

講
師
冨
山
和
彦
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

は
、
六
〇
年
生
ま
れ
、
東
京
大
学
法
学

部
卒
、
在
学
中
に
司
法
試
験
に
合
格
。

九
二
年
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
学

博
士
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
社
設
立
に
参
画
し
後
に
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
。
〇
三
年
�
産
業
再
生
機

構
代
表
取
締
役
専
務
、
業
務
執
行
最
高

責
任
者
に
就
任
し
、
産
業
と
金
融
の
一

体
再
生
を
目
指
す
産
業
再
生
機
構
に
お

い
て
、
事
業
再
生
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

ル
集
団
を
率
い
た
。
〇
七
年
長
期
・
持

続
的
な
事
業
・
企
業
価
値
の
向
上
を
目

指
し
、
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
�
経
営
共
創
基
盤
を
設
立
、
現
在
に

至
る
。

講
演
は
「
会
社
の
よ
り
良
い
未
来
の

為
に
産
業
再
生
の
修
羅
場
か
ら
提
案
」

（
会
社
は
頭
か
ら
腐
る
）
と
題
し
行
わ

れ
た
。
冒
頭
、
冨
山
氏
は
経
歴
か
ら
見

る
と
エ
リ
ー
ト
の
よ
う
だ
が
、
父
親
の

会
社
は
倒
産
し
、
自
分
で
立
ち
上
げ
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
は
リ
ス
ト
ラ
を

行
わ
ず
に
は
存
続
せ
ず
、
転
が
り
落
ち

る
企
業
を
経
験
し
て
き
た
と
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
産
業
再
生
機
構
の
案
件
四
十

一
件
（
カ
ネ
ボ
ウ
、
ダ
イ
エ
ー
、
ミ
サ

ワ
ホ
ー
ム
、
う
す
い
百
貨
店
、
九
州
産

業
交
通
等
々
）
の
修
羅
場
か
ら
見
え
て

く
る
日
本
の
課
題
は
、
経
済
政
策
に
関

わ
る
議
論
の
水
準
の
問
題
、
官
民
を
問

わ
ず
人
材
、
特
に
経
営
人
材
に
関
わ
る

問
題
、
実
質
論
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

構
造
の
再
構
築
の
問
題
、
知
識
集
約
時

代
の
日
本
の
産
業
社
会
、
そ
し
て
Ｍ
＆

Ａ
の
問
題
、
地
方
企
業
と
地
方
経
済
の

問
題
で
あ
る
と
分
析
し
た
。

そ
し
て
、
企
業
を
再
生
す
る
ト
ッ
プ

は
、
頭
が
よ
く
て
、
高
学
歴
で
、
分
析

力
が
あ
る
人
は
か
え
っ
て
だ
め
で
、
前

向
き
で
、
明
る
く
、
お
っ
ち
ゃ
ん
的
で
、

恨
み
を
か
う
こ
と
が
で
き
る
人
と
し
た
。

経
営
に
お
い
て
は
、
問
題
解
決
の
一
般

論
は
な
い
が
、
方
法
論
は
あ
る
。
そ
れ

は
、
合
理
か
ら
も
情
理
か
ら
も
逃
げ
な

い
こ
と
。
さ
ら
に
、
経
営
者
は
最
終
的

に
人
間
性
、
哲
学
、
信
念
、
志
、
健
全

な
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
そ
れ
が
無
い
人
は
、
ピ
ン
チ
の

時
、
い
ざ
と
い
う
時
、
最
後
に
、
行
動
、

考
え
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
迷
い

が
あ
る
時
、
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い

時
は
、
古
典
、
特
に
論
語
を
読
む
と
大

き
な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
し
た
。

結
び
と
し
て
、
経
営
者
に
、
次
代
を

担
う
人
づ
く
り
、
特
に
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
託
し
た
。

講
演
後
、平
沼
大
二
郎
副
部
会
長（
サ

イ
ホ
ー
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
平
沼
副
部
会
長

の
司
会
・
進
行
で
開
宴
し
た
。
始
め
に

中
込
部
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
原
宏
親

会
名
誉
会
長
（
武
州
瓦
斯
・
会
長
）
の

ご
発
声
で
埼
玉
の
地
酒
で
乾
杯
し
、
冨

山
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
古
川
副
部
会

長
が
行
い
、
会
の
活
性
化
と
魅
力
作
り

に
邁
進
し
た
い
と
述
べ
、新
春
特
別
講
演

会
は
盛
会
裏
の
内
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会

新新
春春
特特
別別
講講
演演
会会
開開
かか
れれ
るる

講
演
す
る
冨
山
和
彦
氏

挨
拶
す
る
中
込
秀
明
部
会
長

来
賓
挨
拶
す
る
利
根
忠
博
会
長

一
七
〇
名
の
参
加
者

― ５ ―
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こ
の
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
た
時
、
ふ
と
頭

を
掠
め
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
、

「
一
生
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
職
業
の
選
択
で
、
偶
然

が
そ
れ
を
決
定
す
る
」
で
あ
っ
た
。
川
野
さ
ん
が
今
の

職
業
を
選
択
、
決
定
し
た
の
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
偶
然

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
五
日
、
比
企
郡
小
川
町
で
川

野
荘
輔
さ
ん
、
ト
モ
さ
ん
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

四
十
一
年
三
月
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
大
手
ス
ー

パ
ー
・
マ
ル
エ
ツ
で
修
業
を
積
ん
だ
あ
と
、
四
十
四
年

一
月
�
八
百
幸
商
店
に
入
社
。
四
十
九
年
三
月
�
ヤ
オ

コ
ー
に
改
組
、
取
締
役
、
同
十
月
専
務
取
締
役
、
五
十

六
年
五
月
代
表
取
締
役
を
経
て
、
六
十
年
一
月
代
表
取

締
役
社
長
就
任
。
平
成
元
年
十
二
月
財
団
法
人
川
野
小

児
医
学
奨
学
財
団
設
立
理
事
長
（
現
任
）、
七
年
七
月

�
ワ
イ
シ
ー
シ
ー
設
立
代
表
取
締
役
社
長
、
同
九
月
�

日
本
ア
ポ
ッ
ク
設
立
取
締
役
、
十
一
年
七
月
日
本
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
副
会
長
（
現
任
）、
十
八
年
五

月
日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会
副
会
長
（
現
任
）、
十

九
年
六
月
弟
清
巳
さ
ん
に
社
長
を
譲
り
、
�
ヤ
オ
コ
ー

代
表
取
締
役
就
任
（
現
任
）。

社
会
派
弁
護
士
を
夢
に
東
大
法
学
部
へ

「
私
が
生

れ
た
頃
、『
八
百
幸
商
店
』
は
住
ま
い
と
お
店
が
一
緒

で
、
両
親
の
働
き
ぶ
り
を
見
な
が
ら
成
長
し
た
が
、
い

つ
も
ぺ
こ
ぺ
こ
お
辞
儀
ば
か
り
し
て
い
る
し
、
し
か
も

問
屋
と
か
市
場
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
て
き
て
、
た
だ
お

店
に
並
べ
る
程
度
の
暮
ら
し
に
、
何
か
大
き
な
意
味
が

あ
る
の
か
と
考
え
、
私
は
商
人
に
は
な
り
た
く
な
い
と

思
っ
た
。

そ
れ
で
東
大
の
入
試
も
、
母
に
は
経
済
学
部
を
受
け

る
と
言
っ
て
法
学
部
を
受
験
し
た
が
、
新
聞
に
載
っ
た

合
格
者
名
か
ら
母
に
ウ
ソ
が
ば
れ
た
。『
ど
う
し
て
…
』

と
い
う
の
で
、
私
は
商
人
に
向
か
な
い
。
店
は
弟
に
ー

と
法
学
部
に
入
学
し
、
社
会
派
弁
護
士
へ
の
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
転
身

と
こ
ろ
が
、
大

学
合
格
の
発
表
を
聞
く
三
ヶ
月
前
、
父
が
亡
く

な
っ
た
。「
そ
の
時
、
す
で
に
い
ま
ま
で
の
小

さ
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
量
仕
入
れ
、

大
量
販
売
の
本
格
的
な
ス
ー
パ
ー
に
変
え
る
計

画
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
思
え
ば
、
店
に
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
の
販
売
形
態
を
導
入
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
変
え
た
の
も
母
で
あ
っ

た
。
言
わ
ば
母
は
実
質
的
に
ス
ー
パ
ー
の
創
業

者
で
あ
り
、
彼
女
が
一
人
で
頑
張
っ
て
い
る
の

は
、
恐
ら
く
長
男
の
私
が
店
を
継
ぐ
こ
と
を
期

待
し
て
の
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
の
母
の
期
待
を

裏
切
ら
ず
に
、
何
か
手
助
け
が
出
来
な
い
か
と
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
勉
強
や
業
界
の
情
報

集
め
を
し
て
い
る
う
ち
、『
こ
れ
こ
そ
多
く
の
方
々
の

お
役
に
立
ち
、
大
き
な
意
味
で
は
国
民
の
幸
せ
に
直
接

関
係
あ
る
、
男
が
一
生
を
賭
け
る
の
に
値
す
る
仕
事
で

あ
る
』
と
知
り
、
そ
こ
か
ら
私
の
進
路
の
変
更
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
、
弁
護
士
志
望
の
前
言
を
翻
す
の
は
難

し
く
、
じ
く
じ
く
し
な
が
ら
暫
く
生
活
。
浪
人
も
少
し

し
た
が
母
に
頼
ん
で
家
に
入
れ
て
も
ら
い
、
マ
ル
エ
ツ

さ
ん
で
小
売
業
の
修
業
を
積
む
こ
と
に
し
た
」
と
か
。

後
発
な
が
ら
独
自
化
で
時
流
に

弁
護
士
志
望
か
ら

商
人
へ
と
進
路
を
変
更
。
以
来
、
川
野
さ
ん
は
母
ト
モ

社
長
を
助
け
な
が
ら
、
営
業
部
長
や
専
務
と
し
て
チ
ェ

ー
ン
展
開
を
実
現
し
た
。「
私
た
ち
が
実
質
上
ヤ
オ
コ

ー
の
店
舗
展
開
を
始
め
た
の
が
四
十
七
年
で
、
そ
の
と

き
マ
ル
エ
ツ
の
社
長
さ
ん
か
ら
も
『
川
野
君
、
少
し
遅

か
っ
た
な
』
と
言
わ
れ
た
が
、
確
か
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
チ
ェ
ー
ン
展
開
で
は
後
発
だ
っ
た
と
思
う
。

今
で
も
覚
え
て
い
る
が
、
五
十
一
年
に
初
め
て
私
ど
も

は
大
卒
の
一
期
生
を
採
用
で
き
た
。
そ
の
と
き
の
売
上

高
規
模
は
二
〇
億
円
位
で
、
埼
玉
県
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
売
上
高
規
模
の
ベ
ス
ト
テ
ン
に
も
入
っ
て

い
な
か
っ
た
…
」。

成
功
の
秘
訣
で
す
か
？
「
一
つ
は
時
流
。
後
発
と
は

言
え
、
ま
だ
ま
だ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
発
展
期
に

あ
り
、
一
年
に
一
店
舗
位
の
割
合
で
出
店
し
た
。
当
時
、

ヤ
オ
コ
ー
は
人
材
ど
こ
ろ
か
人
手
も
な
か
っ
た
が
、
業

界
は
高
成
長
時
代
で
足
踏
み
な
ど
は
許
さ
れ
ず
、
焦
り

も
あ
っ
た
。
が
、
要
は
所
謂
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
一

般
の
よ
ろ
ず
屋
的
な
経
営
か
ら
脱
皮
。
独
自
化
の
経
営

基
本
と
な
る
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア
ソ
ー
ト
メ
ン
ト
型

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
』、
即
ち
新
鮮
で
お
い
し

い
商
品
を
豊
富
に
品
揃
え
し
、
顧
客
に
感
動
と
笑
顔
を

提
供
で
き
る
店
を
鮮
明
に
し
、
今
日
ま
で
そ
の
充
実
に

努
め
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
」。

創
業
精
神
と
経
営
理
念

創
業
精
神
は
「
こ
の
店
が

あ
っ
て
嬉
し
い
、
こ
の
店
の
そ
ば
で
暮
ら
せ
て
幸
せ

だ
」
と
言
っ
て
貰
え
る
店
、
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
店
。

そ
し
て
、
経
営
理
念
は
「
生
活
者
の
日
常
の
消
費
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
文
化
の
向
上
、

発
展
に
寄
与
す
る
」。

川
野
小
児
医
学
奨
学
財
団
を
設
立

「
私
は
、
当
時

八
歳
の
長
男
に
ウ
ィ
ル
ス
性
脳
炎
で
死
な
れ
た
。
そ
の

頃
、
私
は
忙
し
く
親
ら
し
い
こ
と
は
何
も
出
来
な
か
っ

た
が
、
死
ん
だ
あ
と
で
妻
か
ら
『
す
ご
く
お
父
さ
ん
を

求
め
て
い
た
』
と
言
わ
れ
、
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
こ
と

を
し
た
と
思
い
、
何
と
か
息
子
の
霊
を
慰
め
な
が
ら
、

し
か
も
世
の
中
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
出
来
な
い
か
と
、

平
成
元
年
に
小
児
医
学
奨
学
財
団
を
設
立
。
小
児
医
学

研
究
の
助
成
、
医
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
貸
与
、
小

児
患
者
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
及
び
小

児
医
学
会
の
開
催
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
私
の
持

っ
て
い
る
�
ヤ
オ
コ
ー
の
株
券
半
分
と
現
金
を
寄
付
、

基
本
財
産
三
億
円
で
設
立
。
埼
玉
県
認
可
最
大
の
財
団

と
い
わ
れ
て
お
り
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ
た
研
究
は
昨

年
二
〇
〇
件
に
達
し
、
研
究
論
文
は
内
外
の
一
流
医
学

誌
に
載
っ
て
い
る
」。

社
長
交
代
と
母
の
死

昨
年
六
月
、
川
野
さ
ん
は
会

長
に
就
任
、
社
長
を
弟
清
巳
さ
ん
に
譲
っ
た
。「
私
は

二
十
二
年
半
も
社
長
を
し
た
。
本
来
も
っ
と
早
く
譲
り

た
か
っ
た
。
私
と
弟
は
六
歳
違
う
。
そ
う
す
る
と
六
歳

の
違
い
は
、
母
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も

六
歳
の
違
い
が
あ
り
、
兄
は
頼
り
甲
斐
あ
り
、
弟
は
可

愛
い
。
従
っ
て
何
度
説
得
し
て
も
、
そ
の
都
度
『
私
の

眼
の
黒
い
う
ち
は
、
兄
が
絶
対
社
長
を
ー
』
と
途
端
に

怒
り
出
す
の
で
、
七
年
程
前
、
信
頼
で
き
る
幹
部
に
社

長
交
代
の
計
画
を
立
て
さ
せ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
組
ま

れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
母
の
具
合
が
悪
く
て
話
を
せ
ず

に
す
み
、
ス
ム
ー
ズ
に
交
替
で
き
た
。
長
い
病
床
生
活

だ
っ
た
が
母
は
、
そ
の
二
ヵ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
」。

川
越
市
在
住
で
妻
光
世
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。
一
男

二
女
、
そ
れ
に
孫
二
人
が
い
る
。
趣
味
は
光
世
夫
人
と

の
ゴ
ル
フ
と
読
書
。

（
葛
）

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー

会

長

川

野

幸

夫
氏

― ６ ―
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１
�
ヤ
オ
コ
ー
の
目
指
す

店
づ
く
り

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア
ソ
ー
ト
メ
ン

ト
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、

新
鮮
で
お
い
し
い
商
品
を
豊
富
に
品

揃
え
す
る
と
と
も
に
、（
ヤ
オ
コ
ー

に
行
け
ば
頼
り
に
な
る
か
ら
と
）
ご

来
店
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
の
個
店
ご

と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
対
応
し
て
、
日
常
普
段
の
食

事
に
関
す
る
お
応
え
で
き
る
ミ
ー
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
し
た
店
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
注
）

ミ
ー
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
お

客
さ
ま
の
毎
日
の
食
事
の
献
立
の
提

案
や
料
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
食
事

に
関
す
る
問
題
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
。）

２
�
独
立
独
歩
の
経
営
の

た
め
にス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

間
の
経
営
統
合
や
提
携
が

活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る

中
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
手

資
本
の
傘
化
に
入
ら
ず
独

立
独
歩
の
経
営
を
行
な
っ

て
い
く
た
め
に
、
ミ
ー
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
型

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

確
立
し
、
メ
ン
バ
ー
さ
ん

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
従
業
員
全
員
）
が

力
を
合
わ
せ
て
、「
全
員

参
加
の
経
営
」
に
一
丸
と

な
っ
て
日
々
取
組
ん
で
い

ま
す
。

３
�
地
域
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
店
舗
展
開

昨
年
度（
Ｈ
１９
・
４
〜
Ｈ
２０
・
３
）、

７
店
舗
を
新
設
し
川
越
新
宿
店
（
単

独
店
）
を
除
い
た
店
舗
は
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
・
生
活
雑
貨
店
舗
を
併
設

し
た
近
隣
型
商
業
集
積
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

へ
の
核
店
舗
と
し
て
、
ミ
ー
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
対
応
型
の
当
社
の
標
準

タ
イ
プ
で
出
店
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
店
（
鶴
ヶ
島
市
）

に
代
表
さ
れ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
核
店
舗
と
し
て
出
店
し
て
い

る
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
埼
玉
県
（
６４
店
舗
）
を
中
心
と
し

た
商
圏
ド
ミ
ナ
ン
ト
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

４
�
高
品
質
・
高
鮮
度
の

商
品
を
値
頃
で
提
供

「
楽
し
い
食
卓
」
と
「
楽
し
い
買

い
物
」
を
実
現
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
あ
り
た
い
と
願
い
、「
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
央
広
場
で

開
か
れ
る
『
市
』
と
し
て
の
役
割
を

ヤ
オ
コ
ー
が
果
た
し
、
お
客
さ
ま
と

の
触
れ
合
い
を
提
供
す
る
場
を
演
出

す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
市
」
の
自
慢

の
商
品
は
、
生
鮮
三
品
（
青
果
・
鮮

魚
・
精
肉
）
や
デ
リ
カ
の
商
品
で
す
。

「
鮮
度
こ
そ
お
い
し
さ
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、旬
の
商
品
を
産
地
・
生
産
者
な

ど
の
吟
味
か
ら
流
通
経
路
ま
で
徹
底

し
た
品
質
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

５
�
会
社
概
要

資
本
金

４
、１
９
９
百
万
円

従
業
員
数

７
、７
３
７
名

（
２
０
０
７
年
３
月
末
実
績
）

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
８
Ｈ
換

算
）

売
上
高

１
７
０
、６
９
４
百
万
円

（
２
０
０
７
年
３
月
末
実
績
）

店
舗
数

９８
店
舗

（
２
０
０
８
年
３
月
末
実
績
）

事
業
内
容

食
料
品
、
日
用
雑
貨
を
主
体
と
し

た
小
売
業
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

グ
ル
ー
プ
会
社

�
三
味
（
惣
菜
、
寿
司
、
ベ
ー
カ

リ
ー
の
製
造
販
売
）、
�
ワ
イ
シ
・

シ
ー
（
書
籍
・
雑
誌
の
販
売
、
ビ

デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
等
の
販
売
・
レ
ン
タ

ル
）、
�
日
本
ア
ポ
ッ
ク
（
調
剤

薬
局
の
経
営
）

会員企業紹介

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ア
ソ
ー
ト
メ
ン
ト
型

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の

ヤ オ コ ー

トト
ッッ
ププ
企企
業業
をを
目目
指指
しし
てて

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
店

― ７ ―



も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、
埼
玉
県
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連

絡
協
議
会
が
後
援
し
た
「
も
の
つ
く
り
大
学
特
別

公
開
講
座
」
が
二
月
二
十
日
�
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
に
て
開
催
さ
れ
、
一
般
公
募
の
方
、
会
員
企

業
、
国
や
県
の
関
係
機
関
、
教
育
関
係
者
な
ど
約

三
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
講
座
は
も
の
つ
く

り
大
学
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
公
開

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
五
回
目
の
開
催
と
な

る
。今

年
度
は
、
彫
刻
家
で
元
東
京
芸
術
大
学
学
長

の
澄
川
喜
一
氏
を
お
迎
え
し
「
日
本
の
も
の
づ
く

り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。（
講
演

内
容
は
別
掲
）

開
講
に
あ
た
り
、
石
岡
慎
太
郎
国
際
技
能
工
芸

機
構
理
事
長
が
主
催
者
挨
拶
し
、「
本
日
の
澄
川

講
師
と
は
三
十
年
来
の
親
交
が
あ
り
、
尊
敬
し
て

い
る
先
輩
。
澄
川
氏
は
墨
田
区
の
新
東
京
タ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
監
修
者
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

日
本
古
来
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
美
し
く
、

さ
ら
に
安
全
性
に
も
優
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

澄
川
氏
は
、
芸
術
家
と
技
術
者
、
そ
し
て
技
能
者

（
職
人
）
と
い
う
三
つ
の
顔
を
持
ち
合
わ
せ
る
方
。

も
の
つ
く
り
大
学
も
手
と
頭
と
心
の
三
つ
を
兼
ね

備
え
た
技
術
者
を
養
成
し
て
い
き
た
い
」
と
紹
介

し
た
。
引
き
続
き
、
利
根
忠
博
本
会
会
長
は
、「
も

の
つ
く
り
大
学
は
開
学
七
年
目
、
こ
の
講
座
は
大

学
の
理
念
や
教
育
に
か
け
る
意
気
込
み
な
ど
を
広

く
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し

て
い
る
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
が
海
外
転
出

し
空
洞
化
し
て
い
く
危
機
感
と
、
も
の
づ
く
り
の

技
術
・
技
能
の
衰
退
化
に
歯
止
め
を
打
つ
べ
く
、

国
と
し
て
も
の
づ
く
り
の
復
活
と
再
生
を
期
待
し

て
も
の
つ
く
り
大
学
が
造
ら
れ
た
。
技
術
・
技
能

の
継
承
や
人
材
の
育
成
は
日
本
に
と
っ
て
は
必
要

不
可
欠
な
こ
と
。
本
日
ご
参
集
の
関
係
諸
機
関
も

含
め
て
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
日
本
を
引
っ
張

る
人
材
を
排
出
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
挨
拶
し
た
。

澄
川
喜
一
講
師
の
講
演
の
あ
と
、
中
村
隆
夫
も

の
つ
く
り
大
学
学
長
代
行
が
大
学
紹
介
の
挨
拶
を

行
い
、
神
谷
聖
志
も
の
つ
く
り
大
学
教
務
長
が
映

像
を
用
い
て
大
学
紹
介
を
行
っ
た
。

最
後
に
野
上
武
利
本
会
専
務
理
事
が
、「
昨
年

の
日
本
を
象
徴
す
る
漢
字
は
『
偽
』、
食
、
建
物
、

遊
具
に
至
る
ま
で
偽
り
に
満
ち
た
一
年
だ
っ
た
。

原
理
、
原
則
、
基
礎
、
基
本
な
ど
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
澄
川
先
生
の
講
演
か
ら

も
教
え
ら
れ
た
。
も
の
つ
く
り
大
学
は
偽
り
の
も

の
は
作
ら
な
い
。
産
業
界
は
本
物
の
学
生
を
輩
出

す
る
も
の
つ
く
り
大
学
に
大
い
に
期
待
し
、
教
育

界
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
に
わ
が
県
の
宝
で
あ
る

同
学
と
の
連
携
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
は
閉
講

し
た
。

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
が
共
催
を
行
っ
て
か

ら
の
特
別
公
開
講
座
内
容

・
平
成
十
六
年
度

三
浦
雄
一
郎
氏
（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
）
の
講
演

・
平
成
十
七
年
度

梅
原
猛
も
の
つ
く
り
大
学
総
長
の
講
演

・
平
成
十
八
年
度

蜷
川
幸
雄
氏
（
演
出
家
）
の
講
演

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
と
故
野
村
東
太
も
の
つ

く
り
大
学
学
長
と
の
対
談

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
の
関
係

本
会
で
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
平
成
十
三
年

に
開
学
し
た
当
初
か
ら
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
会

員
企
業
を
中
心
に
産
業
界
か
ら
の
教
授
・
講
師
派

遣
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
紹
介
・
斡

旋
、
そ
し
て
会
報
に
は
同
学
の
シ
ー
ズ
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
連
載
し
、
ま
た
、
同
学
と
県
、
市
、

教
育
界
、
産
業
・
経
済
界
、
労
働
団
体
な
ど
で
組

織
し
て
い
る
埼
玉
県
地
域
連
絡
協
議
会
な
ど
へ
の

参
画
な
ど
、
産
学
官
労
の
連
携
強
化
と
地
域
貢
献

活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

「
日
本
の
も
の
づ
く
り
」
で

澄
川
喜
一
氏
（
元
東
京
芸
術

大
学
学
長

）
が
講
演

本
会

共
催

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

開講挨拶 学校法人国際技能
工芸機構・石岡慎太郎理事長

挨拶 本会・利根忠博会長

会
場
の
様
子

― ８ ―
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お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
澄
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
そ
れ
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
持
っ
て
参
り
ま
し
た

の
で
、
二
十
分
ほ
ど
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
き
、
あ

と
で
新
タ
ワ
ー
の
お
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
東
京

芸
術
大
学
に
長
く
お
り
ま
し
た
が
、
芸
大
に
入
り

ま
す
前
の
私
ご
と
を
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
ま
せ
ん

と
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
…
。
私
は

中
国
山
地
の
島
根
県
六
日
市
と
い
う
田
舎
の
生
ま

れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
の
先
輩
に
フ
ァ
ッ
シ

も
り
は
な
え

ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
森
英
恵
さ
ん
と
い
う
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
彫
刻
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
何
か
も
の
づ
く
り
に
な
り
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
た
か
も
戦
時

中
で
あ
り
ま
し
て
、
美
術
学
校
に
行
き
た
い
と
申

し
ま
し
た
ら
、
親
戚
一
同
大
変
な
反
対
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
祖
母
な
ど
は
朝
晩
、
家
族
・
親
戚
の
無

事
を
仏
壇
に
拝
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
最
後
に
私

の
合
格
を
祈
る
の
で
は
な
く
、「
喜
一
が
入
試
で

落
ち
ま
す
よ
う
に
ー
」
と
、
そ
う
い
う
時
代
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

旧
制
の
岩
国
工
業
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ

の
頃
の
学
制
は
中
学
校
、
工
業
学
校
、
商
業
学
校

と
も
、
す
べ
て
五
年
制
で
、
現
在
の
よ
う
に
中
学

校
三
年
、
高
校
三
年
と
い
う
よ
う
な
分
け
方
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

岩
国
工
業
学
校
機
械
科
を
出
て
美
術
学
校
に
進

む
と
、（
私
が
入
っ
た
時
は
戦
後
で
す
か
ら
、
東

京
芸
術
大
学
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
）
国
立
美

術
学
校
と
し
て
、
専
門
学
校
五
年
制
で
し
た
。
従

っ
て
、
美
術
学
校
の
場
合
は
本
科
が
四
年
で
、
一

年
は
予
科
で
す
。
で
す
か
ら
一
度
入
学
で
き
ま
し

て
も
、
予
科
一
年
間
の
テ
ス
ト
結
果
を
見
て
、
ダ

メ
な
人
は
他
に
方
向
を
変
え
ろ
、
と
い
う
時
代
の

学
校
で
し
た
。
私
が
入
学
し
た
時
も
、
全
く
そ
れ

が
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
入
学
し

て
一
年
で
放
校
さ
れ
る
と
、
社
会
問
題
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
か
ら

二
年
、
三
年
、
四
年
と
進
級
す
る
時
点
が
、
す
べ

て
放
校
は
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
放
校
寸
前
の
形

で
序
列
を
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

七
年
前
、
こ
の
も
の
つ
く
り
大
学
が
開
校
し
た

時
に
、
私
は
昔
を
振
り
返
り
な
が
ら
い
い
学
校
が

出
来
た
な
。
こ
れ
は
日
本
に
は
、
絶
対
必
要
な
学

校
だ
と
思
い
ま
し
た
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
幕
末

か
ら
明
治
維
新
を
超
え
ま
し
て
、「
国
を
つ
く
る

の
は
、
絶
対
に
人
づ
く
り
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

伊
藤
博
文
た
ち
が
言
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
急

遽
、
明
治
初
年
に
工
部
大
学
校
が
開
校
し
た
。
こ

れ
が
東
大
工
学
部
で
す
。
し
か
し
、
東
大
工
学
部

は
出
来
た
が
、
技
術
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
う
ま
く

い
か
ん
ぞ
。
そ
の
技
術
を
よ
り
よ
く
学
び
、
育
て

る
た
め
に
は
、
感
性
が
必
要
だ
と
し
て
、
工
部
大

学
校
と
工
部
美
術
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
が

日
本
の
最
初
の
美
術
の
教
育
体
系
な
の
で
す
。

そ
れ
は
機
械
を
つ
く
っ
て
も
、
船
を
つ
く
っ
て

も
、
感
性
が
な
い
と
技
術
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。
総

合
的
な
感
性
、
エ
ン
ジ
ン
を
つ
く
る
人
、
そ
れ
か

ら
マ
ス
ト
を
つ
く
る
人
、
船
体
を
つ
く
る
人
、
そ

れ
ら
の
人
た
ち
皆
が
総
合
的
に
い
い
形
を
求
め
る

と
い
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
技
芸
で
あ
り
、
こ
れ
が

人
づ
く
り
の
根
本
だ
と
い
う
の
で
つ
く
り
ま
す
。

そ
れ
が
日
本
の
人
づ
く
り
の
最
初
の
ス
タ
ー
ト
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
明
治
六
年
と
明
治
九

年
で
す
。

そ
う
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
争
を
経
て

戦
後
は
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
、
大
量
生
産
に

な
っ
て
、
い
ま
の
技
術
で
日
本
は
技
術
大
国
と
な

り
ま
し
た
が
、
七
年
前
に
も
の
つ
く
り
ま
し
た
が
、

大
学
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
技
術
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
、
本
当
に
日
本
人
と
し
て
の
素
晴
ら
し

い
感
性
を
も
つ
、
才
能
の
あ
る
民
族
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の

も
の
つ
く
り
大
学
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た

だ
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
で
分
化
し
た
技
術
者
を

つ
く
っ
て
も
、
ト
ー
タ
ル
な
結
果
は
出
な
い
と
い

う
の
が
、
最
近
や
っ
と
解
っ
て
き
た
と
い
う
の
で

もも
のの
つつ
くく
りり
大大
学学
特特
別別
公公
開開
講講
座座
講講
演演（（
要要
旨旨
））

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

彫

刻

家

元
東
京
芸
術
大
学
学
長

澄

川

喜

一
氏
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は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
も
在
職
中
、
東
京
芸
術
大
学
学
長
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ
た
ん
で
す

が
、
私
の
感
じ
で
は
国
の
本
当
の
実
力
は
原
爆
で

も
、
お
金
で
も
な
く
、
実
は
文
化
な
ん
で
す
。
文

化
力
が
あ
る
か
ど
う
か
で
、
そ
の
国
の
実
力
は
試

さ
れ
ま
す
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
古
い
国

は
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
国
の
指
導
者
の
方
は
、

そ
れ
を
非
常
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
私

は
感
じ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
文
化
と
い
う
の
は
教

育
な
の
で
す
。
そ
れ
と
教
育
と
歴
史
を
大
事
に
す

る
、
そ
の
国
の
特
徴
を
生
か
し
て
い
る
国
が
、
実

は
一
目
置
か
れ
る
こ
と
な
ん
で
す
。

先
ほ
ど
、
森
英
恵
さ
ん
の
こ
と
に
触
れ
ま
し
た

が
、森
英
恵
さ
ん
は
講
演
を
さ
れ
る
と
最
後
に「
日

本
人
で
良
か
っ
た
、
女
性
で
良
か
っ
た
。
だ
か
ら

フ
ラ
ン
ス
で
認
め
て
貰
え
た
」
が
、
お
話
の
終
わ

り
な
ん
で
す
。
森
英
恵
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
で
苦
労

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
パ
リ
で
最
初
に
「
お
前
は
フ
ラ
ン
ス
を

超
え
た
」
と
い
う
報
道
を
さ
れ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

彼
女
は
、
一
瞬
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
た
ら
「
お
前
は
ど
こ
の
人
だ
。
フ
ラ
ン

ス
の
真
似
を
し
て
い
る
ど
こ
の
人
だ
」
と
い
わ
れ

た
の
が
、
批
評
の
本
音
な
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

従
っ
て
、
日
本
の
良
さ
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と

い
う
思
い
で
、
改
め
て
勉
強
を
し
直
し
た
と
い
う

よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
ま
中
国
の
餃
子
が
、
大
変
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
れ
も
日
本
で
つ
く
っ
た
ら
、
あ
ん
な
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
技
術
と
技
芸
が

ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
を
買
い
取
っ

て
い
る
の
が
日
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
文
化
力
の
一
つ
だ
ろ

う
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
シ
ラ
ク
さ
ん
に
お

会
い
し
た
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
農
業
国
だ
と
ハ
ッ
キ

リ
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
農
業
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自

給
力
が
あ
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
文
化
を
考
え
て
い

る
。
文
化
は
、
衣
・
食
・
住
と
。
絵
だ
け
で
は
な

い
、
彫
刻
だ
け
で
は
な
い
、
衣
・
食
・
住
が
文
化

力
。
そ
れ
と
そ
う
い
う
人
を
育
て
て
い
る
か
ど
う

か
、
こ
れ
が
そ
の
国
の
本
当
の
文
化
力
と
言
う
よ

う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
従
っ
て
、
日
本
の
有
名

な
政
治
家
が
向
こ
う
に
行
か
れ
て
、
本
当
に
握
手

し
て
く
れ
る
か
と
い
う
と
、
儀
礼
的
な
握
手
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
そ
こ
ま
で
、
ま
だ
い
っ

て
い
ま
せ
ん
、
と
私
は
思
い
ま
す
。

で
は
、
何
が
一
番
解
り
良
い
か
と
い
い
ま
す
と
、

後
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
日
本
に

は
五
重
塔
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
七
世

紀
に
起
重
機
も
な
い
、
大
学
も
な
い
、
建
築
学
科

も
な
い
、
奈
良
の
田
舎
で
す
か
ら
、
当
時
の
住
民

は
と
て
も
質
素
な
家
に
い
た
は
ず
で
す
。
そ
こ
へ

法
隆
寺
の
五
重
塔
は
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
底
辺
が
六
・
四
メ
ー
ト
ル
四
方
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
木
造
で
積
み
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
は
も
う
住
民
は
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
し
た
は

ず
で
す
。
そ
れ
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
と
い
う
知
恵
と
技
術
と
、
そ
れ

を
計
画
す
る
と
い
う
、
私
は
そ
の
時
に
「
読
み
、

書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
」
と
い
う
ん
で
す
け
ど
、
読
み
、

書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
と
い
う
と
、
字
が
読
め
て
、
字

が
書
け
て
、
ソ
ロ
バ
ン
が
出
来
て
、
と
い
う
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
む
と
い
う
の
は
新
聞
の
記
事
で
も
読
ん
だ
ら
、

そ
の
行
間
に
何
か
を
感
じ
る
と
い
う
読
み
方
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
読
み
抜
く
力
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
例
え
ば
三
社
の
新
聞
論
評

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
の
特
徴
が
出
ま
す
。
ど
れ

く
ら
い
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
。
ど
う
い
う
と
こ

ろ
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
と
い
う
、
紙
面
に
は
な

い
文
字
の
間
の
も
の
を
読
む
力
が
、
読
み
取
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
読
め

る
、
予
感
で
き
る
、
こ
れ
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
自

分
は
読
め
る
と
い
う
読
む
力
で
す
。
ま
た
、
書
く

は
モ
ノ
を
書
く
だ
け
で
は
な
く
て
「
描
く
」
と
い

う
の
を
、
私
は
当
て
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
イ

メ
ー
ジ
を
描
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
、
そ
れ
が
広
が
る
と
い
う
の

が
書
く
、
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ソ
ロ
バ
ン
は

計
画
し
実
行
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
ソ
ロ
バ
ン
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
今
、
教
育

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
も
の
つ
く
り
の

基
本
が
、
正
に
私
は
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
五
重
塔
も
こ
う
い
う
ふ
う
な
形
に
す
れ
ば
、

重
さ
に
耐
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
捩
れ
に

対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
七

世
紀
の
日
本
人
が
考
え
つ
い
た
わ
け
で
す
か
ら
…
。

あ
と
で
ま
た
説
明
し
ま
す
が
、
日
本
に
は
そ
の

七
世
紀
以
前
に
三
万
年
位
前
で
し
ょ
う
か
、
縄
文

時
代
が
あ
り
、
当
時
は
三
〇
万
人
位
し
か
い
な
か

っ
た
そ
う
で
す
け
ど
縄
文
文
化
が
根
付
き
、
一
万

六
〇
〇
〇
年
位
前
の
弥
生
時
代
は
稲
を
つ
く
る
農

耕
を
や
る
と
い
う
時
代
に
入
っ
て
き
て
、
両
方
と

も
面
白
い
文
化
を
つ
く
っ
て
い
る
。
縄
文
は
関
東

か
ら
北
の
方
、
そ
れ
か
ら
稲
や
植
物
を
育
て
よ
う

と
い
う
文
化
は
、
弥
生
人
が
西
の
方
か
ら
入
っ
て

き
て
始
め
た
よ
う
で
す
。

ご
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
芸
術
大
学

の
「
芸
」
の
字
は
私
の
と
き
、
古
い
漢
字
の
「
藝
」

に
し
た
。「
芸
」
は
芸
者
さ
ん
の
芸
で
す
。
本
当

の
漢
字
「
藝
」
は
、
上
か
ら
草
冠
で
す
か
ら
、
こ

れ
は
植
物
を
象
徴
す
る
そ
う
で
す
。
草
冠
の
下
の

「
執
」
は
行
動
だ
そ
う
で
す
。
植
物
、
行
動
、
最

後
の
「
云
」
�
う
ん
は
声
の
意
味
だ
そ
う
で
す
。

要
す
る
に
、
土
を
耕
し
て
、
種
を
蒔
い
て
、
育
て

て
、
こ
れ
に
私
な
り
の
解
釈
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

褒
め
な
い
と
ダ
メ
。
盆
栽
を
や
る
方
の
話
を
聞
く

と
、
毎
日
盆
栽
に
声
を
掛
け
て
や
る
。
つ
ま
り
愛

で
て
育
て
る
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
漢
字
の
藝

と
い
う
の
は
農
業
�
藝
術
で
植
物
を
育
て
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
辛
抱
強
く
育
て
な
い
と
ダ
メ
だ
と

い
う
意
味
。
そ
れ
は
読
み
（
感
じ
取
り
）、
書
き

（
夢
を
描
き
）、
ソ
ロ
バ
ン
（
計
画
す
る
）、
そ
う

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

も
の
づ
く
り
と
い
う
と
、
縄
文
の
凄
い
土
器
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
誰
か
が
手
を
使
っ
て
、
頭
を

使
っ
て
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
。
農
耕
時
代
は
植
物

な
ど
つ
く
り
ま
す
が
、
そ
の
前
は
狩
猟
で
す
か
ら

動
物
の
皮
を
使
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た
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は
ず
で
す
け
ど
、
技
術
も
大
事
、
芸
術
も
大
事
、

つ
ま
り
技
藝
は
教
育
の
総
合
的
な
こ
と
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
最
初
の
話
に
戻
し
ま
す
が
、

き
ょ
う
お
呼
び
い
た
だ
い
た
の
は
と
て
も
嬉
し
い

し
、
喜
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
も
の
つ
く
り
大

学
は
若
者
の
大
人
に
な
る
前
の
、
私
は
古
い
言
葉

で
「
仕
込
み
」
と
い
い
ま
す
。
お
酒
で
も
仕
込
み

を
上
手
に
や
ら
な
い
と
、
い
い
酒
に
な
ら
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
の
仕
込
み
を
し
な
け
れ
ば
い
い

人
材
は
出
ま
せ
ん
。
そ
の
一
番
大
事
な
こ
と
を
指

導
さ
れ
て
、
こ
こ
か
ら
育
っ
て
い
か
れ
る
。
そ
の

一
つ
の
例
と
し
て
、
山
口
県
岩
国
市
の
錦
帯
橋
架

け
替
え
の
時
に
、
こ
ち
ら
か
ら
派
遣
さ
れ
た
井
田

君
が
卒
業
研
究
で
制
作
し
た
錦
帯
橋
の
模
型
が
岩

国
市
に
寄
贈
さ
れ
、
岩
国
市
博
物
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
が
、
昭
和
の
架
け
替
え
モ
デ
ル
の
模
型
と

同
等
で
あ
る
と
評
価
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
な
ど
が
青
年
時
代
に
経
験
さ
れ
た
、
い
い
例
だ

と
思
い
ま
す
。

何
故
、
私
が
そ
れ
を
強
調
す
る
か
と
い
う
と
、

錦
帯
橋
は
二
〇
〜
二
五
年
ご
と
に
架
け
替
え
る
よ

う
に
、
い
ま
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
伊
勢
神
宮

の
建
て
替
え
が
い
ま
始
ま
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
二

〇
年
ご
と
に
つ
く
り
替
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
理

由
は
木
造
で
す
か
ら
腐
食
も
し
ま
す
が
、
要
は
技

術
者
の
伝
承
な
の
で
す
。
も
し
も
こ
れ
が
五
〇
年

ご
と
だ
と
、
恐
ら
く
そ
れ
に
関
わ
っ
た
棟
梁
や
大

工
さ
ん
は
、
高
齢
な
の
で
生
き
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
錦
帯
橋
も
二
〇
年
ご
と
に
な
る
で
し
ょ
う

が
、
そ
の
二
〇
年
先
に
井
田
君
が
立
派
に
な
っ
て

い
た
ら
、
多
分
、
架
け
替
え
の
棟
梁
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
の
つ
く
り
大
学
の
と

て
も
い
い
例
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
是
非
き
ょ
う
は

申
し
上
げ
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
島
根
県
生
れ
で
す
が
、
岩
国
は
旧
制
の
工

業
学
校
時
代
の
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
そ
れ
か

ら
芸
大
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
島
根
県
と
山
口
県

に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

岩
国
の
工
業
学
校
に
入
っ
た
時
、
戦
後
で
す
が
錦

帯
橋
の
架
け
替
え
が
行
わ
れ
、
川
幅
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
錦
川
に
ア
ー
チ
形
に
湾
曲
し
た
木
橋
を
五

つ
連
結
し
て
架
け
ま
し
た
。
世
界
的
に
珍
し
い
木

造
ア
ー
チ
で
、
こ
ん
な
大
き
い
の
は
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
も
五
重
塔
と
同
じ
で
、
こ
れ
は
も
う
三
〇
〇

年
位
前
の
話
な
ん
で
す
が
、
木
を
使
っ
て
あ
れ
だ

け
の
距
離
を
橋
脚
な
し
に
ア
ー
チ
を
架
け
た
と
い

う
の
は
、
こ
れ
も
非
常
に
珍
し
い
も
の
な
ん
で
す
。

そ
れ
を
少
年
の
頃
初
め
て
見
ま
し
て
、
ど
う
し
て

こ
れ
を
誰
が
、
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
の
か
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
に
子
供
の
頃
か
ら
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
絵
を
描
く
の
に
モ
チ
ー

フ
と
し
て
素
晴
ら
し
い
ん
で
す
。
春
夏
秋
冬
、
川

が
あ
り
ま
す
し
、
山
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
描

き
な
が
ら
調
べ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
た
だ
単
に
木
を
使
っ
た
と
い
う

の
で
は
な
く
、
あ
の
橋
は
五
種
類
の
木
な
ん
で
す
。

何
故
か
と
い
う
と
木
に
は
強
度
が
あ
り
、
美
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
強
度
に
添
っ
た
適
材
を
、

適
所
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
中
学
生
の
時

に
解
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
美
術
学
校
卒
業
の
先

輩
の
先
生
が
お
り
ま
し
た
の
で
、「
先
生
、
こ
う

い
う
の
を
調
べ
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
デ
ッ
サ
ン

を
見
て
も
ら
っ
た
ら
「
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
」

と
い
う
。
し
か
し
、
地
元
の
大
人
に
聞
い
て
も
誰

も
知
ら
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん

調
べ
始
め
た
ら
、
そ
の
先
生
が
「
日
本
に
は
も
っ

と
古
い
も
の
が
あ
る
よ
」
と
い
う
の
で
、
そ
れ
か

ら
京
都
・
奈
良
を
調
べ
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
行

き
着
い
た
の
が
法
隆
寺
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
東

大
寺
が
物
凄
く
大
き
い
ん
で
、
こ
ど
も
心
に
面
白

く
て
調
べ
た
ん
で
す
。

い
ま
の
大
仏
殿
は
大
火
で
二
回
焼
け
て
い
る
か

ら
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
。
大
仏
さ
ん
も
修
復

し
て
、
元
の
も
の
は
部
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
鎌

倉
時
代
に
、
そ
の
前
に
焼
け
て
放
置
さ
れ
て
い
た

の
を
、
復
興
し
た
の
が
重
源
上
人
で
す
。
復
興
に

は
大
量
の
木
材
が
必
要
な
た
め
、
重
源
上
人
は
全

国
で
材
料
を
探
す
わ
け
で
す
。そ
れ
で
私
の
郷
里
・

山
口
、
島
根
県
境
に
あ
る
大
き
な
原
生
林
の
木
を

伐
っ
て
、
そ
れ
を
川
で
下
ろ
し
、
瀬
戸
内
海
に
浮

か
せ
て
、
そ
し
て
奈
良
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
再

興
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
後
、
大
仏
殿
は
ま
た
焼
け
ま
し
て
、
い
ま

残
っ
て
い
る
の
は
南
大
門
で
す
。
そ
こ
で
南
大
門

を
調
べ
ま
し
た
。
南
大
門
は
仁
王
像
を
含
め
総
檜

づ
く
り
な
ん
で
す
が
、
な
ん
と
そ
の
檜
は
私
の
郷

里
の
山
か
ら
伐
り
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、

ビ
ッ
ク
リ
し
た
ん
で
す
。
阿
・
吽
の
仁
王
像
は
運

慶
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
と

も
か
く
材
料
が
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
い
う
の
で
、

中
学
生
時
代
彫
刻
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
は
森

林
資
源
を
大
事
に
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
実
は

日
本
に
は
木
材
な
ど
の
種
類
も
多
い
し
、
森
林
資

源
も
豊
富
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
自
然
の
資
源
と

人
の
資
源
、
人
間
は
寿
命
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

自
然
は
壊
さ
な
け
れ
ば
ず
う
っ
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
う
し
た
天
然
資
源
の
一
つ
が
人
間
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
、
私
は
考
え
ま
す
。
従
っ
て
、
日
本
が

い
ま
文
化
立
国
と
し
て
ど
の
位
置
か
、
と
い
う
話

も
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
含
め
て
国
民
全

体
が
自
信
を
持
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
く
な
っ
て
、
安
い
も
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の
は
技
術
を
外
国
に
全
部
持
っ
て
い
っ
て
、
そ
こ

で
生
産
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
何
年
か
先
は
い
ま
六
〇
億
人
位
の
世
界
人

口
が
一
〇
〇
億
人
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、

日
本
は
食
糧
難
で
温
暖
化
も
手
伝
っ
て
、
も
う
ダ

メ
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

う
い
う
こ
と
も
含
め
た
息
の
長
い
も
の
つ
く
り
、

自
然
を
相
手
に
し
た
も
の
つ
く
り
、
国
つ
く
り
を

し
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
考

え
る
中
の
一
人
の
人
間
を
育
て
る
、
も
の
つ
く
り

大
学
の
大
事
さ
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

芸
大
も
も
の
つ
く
り
大
学
で
、
優
秀
な
人
が
集

ま
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
非
常
に
個
人
的
な
こ
と

し
か
考
え
な
い
よ
う
な
集
団
で
す
か
ら
、
私
か
ら

申
し
上
げ
る
と
具
合
悪
い
の
で
す
が
、�
自
己
中
�

大
学
な
ん
で
す
。
自
己
中
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
つ
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
自
己

中
で
も
世
の
中
が
認
め
て
く
れ
な
い
と
、
ダ
メ
な

ん
で
す
。
自
己
中
で
世
の
中
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、

自
己
中
だ
け
ど
周
辺
が
見
え
る
人
を
育
て
な
い
と

ダ
メ
な
ん
で
す
。
ゴ
ッ
ホ
で
も
、
棟
方
志
功
、
岡

本
太
郎
で
も
非
常
に
個
性
的
で
す
。
し
か
し
、
世

の
中
を
非
常
に
よ
く
知
っ
て
い
る
方
で
す
。
こ
れ

が
大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
己
中
、

プ
ラ
ス
周
辺
に
ア
ン
テ
ナ
を
持
っ
て
い
る
人
と
い

う
こ
と
が
、
本
来
の
も
の
つ
く
り
だ
ろ
う
と
い
う

よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
の
も
つ
く
り
大
学
は

技
術
だ
け
で
は
な
く
て
、
井
田
君
が
そ
の
い
い
例

で
す
け
ど
も
、
錦
帯
橋
で
は
非
常
に
人
に
鍛
え
ら

れ
、
ま
た
先
輩
を
通
じ
て
モ
ノ
を
学
び
、
人
間
関

係
も
た
く
さ
ん
学
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
川
の

上
の
工
事
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
吹
き
さ
ら
し
の
作

業
で
す
。
そ
れ
に
耐
え
る
経
験
が
で
き
た
の
も
、

こ
こ
の
も
の
つ
く
り
大
学
で
大
変
い
い
先
生
に
そ

う
い
う
教
育
の
下
地
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
耐
え
ら
れ
た
と
思
う
の
で
す
。
井
田

君
は
い
ま
福
井
県
の
宮
大
工
の
お
弟
子
さ
ん
に
な

っ
て
修
行
中
と
の
こ
と
で
、
多
分
立
派
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
が
一
つ
の
い
い
例
で
そ

う
い
う
こ
と
が
、
一
番
大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
教
育
界
は
い
ま
学
力
低
下
の
問
題
等
、

い
ろ
い
ろ
と
揺
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と

何
が
一
番
大
事
か
と
い
う
こ
と
を
、
子
供
さ
ん
も
、

親
御
さ
ん
も
考
え
て
も
ら
わ
な
い
と
、
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
私
ご
と

で
恐
縮
で
す
が
、
家
族
が
猛
反
対
を
し
て
あ
る
有

名
私
立
大
学
を
受
け
る
と
い
っ
て
、
許
可
を
も
ら

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
親
父
だ
け
に
言
っ
て
置
き

ま
せ
ん
と
金
が
で
ま
せ
ん
か
ら
、
親
父
に
ち
い
さ

い
声
で
い
う
と
、「
お
前
、
け
っ
こ
う
競
争
力
高

い
か
ら
、
一
回
で
パ
ス
し
た
ら
支
援
し
て
や
る
」

と
い
う
の
で
、
そ
れ
が
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
父
親
は
母
親
に
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。

父
親
が
男
同
士
で
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
、
い
ま
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

も
人
づ
く
り
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
藝
大
の

例
を
愛
で
て
育
て
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
褒
め
て

ば
か
り
い
た
ら
、
絶
対
そ
こ
へ
座
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
褒
め
る
と
い
う
の
は
非
常
に

難
し
い
が
、
苦
労
し
て
落
ち
込
ん
で
ち
ょ
う
ど
耳

が
ち
ょ
っ
と
開
い
た
と
き
に
、
ぽ
っ
と
入
れ
て
や

ら
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
、
も
つ
く
り
大
学
な
ど
は

技
術
が
先
行
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ
は
と
て

も
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
の
つ
く
り
大
学

と
か
、
藝
大
に
は
関
係
な
く
、
全
体
に
言
え
る
こ

と
で
す
が
、
特
に
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
実
感
し

つ
つ
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

反
省
は
芸
大
で
少
し
褒
め
す
ぎ
て
、
い
い
気
持

ち
で
学
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
が
、
世
の
中
が
認

め
て
く
れ
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
。
私
も

長
年
お
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の
内
、
現
在
五
十

代
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
三
、
四
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
そ
の
人
た
ち
は
大
丈
夫
、
い
ま
認
め
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
あ
と
の
人
た
ち
は

ど
う
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
専
門
筋
か
ら
は
外

れ
て
い
ま
す
け
ど
、
非
常
に
人
間
が
で
き
て
い
ろ

い
ろ
の
と
こ
ろ
で
、
人
体
の
毛
細
血
管
の
よ
う
に

世
の
中
に
溶
け
込
ん
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
う
い
う
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※

※

※

※

※

こ
れ
か
ら
島
根
県
益
田
市
の『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』と
、

新
東
京
タ
ワ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
☆

人
口
五
万
二
〇
〇
人
の
益
田
市
が
百
六
十
八
億

円
か
け
ま
し
て
、
二
年
前
に
文
化
セ
ン
タ
ー
『
グ

ラ
ン
ト
ワ
』
を
つ
く
り
ま
し
た
。
私
、
縁
が
あ
り

ま
し
て
そ
こ
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
お
手
伝
い

し
て
い
る
の
で
す
が
昨
年
十
二
月
の
二
年
目
に
、

百
万
人
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
五
万
人
の
都
市
に
二
年
で
百
万
人
の
人
が
来

ま
し
た
か
ら
、
一
応
良
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
玄
関
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
う
ん
で
す

が
石
で
彫
刻
を
つ
く
り
ま
し
た
。
石
は
瀬
戸
内
海

に
浮
か
ぶ
黒
髪
島
の
花
崗
岩
で
、
東
京
の
国
会
議

事
堂
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
あ
ら
す
じ
﹈
平
成
十
七
年
十
月
、
島
根
県
益

田
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
大
き
な

屋
根
を
意
味
す
る
。
県
特
産
の
石
州
瓦
二
九
万
枚

を
使
っ
た
屋
根
と
壁
が
お
お
き
な
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。
美
術
館
と
ホ
ー
ル
が
融
合
し
た
芸
術
文
化

の
殿
堂
で
、
美
術
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
、
様
々
な

芸
術
活
動
を
通
し
た
新
た
な
文
化
の
創
造
と
発
信

の
場
を
提
供
す
る
。

そ
の
メ
ー
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
前
に
、
大
き

な
龍
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
長
を

お
ろ
ち

務
め
る
彫
刻
家
澄
川
喜
一
作
『
大
蛇
』。「
県
特
産

の
石
州
瓦
で
覆
わ
れ
た
施
設
で
、
白
に
近
い
グ
レ

ー
の
御
影
石
が
有
機
的
に
リ
ズ
ム
あ
る
形
を
造
る

と
、
建
築
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
合
う
と
思
う
。
そ

れ
で
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
か
た
ち
を
考
え
る
と
、
子

供
の
頃
、
朝
ま
で
見
せ
ら
れ
た
お
神
楽
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
、
楽
の
音
に
乗
っ
て
天
に
昇
ら

ん
と
し
て
い
る
大
蛇
な
ん
で
す
」（
澄
川
氏
）。
大

蛇
は
石
見
神
楽
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
演
目
で
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作
に
は
、
構
想
か
ら
二
年
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の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
。
作
者
は
何
故
龍
を
テ
ー

マ
に
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。「
水
神
を
一
度
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

水
が
な
け
れ
ば
人
間
は
生
き
て
い
け
な
い
し
、
水

田
も
出
来
な
い
し
、
粗
末
に
す
れ
ば
暴
れ
る
ー
。

要
す
る
に
、
ド
ラ
ゴ
ン
は
オ
ロ
チ
。
大
蛇
で
す
け

ど
も
、
宇
宙
の
神
様
で
、
水
の
神
で
あ
っ
た
り
、

山
の
神
で
あ
っ
た
り
、
土
の
神
で
あ
っ
た
り
と
、

超
宇
宙
の
神
様
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
自

然
と
共
生
し
て
い
く
上
で
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
な
に
か
心
に
響
く
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
で
き
た
ら
、
一
番
面
白

い
で
す
」（
澄
川
氏
）。

島
根
県
吉
賀
町
六
日
市
に
あ
る
高
津
川
の
水

だ
い
じ
ゃ

源
・
大
蛇
ケ
池
。
こ
の
辺
り
で
は
か
つ
て
、
日
照

り
や
水
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
藁
で
つ
く
っ
た

龍
に
祈
り
を
捧
げ
、
雨
乞
い
を
し
た
。
人
々
に
と

っ
て
龍
は
恵
み
雨
を
降
ら
せ
て
く
れ
る
水
の
神
で

あ
り
、
水
が
流
れ
る
川
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

「
高
津
川
と
錦
川
の
分
水
嶺
で
生
れ
た
わ
け
で
す

け
ど
、
川
で
遊
ぶ
と
い
う
の
は
曲
が
り
く
ね
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
僕
は
美
術
の
仕
事
を
し
て

ま
す
け
ど
、
や
は
り
天
然
が
つ
く
っ
た
絵
で
あ
る

し
、
彫
刻
で
も
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
う
ね
り

と
か
、
激
流
、
突
然
深
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
と

か
、
凄
い
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
川
を
治
め
れ
ば
、
国

が
治
ま
る
と
も
ま
で
言
わ
れ
、
一
番
大
事
な
モ
ノ

か
も
知
れ
な
い
」（
澄
川
氏
）。

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
黒
髪
島
。
古
く
か
ら
御
影

石
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
島
で
あ
り
、
こ
こ
で

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
御
影

石
の
巨
石
へ
の
墨
付
け
、
加
工
、
細
か
い
と
こ
ろ

は
ノ
ミ
で
丹
念
に
彫
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
五
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
製
作
す
る
。
龍
の
尻
尾
に

な
る
石
、
龍
の
背
中
に
な
る
石
、
模
型

を
手
掛
か
り
に
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
作
業
が
進
め
ら
れ
る
。

今
回
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
龍
の
顔
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
細
部
に
わ
た

り
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
繰
り
替
え
さ

れ
る
。
龍
の
顔
の
表
情
は
作
者
が
、
自

ら
の
手
で
丹
念
に
彫
り
進
め
る
。
龍
の

胴
体
に
な
る
石
も
彫
り
進
め
ら
れ
、
島

で
の
製
作
も
大
詰
め
に
。『
グ
ラ
ン
ト

ワ
』
へ
の
据
付
を
前
に
仮
組
立
が
行
わ

れ
、
顔
や
胴
体
の
石
と
設
計
通
り
に
組

み
上
が
る
か
ど
う
か
が
確
か
め
ら
れ
、

細
部
に
わ
た
っ
て
最
終
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
。

お
よ
そ
一
年
に
わ
た
る
制
作
期
間
を
経
て
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
い
よ
い
よ
島
か
ら
旅
立
つ
。
総
重

量
五
〇
ト
ン
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
ず

つ
、
台
船
に
積
み
込
む
。
瀬
戸
内
海
を
海
上
輸
送

し
、
そ
の
後
陸
路
中
国
山
地
を
越
え
、
益
田
市
に

向
か
う
。完
成
を
真
近
に
控
え
た『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』

に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
到
着
、
据
付
を
前
に
お
清
め

を
す
る
。
ま
ず
龍
の
胴
体
の
石
が
大
型
ク
レ
ー
ン

で
吊
り
上
げ
ら
れ
、
所
定
の
場
所
に
据
付
け
ら
れ

る
。
続
い
て
顔
の
石
、
次
に
背
中
の
石
を
据
付
け

て
顔
と
胴
体
を
一
体
に
し
、
最
後
に
尻
尾
の
石
が

据
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
雨
が
激
し
く
降
り
出

し
、
作
業
は
一
時
中
断
。
土
砂
降
り
の
な
か
再
開

さ
れ
、
据
付
作
業
は
無
事
終
了
し
た
。「
オ
ロ
チ

は
超
宇
宙
の
神
様
だ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
雨
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
終
わ
り
に
は
や
は
り
雨
を
呼
ん
で
、

雨
の
神
が
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
た
」（
澄
川
氏
）。

『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』
オ
ー
プ
ン
前
日
の
開
館
式
典

の
日
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

除
幕
式
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も

た
か
ひ
と

オ
ロ
チ
と
戯
れ
て
い
た
。
三
笠
宮
崇
仁
殿
下
、
同

妃
殿
下
が
出
席
さ
れ
る
な
か
、
大
ホ
ー
ル
で
開
館

式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
中
庭
の
広
場
で
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時

に
、
こ
の
日
を
待
ち
に
待
っ
た
多
く
の
人
た
ち
が

『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』
を
訪
れ
た
。

お
ろ
ち

石
見
神
楽
の
大
蛇
は
石
見
の
人
た
ち
に
よ
り
受

け
継
が
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
地
上
、
水

中
、
空
中
に
住
み
、
宇
宙
を
自
在
に
支
配
す
る
力

を
持
つ
と
い
わ
れ
る
大
蛇
。
今
、
新
た
に
芸
術
文

化
の
神
・
大
蛇
と
し
て
、『
グ
ラ
ン
ト
ワ
』
の
限

り
な
き
未
来
へ
這
い
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

☆
新
東
京
タ
ワ
ー
☆

﹇
あ
ら
す
じ
﹈
二
〇
一
一
年
、
新
た
な
都
市
文

化
の
象
徴
が
生
れ
る
。
日
本
の
首
都
、
東
京
・
隅

田
川
の
ほ
と
り
に
世
界
で
最
も
高
い
塔
が
築
か
れ

る
。
新
タ
ワ
ー
が
聳
え
る
の
は
東
京
の
新
し
い
文

化
拠
点
、
業
平
橋
押
上
地
区
。
浅
草
、
向
島
な
ど

伝
統
あ
る
町
に
囲
ま
れ
、
東
武
線
、
地
下
鉄
、
水

上
バ
ス
な
ど
が
行
き
交
う
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ
れ
る
新
タ
ワ

ー
の
デ
ザ
イ
ン
監
修
者
は
建
築
家
安
藤
忠
雄
、
澄

川
喜
一
両
氏
。
新
タ
ワ
ー
は
地
上
六
一
〇
メ
ー
ト

ル
、
世
界
一
を
誇
る
展
望
タ
ワ
ー
で
、
第
一
展
望

台
は
地
上
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
層
の
吹
き
抜
け

と
ガ
ラ
ス
張
り
で
開
放
感
が
広
が
る
。
さ
ら
に
上

へ
。
第
二
展
望
台
は
地
上
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
ぐ

る
り
と
取
り
囲
ん
で
い
る
の
は
天
空
回
廊
で
、
東

京
湾
や
関
東
平
野
を
一
望
に
で
き
、
こ
れ
ま
で
に

見
た
こ
と
の
な
い
空
中
散
歩
が
楽
し
め
る
。

東
京
の
空
に
新
た
な
景
観
を
描
く
新
タ
ワ
ー
は
、

未
来
へ
と
希
望
を
つ
な
ぐ
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
、

タ
ワ
ー
へ
の
ゲ
ー
ト
は
三
ヶ
所
。
中
央
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
取
り
囲
む
三
本
の
足
が
、
タ
ワ
ー
を
確

り
と
支
え
る
。
足
元
の
断
面
は
三
角
形
、
そ
れ
が

頂
上
に
向
か
う
に
つ
れ
円
形
へ
と
移
り
変
わ
り
、

タ
ワ
ー
を
形
作
る
ラ
イ
ン
が
連
続
的
に
変
化
す
る
。

そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
日
本
の
伝
統
美
が
盛
り
込
ま
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れ
て
い
る
。
し
な
や
か
な
斬
れ
味
の
日
本
刀
が
も

つ
「
そ
り
」、
そ
し
て
中
央
が
ゆ
る
や
か
に
膨
ら

ん
だ
「
む
く
り
」、
寺
院
や
神
社
の
柱
に
見
ら
る
。

耐
震
構
造
に
も
日
本
古
来
の
知
恵
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。
五
重
塔
は
中
心
を
貫
く
心
柱
と
各
層
が
異

な
る
動
き
を
す
る
こ
と
で
、
揺
れ
を
抑
え
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
を
現
代
的
に
解
釈

し
、
最
先
端
の
耐
震
構
造
を
実
現
し
た
。（
後
略
）。

※

※

※

※

※

タ
ワ
ー
の
話
を
、
ち
ょ
っ
と
続
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
の
東
京
タ
ワ
ー
は
三
三
三
メ
ー
ト

ル
だ
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
が
非
常
に
合
理
的
で
エ
ッ
フ
ェ
ル
さ
ん
と
い
う

設
計
者
が
パ
リ
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
あ
れ
は
橋

梁
の
構
造
を
四
本
立
て
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
と
思
う
。
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ス
工
法
で
あ
り
、

従
っ
て
板
材
を
も
と
に
し
て
、
折
り
曲
げ
た
も
の

を
構
造
に
全
部
使
っ
て
い
る
。
東
京
タ
ワ
ー
も
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
を
真
似
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
う

い
う
材
料
で
三
三
三
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
つ
く
る

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
足
元
は
四
本
で
な
く
て
、
三
脚
の
よ
う

な
三
点
立
ち
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
い
ま
の
東
京
タ

ワ
ー
の
足
元
は
八
〇
メ
ー
ト
ル
角
、
そ
れ
を
四
本

の
脚
が
踏
ん
張
っ
て
支
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
足

元
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ
で
高
さ
が
約
倍
で
す
か

ら
、
構
造
も
日
本
の
技
術
で
日
本
の
感
性
を
目
標

に
し
た
デ
ザ
イ
ン
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
私
が
提
案

し
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
五
重
塔
の
構
造
シ
ス
テ

ム
で
す
。

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

法
隆
寺
を
例
に
と
る
と
高
さ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
、

足
元
は
六
・
四
メ
ー
ト
ル
四
方
で
組
み
上
げ
て
い

く
。
い
ま
の
木
造
だ
と
基
礎
を
打
っ
て
、
基
礎
か

ら
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
出
し
て
、
一
番
最
初
の
土

台
を
ボ
ル
ト
で
ね
じ
付
け
た
り
し
な
い
と
、
許
可

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
五
重
塔
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
に
い
う
と
、
あ
れ
は
た
だ
置
い
て
あ
る
だ
け

の
、
柔
軟
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
塔
は
ス

ト
ゥ
パ
と
い
い
、
略
し
た
の
が
卒
塔
婆
で
す
。
五

重
塔
の
五
重
は
五
で
す
。
そ
れ
を
五
大
と
い
い
、

空
風
火
水
地
と
あ
っ
て
こ
れ
は
宇
宙
で
す
。
ス
ト

ゥ
パ
は
何
か
と
い
う
と
祈
り
の
塔
な
ん
で
す
。
そ

れ
が
、
日
本
に
き
た
ら
卒
塔
婆
と
な
っ
た
。
釈
迦

の
墓
と
い
う
意
味
が
ス
ト
ゥ
パ
、
つ
ま
り
塔
で
舎

利
塔
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
わ
れ
わ
れ
の
住
む

場
所
で
は
な
い
タ
ワ
ー
を
つ
く
っ
て
、
祈
り
の
場

と
し
た
。
そ
う
い
う
お
墓
の
形
が
イ
ン
ド
か
ら
韓

国
を
伝
わ
っ
て
、
日
本
に
き
た
舎
利
塔
な
ん
で
す
。

日
本
で
特
徴
が
あ
る
の
は
、
木
を
全
部
使
っ
た

こ
と
。
そ
れ
か
ら
中
に
心
柱
を
入
れ
た
の
が
日
本

だ
け
な
の
で
す
。
中
国
や
韓
国
は
木
造
が
ち
ょ
っ

と
残
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
心
柱
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
独
自
の
建
築
技
術
の
代
表
と
も
言
え
る
五
重

塔
は
、
木
の
素
性
を
活
用
し
、
ま
ず
檜
の
心
柱
を

立
て
ま
す
。
そ
し
て
心
柱
を
中
心
と
し
て
各
層
が

独
立
し
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
地
震
や
強
風
時

に
、
塔
体
各
層
と
の
間
に
生
じ
る
相
互
作
用
に
よ

り
揺
れ
を
低
減
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
底
辺
が
高
さ
に
対
し
て
狭
い
と
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
私
は
五
重
塔
は
人
間
の
体
。
つ
ま

り
五
重
塔
に
は
、
実
は
人
体
構
造
が
は
い
っ
て
い

る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
タ
ワ
ー
の
構
造
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
五
重
塔
に

み
ら
れ
る
制
振
シ
ス
テ
ム
を
最
新
の
技
術
で
再
現

し
よ
う
と
す
る
も
で
す
。

き
ょ
う
は
ち
ょ
っ
と
纏
ま
り
の
な
い
お
話
を
し

ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
も
の
つ
く
り
大
学
が
益
々
発

展
し
て
、
い
い
人
材
が
生
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
し
、
必
ず
そ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
す
か

ら
、
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

澄
川

喜
一
（
す
み
か
わ
・
き
い
ち
）
氏

�
略
歴

一
九
三
一
年
五
月
二
日
島
根
県
生
ま

れ
。
彫
刻
家
。
山
口
県
立
岩
国
工
業
高
校
機
械

科
、
東
京
藝
術
大
学
彫
刻
科
、
同
大
学
専
攻
科

を
経
て
同
大
学
に
奉
職
。
同
大
学
教
授
、
学
部

長
を
経
て
、
一
九
九
五
年
学
長
。
二
〇
〇
一
年

名
誉
教
授
。

�
主
な
公
職
歴

日
本
藝
術
院
会
員
、
日
本
美

術
家
連
盟
理
事
、
日
本
建
築
工
芸
美
術
協
会
理

事
、
日
本
文
化
研
究
所
理
事
、
島
根
県
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
、
石
見
美
術
館
館
長
、

山
口
県
文
化
振
興
財
団
理
事
長
、
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
岩
国
名
誉
館
長
、
岩
国
市
顧
問
、
横
浜
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
理
事
長
。

�
主
な
受
賞
歴

第
二
三
回
新
制
作
展
新
作
家

賞
（
Ｓ
三
五
年
）
第
一
回
神
戸
須
磨
離
宮
公
園

現
代
彫
刻
展
・
宇
部
市
野
外
彫
刻
美
術
館
賞（
Ｓ

四
三
年
）
第
一
回
現
代
国
際
彫
刻
展
コ
ン
ク
ー

ル
賞
（
Ｓ
四
四
年
）
第
八
回
平
櫛
田
賞
（
Ｓ
五

四
年
）
第
一
一
回
中
原
悌
二
郎
賞
優
秀
賞
（
Ｓ

五
五
年
）
第
七
回
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
芸
術
彫

刻
展
・
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
彫
刻
賞
（
Ｓ
五
五

年
）第
九
回
現
代
日
本
彫
刻
毎
日
新
聞
社
賞（
Ｓ

五
六
年
）
第
一
回
東
京
野
外
現
代
彫
刻
展
優
秀

賞
（
Ｓ
五
八
年
）
栃
木
県
小
山
彫
刻
展
大
賞
（
Ｓ

五
九
年
）
第
一
三
回
吉
田
五
十
八
賞
（
Ｓ
六
三

年
）第
一
回
倉
吉
市
緑
の
彫
刻
賞（
Ｓ
六
三
年
）

紫
綬
褒
章
（
Ｈ
一
〇
年
）
紺
綬
褒
章
（
Ｈ
一
一

年
）
第
一
〇
回
本
郷
新
賞
（
Ｈ
一
三
年
）
恩
賜

賞
・
日
本
藝
術
院
賞
（
Ｈ
一
五
年
）

�
主
な
作
品
集
等

「
澄
川
喜
一
そ
り
の
あ
る

か
た
ち
」「
高
津
川
と
錦
川
」「
澄
川
喜
一
作
品
集
」。
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「
七
・
五
・
三
」
こ
の

数
字
を
目
に
す
れ
ば
大
概

の
人
は
目
を
細
め
、
頬
が

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

綻
び
、
た
と
え
目
の
前
に

こ
ど
も
が
い
な
く
と
も
幸

せ
な
気
分
に
な
り
瞼
に
わ
が
子
や
、
孫
の
姿
が

浮
か
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
七
歳
や
三
歳
の
女
の
子
、
五
歳
、
三
歳
の
男

の
子
の
い
る
家
庭
で
は
十
一
月
十
五
日
の
お
子

さ
ん
の
成
長
を
祝
う
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
待
ち

遠
し
く
て
し
か
た
が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

六
十
歳
を
優
に
超
え
た
私
に
も
遠
い
日
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
十
一
月
十
五
日
を
一
日
千

秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

我
が
家
の
対
象
者
は
男
の
子
ひ
と
り
で
し
た
が
、

そ
の
息
子
も
今
で
は
三
十
七
歳
に
な
り
、
六
歳

に
な
る
男
の
子
が
い
ま
す
。
息
子
が
三
歳
、
五

歳
の
頃
の
私
は
と
い
え
ば
ち
ょ
う
ど
働
き
盛
り

で
出
勤
時
間
は
毎
朝
六
時
、
帰
宅
が
夜
中
と
い

う
、
ま
さ
に
会
社
人
間
、
企
業
戦
士
で
し
た
か

ら
、
お
よ
そ
息
子
が
目
を
さ
ま
し
て
い
る
時
間

に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
今
に
し
て
思

え
ば
と
ん
で
も
な
い
父
親
だ
っ
た
と
後
悔
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
私
で
も
十
一
月
十
五
日

が
近
づ
く
と
息
子
と
触
れ
合
う
時
間
を
何
と
か

つ
く
ろ
う
と
小
さ
な
旅
に
出
た
り
、
食
事
な
ど

に
行
く
な
ど
さ
さ
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
た
こ

と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

最
近
の
よ
う
に
仕
事
と
生
活
の
調
和
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
話
題
に
な
る
時
代
で
あ

っ
た
な
ら
ば
差
し
詰
め
父
親
失
格
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
当
時
の
日
本
は
日
本
を
豊
か
な

国
、
一
流
の
国
に
す
る
の
だ
と
国
中
が
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
て
い
た
時
で
私
の
よ
う
な
父
親
で
も

父
親
を
や
っ
て
い
け
た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
私
で
も
当
時
息
子
と
の
わ
ず

か
な
時
間
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
無
い
頭
を
絞
っ

て
い
た
こ
と
を
七
・
五
・
三
の
季
節
に
な
り
ま

す
と
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
七
・
五
・
三
の
数
字
の
後
に

「
現
象
」
と
い
う
言
葉
が
続
い
た
「
七
・
五
・

三
現
象
」
と
な
り
ま
す
と
、
目
出
度
か
っ
た
こ

の
数
字
の
イ
メ
ー
ジ
が
に
わ
か
に
暗
い
、
気
の

重
い
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
の
時
の
七
・
五
・
三
の
数
字
は
い
ず

れ
も
男
の
子
、
女
の
子
の
年
齢
を
指
す
も
の
で

し
た
が
、
現
象
の
二
文
字
が
つ
い
た
数
字
は
子

ど
も
た
ち
の
年
齢
で
は
な
く
、
大
人
へ
の
旅
立

ち
の
と
き
の
状
況
を
示
す
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
あ
る
段
階
を
経
ま
す
と
親
の

手
を
離
れ
社
会
に
飛
び
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
典
型
的
な
現
象
が
職
業
を
持
つ
こ
と
で
す

が
、
こ
の
職
業
に
就
く
行
為
、
つ
ま
り
就
職
と

こ
の
数
字
が
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
多
く
は
中
学
、
高
校
、
大
学
を
卒
業
し

て
就
職
し
ま
す
。
就
職
は
人
生
の
一
大
行
事
で

す
か
ら
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
就
職
先
を
決
め
た

の
で
は
と
思
う
の
で
す
が
、
初
め
て
就
職
し
た

先
を
中
学
卒
で
七
割
、
高
校
卒
で
五
割
、
そ
し

て
大
学
卒
で
三
割
の
人
が
就
職
後
三
年
以
内
に

離
職
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
状
況
を
指
し

て
世
間
で
は
七
・
五
・
三
現
象
と
い
っ
て
い
る

の
で
す
。

勿
論
、
適
性
に
あ
わ
ず
、
夢
、
希
望
に
そ
ぐ

わ
な
い
場
合
に
は
職
業
、
職
場
を
変
え
る
こ
と

も
決
し
て
悪
い
こ
と
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
職

業
、
職
場
を
度
々
変
え
る
こ
と
を
良
し
と
し
な

い
日
本
の
風
土
で
は
、
当
人
に
と
っ
て
離
職
は

む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
面
が
多
く
、
又
近
年
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ

ー
に
し
て
も
こ
う
し
た
就
職
の
繰
り
返
し
が
原

因
と
の
分
析
も
あ
り
、
七
・
五
・
三
現
象
と
い

う
言
葉
に
は
や
は
り
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま

と
い
ま
す
。
同
じ
七
・
五
・
三
で
も
意
味
合
い

は
こ
の
よ
う
に
全
く
ち
が
う
も
の
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ふ
た
つ
の
七
・
五
・
三
は
一
見
正

反
対
の
存
在
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
相

反
す
る
数
字
を
通
し
て
私
に
は
一
つ
の
共
通
項

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
共
通
項
と
は
親
と
子

ど
も
と
の
距
離
で
あ
り
ま
す
。
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
七
・
五
・
三
は
年
齢
を
示
し
、
そ
の

年
齢
も
十
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が
対
象
で
す

か
ら
親
子
の
間
に
距
離
は
あ
り
ま
せ
ん
。
距
離

の
無
い
方
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
他
方
社
会

へ
の
旅
立
ち
と
な
る
就
職
と
な
れ
ば
親
か
ら
の

自
立
を
意
味
し
ま
す
の
で
両
者
間
に
は
当
然
距

離
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
生
れ
る

こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、七
・

五
・
三
現
象
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
家
庭
で

は
往
々
に
し
て
両
者
の
距
離
は
離
れ
る
ど
こ
ろ

か
密
着
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
す
。
要
す
る
に
親

子
関
係
が
子
離
れ
・
親
離
れ
が
出
来
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
同
じ
七
・
五
・

三
で
も
子
ど
も
と
の
距
離
を
広
げ
て
は
い
け
な

い
七
・
五
・
三
と
距
離
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
健

康
的
で
な
い
七
・
五
・
三
が
あ
る
の
で
す
。
そ

の
距
離
感
は
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
て
親
自
身

が
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
七
・

五
・
三
現
象
に
陥
っ
た
若
者
の
多
く
が
子
離
れ

の
で
き
な
い
親
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま

た
事
実
で
幼
い
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
方
に
は
酷
な
言
い
様
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ
ど
か
わ
い
い
子

ど
も
の
将
来
、
人
生
に
幸
多
い
こ
と
を
望
む
の

で
あ
れ
ば
七
・
五
・
三
を
祝
っ
た
日
か
ら
子
ど

も
の
旅
立
ち
へ
の
親
と
し
て
の
心
の
準
備
と
考

え
を
持
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
お
せ
っ
か
い
、
老
婆

心
的
な
こ
と
を
若
い
親
た
ち
に
言
う
の
か
と
い

ぶ
か
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ニ
ー
ト
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
見
て
い
ま
す
と

大
半
の
お
子
さ
ん
が
家
庭
的
に
恵
ま
れ
、
何
不

自
由
な
い
子
ど
も
時
代
を
送
っ
て
き
た
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ル
ソ
ー
の
言

葉
に
「
子
ど
も
を
不
幸
に
す
る
一
番
確
実
な
方

法
は
何
か
。
そ
れ
は
い
つ
で
も

何
で
も
手
に

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
や
る
こ
と
だ
」
と
云

う
一
説
が
あ
り
ま
す
が
お
そ
ら
く
若
い
多
く
の

親
御
さ
ん
は
日
々
「
子
ど
も
の
た
め
」
と
い
う

呪
文
で
お
子
さ
ん
の
要
求
に
こ
と
ご
と
く
応
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
子

ど
も
は
か
わ
い
い
、
喜
ぶ
顔
を
見
れ
ば
つ
い
つ

い
与
え
た
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
親
の
そ
う

し
た
猛
愛
が
子
ど
も
の
考
え
る
力
、
努
力
す
る

力
を
削
ぐ
と
し
た
な
ら
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。
親

と
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
決
し
て
望
む
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
と
し
て
そ
う
し
た
行
為

が
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
弱
め
て
い
る
の
で
す
。

今
、
街
に
は
多
く
の
悩
め
る
若
者
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
若
者
を
見
る
に
つ
け
私
は
若
者
の
家

庭
で
は
わ
が
子
に
ど
う
接
し
、
何
を
し
て
や
っ

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
い
、
憔
悴
し

き
っ
た
親
が
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
想
像
し
て
し

ま
い
ま
す
。

わ
が
子
へ
の
熱
き
思
い
、
そ
の
思
い
に
私
は

水
を
さ
す
つ
も
り
な
ど
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
が
、

可
愛
さ
余
っ
て
わ
が
子
を
腫
れ
物
扱
い
に
し
て

き
た
結
果
が
子
ど
も
を
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト

に
し
て
し
ま
う
と
し
た
な
ら
後
に
な
っ
て
悔
ん

で
も
悔
み
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で
す
。
七
・
五
・

三
を
祝
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に

小
学
校
を
終
え
、
中
学
に
入
り
ま
す
。
身
体
も

発
達
し
つ
い
こ
の
間
ま
で
抱
っ
こ
し
て
い
た
わ

が
子
が
親
の
身
長
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
確

か
に
身
長
は
自
分
を
超
え
た
の
で
す
が
親
に
と

っ
て
み
れ
ば
相
変
わ
ら
ず
可
愛
い
存
在
で
身
体

の
発
達
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
精
神
的
発
達
へ

の
手
助
け
、
指
導
が
で
き
な
い
。
で
き
な
い
と

い
う
よ
り
何
を
し
て
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

親
御
さ
ん
が
実
に
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
そ

ん
な
将
来
の
こ
と
は
ゆ
っ
く
り
と
数
年
後
に
考

え
れ
ば
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
歳
月
は
経
過
し
ま
す
。
親
離
れ

さ
れ
る
の
は
辛
い
こ
と
で
す
が
、
ニ
ー
ト
に
な

っ
た
わ
が
子
を
見
る
の
は
も
っ
と
辛
い
こ
と
だ

と
い
う
こ
と
を
世
の
中
の
現
象
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
必
要
で
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴
走
し
な
が
ら

子
ど
も
と
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
精
神
的
に
も

強
い
子
ど
も
に
育
て
る
こ
と
が
若
い
親
御
さ
ん

た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

ふ
た
つ
の
七
・
五
・
三

専
務
理
事

野
上

武
利

※
本
文
は
、
宣
協
社
発
行
の
「
ほ
と
け

の
子
」
の
掲
載
文
だ
が
、
同
社
と
埼

玉
県
松
伏
町
所
在
の
ま
つ
ぶ
し
幼
稚

園
園
長
・
こ
ど
も
の
森
保
育
園
理
事

長
の
若
盛
正
城
氏
の
許
可
を
得
て
転

載
。
従
っ
て
本
紙
か
ら
の
無
断
転
載

厳
禁
。
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平
成
十
九
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

成
果
報
告
会
が
三
月
五
日
�
午
後
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
会
議
室
に
て
開

催
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
・

団
体
の
担
当
者
を
は
じ
め
、
送
り
出
し
側

の
大
学
関
係
担
当
者
ら
約
七
十
名
が
参
加

し
た
。

成
果
報
告
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
し
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
一
元
化
し
、

連
携
し
て
い
る
本
会
と
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
）
が
共
催
、
埼
玉
労

働
局
の
後
援
で
行
っ
た
も
の
で
、
平
成
十

九
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
成
果

と
課
題
を
ふ
り
か
え
り
、
今
後
の
望
ま
し

い
活
動
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
る
と

と
も
に
、
企
業
、
行
政
、
団
体
等
の
関
係

者
と
大
学
関
係
者
と
の
情
報
交
換
を
実
施

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

率
の
さ
ら
な
る
向
上
と
産
学
連
携
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
本
会
三
国
雅
裕
常
務
理
事
事
務

局
長
は
、
平
成
十
九
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
の
実
績
と
、
も
の
つ
く
り
大

学
の
デ
ュ
ア
ル
版
と
も
い
う
べ
き
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
、
会
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
き
た
経
過
を
説
明
し
た
後
、「
き
っ
ち

り
と
し
た
職
業
観
・
就
業
意
識
を
持
っ
た

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て

産
業
界
に
戻
り
、
そ
し
て
我
が
国
の
活
力

の
維
持
・
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
委

託
元
で
あ
る
埼
玉
労
働
局
鶴
谷
陽
子
職
業

安
定
課
長
は
、「
学
生
が
普
段
は
あ
ま
り

目
に
す
る
こ
と
の
な
い
、
社
会
人
が
生
き

生
き
と
働
く
現
場
を
見
る
た
め
に
も
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
有
効
。
勤
労
観
の
醸

成
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
。

そ
の
後
、本
会
で
調
査
を
実
施
し
た「
平

成
十
九
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
」
に
つ
い
て
、
宮
田
信
久

調
査
部
長
が
基
調
報
告
、「
埼
玉
県
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
結
果
」
に
つ
い
て
ヤ

ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
伊
藤
純

子
主
査
が
報
告
し
た
。
平
成
十
九
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
績
は
、
九
月
時
点

で
、
受
入
企
業
は
八
十
件
の
目
標
に
対
し

て
一
九
二
件
、
マ
ッ
チ
ン
グ
学
生
数
は
、

一
二
〇
名
の
目
標
に
対
し
一
六
〇
名
と
そ

れ
ぞ
れ
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
埼
玉

県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
内
数
で
、
受

入
課
所
四
十
件
、
マ
ッ
チ
ン
グ
学
生
は
五

十
名
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

報
告
後
、
受
入
先
の
企
業
・
団
体
の
方

三
名
と
送
出
し
側
の
大
学
の
方
ニ
名
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
果
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

受
入
先
の
参
加
目
的
で
共
通
し
て
い
た

こ
と
は
「
社
会
貢
献
」
や
「
地
域
貢
献
」。

勿
論
、
採
用
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
捉
え
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
学
生
に
自

社
の
内
容
を
理
解
、
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、

Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
若
年
者
の
活
力
を
得
た
い

と
い
う
面
も
あ
る
。
平
成
十
九
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
上
尾
市
役
所
の
角

田
広
高
総
務
部
職
員
課
主
任
は
、「
初
め

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
が
、

学
生
が
希
望
す
る
部
署
が
一
部
に
集
中
し
、

調
整
に
苦
労
し
た
。
ま
た
、
実
施
に
際
し

て
は
役
所
内
の
末
端
ま
で
周
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
。

参
加
学
生
に
は
市
役
所
の
様
々
な
実
務
を

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
苦
労
談
を
述

べ
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
の
山
本
竜
也
人
事

部
人
事
グ
ル
ー
プ
担
当
は
、「
学
生
が
社

会
人
と
し
て
最
低
限
の
マ
ナ
ー
と
身
だ
し

な
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
の
か
疑
問
。

実
習
企
業
を
事
前
調
査
す
る
こ
と
も
必

要
」
と
指
摘
し
た
あ
と
、「
学
生
と
行
動

を
共
に
し
、
教
え
る
側
も
日
常
業
務
の
棚

卸
し
を
行
な
え
た
し
、
刺
激
に
も
な
っ

た
」
と
成
果
も
語
っ
た
。
東
京
電
化
�
の

小
池
光
男
管
理
部
次
長
は
、「
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
学
生
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
理
解
さ
せ
、
実
習
中
に
自
分
が
作
っ
た

も
の
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
社
会
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
も
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

送
出
し
側
、
東
洋
大
学
工
学
部
機
械
工

学
科
の
根
市
勉
講
師
は
、「
企
業
と
学
生

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
実
施
に
際
し
事
務

負
担
が
多
い
こ
と
や
、
ま
だ
ま
だ
受
入
先

が
少
な
い
こ
と
が
悩
み
。
東
洋
大
学
と
し

て
は
、
人
間
形
成
に
も
役
立
つ
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
参
加
を
増
や
し
た
い
」
と
希

望
し
、
聖
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
隆
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、「
受
入
企
業
の
ト
ッ
プ
層
と
現

場
の
人
と
の
意
識
の
ず
れ
を
指
摘
す
る
学

生
も
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
社
会

人
と
し
て
の
責
任
感
と
達
成
感
を
体
験
し
、

自
信
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
他
大
学
学

生
と
の
交
流
も
自
分
の
気
づ
き
・
ふ
り
か

え
り
に
は
重
要
な
こ
と
。
そ
し
て
、
実
施

し
た
学
生
が
自
宅
で
父
親
と
仕
事
に
つ
い

て
話
し
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
き
、
担

当
と
し
て
嬉
し
く
な
っ
た
」
と
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
役

を
務
め
た
本
会
宮
田
調
査
部
長
は
、「
受

入
企
業
、
大
学
と
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
に
際
し
て
は
様
々
な
苦
労
や
課
題

が
あ
り
な
が
ら
も
、
有
効
性
の
共
通
認
識

は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
産
学

官
が
連
携
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

さ
ら
に
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

実
現
に
向
け
、
継
続
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
ま
と
め
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
、
本
会

の
山
本
和
広
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局

担
当
が
「
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ス
テ

ム
の
活
用
方
法
と
改
善
点
に
つ
い
て
」
説

明
し
、
最
後
に
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
埼
玉
の
近
藤
繁
樹
セ
ン
タ
ー
長
が
閉
会

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
会
は
終
了
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

有
効
性
や
課
題
な
ど
を
討
論

鶴
谷
陽
子
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
場
の
様
子
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埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
の

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
会
な
ら
び
に

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
説
明
会
が
、

四
月
十
一
日
�
午
後
、
浦
和
区
の
あ
け

ぼ
の
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
支
援
機
構
の
母
体
で
あ
る
本

会
利
根
忠
博
会
長
、
連
合
埼
玉
片
山
修

三
会
長
、
来
賓
と
し
て
埼
玉
労
働
局
古

曳
享
司
局
長
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
中

島
滋
副
部
長
な
ど
を
は
じ
め
、
関
係
者

二
十
五
名
が
参
加
、
テ
レ
ビ
埼
玉
や
埼

玉
新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に

訪
れ
た
。

会
は
竹
花
康
雄
労
側
代
表
（
連
合
埼

玉
事
務
局
長
）
が
開
会
挨
拶
、
両
団
体

代
表
挨
拶
と
し
て
連
合
埼
玉
の
片
山
会

長
は
、「
有
効
求
人
倍
率
は
一
％
を
超

え
る
状
況
を
維
持
し
、
改
善
さ
れ
て
は

き
た
が
、
中
小
企
業
な
ど
で
は
人
材
の

不
足
感
が
顕
著
で
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
整
合
化
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
若
年
者
の
雇
用
環
境
は
深
刻
だ
が
、

機
構
は
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
し
て
若

年
者
雇
用
に
重
点
を
置
い
て
全
国
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
事
業
を
進
め
て

き
た
。
連
合
埼
玉
は
勤
労
者
を
は
じ
め

と
す
る
共
生
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

機
構
の
事
業
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
」
と
述
べ
、
本
会
利
根
会
長
は
、

「
労
使
一
体
と
な
っ
て
創
り
上
げ
て
き

た
機
構
の
五
年
間
の
活
動
は
、
間
違
い

な
く
雇
用
情
勢
改
善
の
一
助
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
県
教
育
局
と
連
携
し
実
施

し
て
い
る
四
者
面
談
会
や
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
、
働
き
方

を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、

極
め
て
有
効
な
事
業
を
実
施
し
、
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
経
済
状

況
は
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
る
が
、
連

合
埼
玉
と
連
携
し
雇
用
・
労
働
問
題
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
引
き

続
き
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
古
曳
埼
玉
労
働
局
長
と

中
島
県
産
業
労
働
部
副
部
長
か
ら
来
賓

挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
古
曳
局
長
は
、「
埼

玉
で
の
労
使
、
労
働
局
、
県
の
連
携
は

全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
時

代
を
先
取
り
し
た
事
業
は
全
国
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
も
来

日
し
た
韓
国
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

埼
玉
で
の
機
構
の
活
動
状
況
を
学
び
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
大
統
領
に
報
告
し

た
と
い
う
。
労
働
局
も
県
と
連
携
し
共

通
の
目
標
設
定
に
よ
り
、
就
職
困
難
者

な
ど
の
雇
用
改
善
に
取
り
組
ん
で
行

く
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
中
島
副
部
長
は
、

「
県
の
雇
用
促
進
策
は
、
若
年
者
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
女
性
な
ど
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
を
展
開
し
い
く
。

中
小
企
業
と
若
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

労
働
局
や
機
構
と
協
力
し
な
が
ら
体
制

強
化
を
図
っ
て
い
く
。
就
職
希
望
女
性

の
支
援
と
し
て
は
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
五
月
に
ウ
イ
ズ
ユ
ー
埼
玉

に
開
設
す
る
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
九
年
度
事
業
実
施

報
告
な
ら
び
に
平
成
二
十
年
度
事
業
計

画
説
明
会
を
行
な
っ
た
。
事
業
報
告
お

よ
び
計
画
の
説
明
は
、
本
会
と
連
合
埼

玉
の
主
管
事
業
ご
と
に
三
国
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
本
会
常
務
理
事
事
務
局

長
）
と
木
村
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連

合
埼
玉
副
事
務
局
長
）
が
行
っ
た
。〔
事

業
内
容
は
別
掲
〕

報
告
会
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
四

者
面
談
会
や
就
職
は
じ
め
の
一
歩
塾
、

保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
参
加
者
か
ら
成
果
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

古
曳
埼
玉
労
働
局
長
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
の
就
職
率
と
充
足
率
は
、
埼
玉

は
全
国
的
に
見
て
も
低
い
。
二
十
年
度

は
マ
ッ
チ
ン
グ
の
向
上
を
図
り
、
充
足

率
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
」
と

述
べ
ら
れ
、
利
根
本
会
会
長
は
、「
機

構
の
委
託
事
業
は
二
年
以
内
に
収
束
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
様
々
な

取
り
組
み
は
重
要
。
良
い
事
業
は
効
率

性
を
高
め
、
拡
充
す
べ
き
。
県
の
施
策

と
し
て
も
継
続
事
業
を
検
討
す
べ
き
」

と
指
摘
し
た
。

最
後
に
本
会
三
国
常
務
理
事
事
務
局

長
の
挨
拶
で
報
告
会
は
閉
会
し
た
。

な
お
、
報
告
会
終
了
後
、
第
五
回
埼

玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
総
会
が

開
催
さ
れ
、
上
程
議
案
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画
お

よ
び
事
業
予
算
が
決
定
し
た
。

◆
事
業
報
告
会
出
席
者

〔
本

会
〕

利
根
忠
博
会
長
、
野
上
武
利
専
務
理
事
、

三
国
雅
裕
常
務
理
事
事
務
局
長
、
野
口

寛
治
法
規
部
長
、
宮
田
信
久
調
査
部
長
、

鈴
木
孝
幸
総
務
課
長

〔
連
合
埼
玉
〕

片
山
修
三
会
長
、
竹
花
康
雄
事
務
局
長
、

木
村
俊
之
副
事
務
局
長
、
河
西
伸
広
副

事
務
局
長
、
小
川
明
副
事
務
局
長
、
佐

藤
道
明
副
事
務
局
長

〔
埼
玉
労
働
局
〕

古
曳
享
司
局
長
、
福
和
夫
職
業
対
策
課

課
長
、
篠
原
た
い
子
職
業
対
策
課
係
長
、

高
塚
晋
職
業
対
策
課
雇
用
開
発
係

〔
埼
玉
県
産
業
労
働
部
〕

中
島
滋
副
部
長
、
長
谷
川
真
勤
労
者
福

祉
課
副
課
長
、
檜
山
清
勤
労
者
福
祉
課

主
査
、
惣
中
太
郎
就
業
支
援
課
主
幹

〔
埼
玉
県
教
育
局
高
校
教
育
指
導
課
〕

羽
田
邦
弘
主
任
指
導
主
事
、
持
田
雄
一

指
導
主
事
、
木
村
郁
文
指
導
主
事

〔
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
〕

越
河
澄
子
専
務
理
事

〔
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団
〕

間
藤
雅
夫
主
席
研
究
員

労労
使使
就就
職職
支支
援援
機機
構構
・・
平平
成成
十十
九九
年年
度度
事事
業業

報報
告告
会会
、、
平平
成成
二二
十十
年年
度度
事事
業業
計計
画画
説説
明明
会会

事
業
報
告
会

第
五
回
総
会
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委 託 事 業 の 内 容 及 び 実 績

１．雇用支援制度導入奨励金の普及啓発と、トライアル雇用の促進・就職へと結びつけ
る事業としてリーフレットを作成し、県内の事業主への周知や、各種セミナー・フ
ォーラム等を開催し普及啓発活動を実施する。
�県・労働局・ハローワーク・母子家庭等就業自立支援センターなどと連携を図り、
雇用支援制度導入奨励金の普及啓発活動を行うと同時に、トライアル雇用や就職
へと結び付けていく。
◆埼玉県内１９年度トライアル雇用奨励金支給件数 １，６９６件
埼玉県内１９年度雇用支援制度導入金支給件数 ９５件

�各関係機関との連携のための協議会の設置
◆協議会の設置及び雇用支援制度導入金の説明会 ６／２７開催
�リーフレットの作成と配布
◆リーフレット・補足資料など、５０，０００部作成
連合埼玉加盟組織及び埼玉県経営者協会加盟組織、各関係機関へ配布

�各企業に雇用支援制度導入奨励金の説明を行うとともに、トライアル雇用に対する
意向調査を実施し、県内企業の情勢を把握する。また、昨年行った０７年問題のニ
ーズ調査で明らかになった団塊世代の求職者も含めマッチングを図る。
�各企業の実態および意向調査の実施
◆調査報告書の発行（就職困難者の雇用実態と雇用支援制度導入奨励金に関する調
査報告書）

�トライアル雇用見込み先リストの作成
◆リスト作成済
�ハローワーク等と連携し、就職面接会を開催する。
◆１９年度に準備を行い２０年度開催予定（２０年５月２９日�ヤングキャリアセンターと
共同開催）

２．就職困難者の早期就職に向けて、支援する事業を実施する。またトライアル雇用に
ついて啓蒙普及活動を行う。
�若年者等の就職困難者を対象に、自己キャリア形成から、企業が重視しているコミ
ュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等のスキル習得を狙いとした
セミナーを開催する。
◆「就職はじめの一歩塾」 計３回開催（４４名）

�ニート・フリーター等の就職困難者にとって、一番身近な相談者・支援者である保
護者を対象に「保護者の役割」や「向き合いかた・対応のしかた」をテーマにセ
ミナーを開催する。
◆「わが子の自立に悩む 保護者セミナー」 ２／２７開催（７０名）

１．新たな就職困難者を増やさないことが埼玉県の経済発展、そして県民の豊かさ・ゆ
とりに繋がるとの観点から、長期的な視野に立った人材育成などの事業。

�進路指導担当者の指導力向上を図るために、県内公立高校の進路指導教員を対象に、
長期（１年間）民間企業就業体験教員と受け入れ経営者によるパネルディスカッ
ションを行うセミナーを開催する。
◆「高等学校進路・就職指導者セミナー」 ８／２８開催（１８０名）

�企業や社会が求める人材像を相互に確認するとともに、自分を見つめ直し、進路選
択を適正に絞り込む機会を提供するため、県内公立高校の就職希望の生徒・保護
者・担当教員・企業経営者の４者による面談会を開催する。
◆「県立高校就職希望者に対する四者面談会」 １／１９、２６開催（４２組）

�就職困難者にとって、最も身近な行政機関の雇用支援の必要性が明らかになってい
ることから、常設的な雇用支援機関や支援機能の整備・拡充に向け、担当職員が
今日の雇用構造の現状や今後の課題を認識すると同時に、当該地域住民のニーズ
に即した有効的な雇用施策を企画立案し、その施策を実践するコーディネート力
を持つために、労働施策担当職員を対象に、その専門性を身に着ける講座の実施。
◆「市町村における雇用支援セミナー」 １１／２８開催（２０名）

�就職困難者の雇用拡大のため、就職希望者と労使を対象にトライアル雇用の促進を
図る内容のフォーラムを開催する。またこのフォーラムを中心に県内企業労使及
び県民へ普及活動として広報活動を実施する。
◆「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラム～障害者の雇用促進を考える

１２／５開催（３００名）
◆「テレビ埼玉による特別報道番組」の放送 ９０分番組１月放送

平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

委託事業の事項

	．就職困難者のおかれて
いる、厳しい就職状況
に対応し、雇用支援制
度導入奨励金の普及啓
発活動を行うとともに、
早期就職を支援する事
業。


．長期的な視野に立ち、
労使の立場から雇用の
安定的拡大と県民のこ
ころ豊かな生き方・働
き方の環境を整備して
いく事業。

事 業 期 間

平成１９年度 地域労使就職支援事業 実績
埼玉県地域労使就職支援機構

―１８―



平成２０年度 地域労使就職支援事業 実施計画
埼玉県地域労使就職支援機構

委 託 事 業 の 内 容

１．雇用支援制度導入奨励金の普及啓発と、トライアル雇用の促進・就職へと結びつけ

る事業としてリーフレットを作成し、県内の事業主への周知や、各種セミナー・フ

ォーラム等を開催し普及啓発活動を実施する。

�県・労働局・ハローワーク・母子家庭等就業自立支援センターなどと連携を図り、
雇用支援制度導入奨励金の普及啓発活動を行うと同時に、トライアル雇用や就職へ

と結び付けていく。

◆各関係機関との連携のための協議会の開催

◆リーフレットの作成と配布

◆トライアル雇用職場の開拓及び就職面接会の実施

２．就職困難者の早期就職に向けて、支援する事業を実施する。またトライアル雇用に

ついて普及啓発活動を行う。

�若年者等の就職困難者を対象に、自己キャリア形成から、企業が重視しているコミ
ュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等のスキル習得を狙いとしたセ

ミナーを開催する。

◆「就職はじめの一歩塾」の開催 （各２日間コース）

・自己分析編（対象５０名 年２回 合計１００名）

・活動支援編（対象５０名 年１回 合計５０名）

�ニート・フリーター等の就職困難者にとって、一番身近な相談者・支援者である保
護者を対象に「保護者の役割」や「向き合いかた・対応のしかた」をテーマにセミ

ナーを開催する。

◆「若年者就職支援 保護者セミナー」の開催（対象２００名 年１回）

１．新たな就職困難者を増やさないことが埼玉県の経済発展、そして県民の豊かさ・ゆ

とりに繋がるとの観点から、長期的な視野に立った人材育成などの事業。

�進路指導担当者の指導力向上を図るために、県内公立高校の進路指導教員を対象に、
長期（１年間）民間企業就業体験教員と受け入れ経営者によるパネルディスカッシ

ョンを行うセミナーを開催する。

◆「公立高等学校進路指導者啓発セミナー」の開催（対象１５０名 年１回）

�企業や社会が求める人材像を相互に確認するとともに、自分を見つめ直し、進路選
択を適正に絞り込む機会を提供するため、県内公立高校の就職希望の生徒・保護者・

担当教員・企業経営者の４者による面談会を開催する。

◆「就職希望生徒に対する４者面談会」の開催（対象各２０組 年２回 合計４０組）

�就職困難者にとって、最も身近な行政機関の雇用支援の必要性が明らかになってい
ることから、常設的な雇用支援機関や支援機能の整備・拡充に向け、担当職員が今

日の雇用構造の現状や今後の課題を認識すると同時に、当該地域住民のニーズに即

した有効的な雇用施策を企画立案し、その施策を実践するコーディネート力を持つ

ために、労働施策担当職員を対象に、その専門性を身に着ける講座の実施。

◆「雇用支援コーディネーター養成講座」（対象１００名 年１回）

�次世代を担う子供たちが、夢を持ち自立した社会人へと進むことができるよう、子
どもたちとその廻りの大人たちに強い応援のメッセージを届ける内容のフォーラム

を開催する。またこのフォーラムを中心に県内企業労使及び県民へ普及を目的とし

て広報活動を実施する。

◆「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラムの開催（対象３００名 年１回）

◆「テレビ埼玉による特別報道番組」の放送 ６０分番組（１月）

平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

委託事業の事項

�．就職困難者のおかれて
いる、厳しい就職状況

に対応し、雇用支援制

度導入奨励金の普及啓

発活動を行うとともに、

早期就職を支援する事

業。

�．長期的な視野に立ち、
労使の立場から雇用の

安定的拡大と県民のこ

ころ豊かな生き方・働

き方の環境を整備して

いく事業。

事 業 期 間

―１９―
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第
二
一
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
」
が
三
月
一
九
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

で
、
参
加
者
・
関
係
者
を
合
わ
せ
合
計
五
七
名

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
自
身
の
働
き
方
を
あ
ら
た
め
て
ふ
り
返

る
」
場
と
し
て
、
職
場
体
験
の
事
例
発
表
や
意

見
交
換
な
ど
自
己
啓
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か

ら
の
働
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の
女
性
に

よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
個
人
ワ
ー
ク
を
は
さ

ん
で
「
グ
ル
ー
プ
で
体
験
交
流
」
と
続
く
四
部

構
成
。
第
二
一
回
目
を
迎
え
、
新
た
に
二
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
野
上
武
利
専
務
理
事
よ
り

挨
拶
。

新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
第
一
部
の
基
調

講
演
で
は
、
第
二
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子

賞
受
賞
者
で
も
あ
る
、
女
流
棋
士
の
矢
内
理
絵

子
さ
ん
よ
り「
戦
い
は
最
後
の
五
分
間
に
あ
る
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

矢
内
さ
ん
は
一
三
才
で
女
流
二
級
プ
ロ
棋
士

に
な
ら
れ
、
今
年
二
月
に
は
女
流
名
人
位
戦
三

連
覇
を
達
成
。
将
棋
と
い
う
、
男
性
が
多
く
を

占
め
る
社
会
で
の
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の
ご
経
験

を
、
そ
の
時
々
の
葛
藤
や
気
づ
き
を
交
え
て
ご

講
演
頂
い
た
。「
対
局
は
日
々
の
勉
強
を
見
て

い
た
だ
く
回
収
作
業
で
、
日
々
の
勉
強
そ
の
も

の
が
、
本
当
の
仕
事
で
あ
る
」
ま
た
「
将
棋
を

普
及
し
て
い
く
上
で
、
女
性
が
持
つ
華
や
か
さ

は
役
に
立
つ
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

極
め
て
進
ん
で
い
く
勇
気
も

大
切
」
と
い
っ
た
お
話
し
や
、

「
上
達
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
ひ
た
す
ら
実
践
し
、

そ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
本
質

を
身
に
付
け
る
こ
と
」「
願

っ
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力

し
た
こ
と
は
、
何
一
つ
無
駄

に
な
ら
ず
、
実
績
や
自
信
に

な
る
」
と
い
っ
た
将
棋
の
世

界
だ
け
で
な
く
、
企
業
で
働

く
際
に
も
共
通
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
数
多
く

発
信
し
て
頂
い
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、

三
名
の
女
性
が
、
様
々
な
立

場
か
ら
自
分
の
体
験
談
を
交

え
て
発
表
し
た
。

三
州
製
菓
�
の
板
垣
千
恵

子
さ
ん
は
『
仕
事
を
通
じ
て

成
長
す
る
』
と
題
し
て
発
表
。

再
就
職
の
際
感
じ
た
こ
と
と
し
て
「
自
分
の
棚

卸
を
し
て
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
を

知
り
、
日
々
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と
述

べ
た
。
そ
し
て
生
き
生
き
働
く
た
め
に
大
切
な

こ
と
と
と
し
て
「
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
」
と

「
人
を
思
い
や
る
心
」
を
あ
げ
、
家
族
の
大
切

さ
も
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
と
話
し
た
。
現
在

は
総
務
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
ま
た
社
内
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

初
代
委
員
長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

東
芝
�
深
谷
工
場
の
平
原
祥
子
さ
ん
は
、
女

性
二
人
目
の
技
術
者
と
し
て
入
社
し
、
映
像
管

技
術
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
開
発
の
仕
事
に
長
年
携

わ
ら
れ
た
ご
経
験
を
「
私
、
職
場
で
目
立
っ
て

い
ま
し
た
」
と
題
し
て
発
表
。「
女
性
と
い
う

だ
け
で
目
立
つ
こ
と
の
、
良
い
面
と
悪
い
面
を

共
に
受
け
入
れ
て
仕
事
に
取
組
み
、
一
つ
の
成

果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
役
割
で
あ
り
、

性
別
も
含
め
て
私
の
個
性
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
仕
事
を
円
滑
に
進
め
、
成
果
を
導
き
出

す
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
「
相
手
の

立
場
や
状
況
を
考
え
る
こ
と
」「
ど
の
様
な
成

果
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
」

「
相
手
に
信
頼
さ
れ
る
自
分
で
あ
る
よ
う
心
が

け
る
こ
と
」
を
あ
げ
た
。
昨
年
七
月
か
ら
は
環

境
保
全
の
お
仕
事
に
携
わ
ら
れ
、
資
格
取
得
や

法
律
の
勉
強
な
ど
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ

れ
て
い
る
。

�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工
場
の
武
井
直
子
さ
ん

は
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
Ｓ
Ｐ
Ｆ
表
示
製
品
を
発

売
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め

た
新
た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
、
そ
の
取
り
組

み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
「
私
の
ア
メ

リ
カ
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
発
表
。
今
年
二
月

の
発
売
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と

し
て
携
わ
っ
た
中
で
、「
様
々
な
規
制
や
基
準

を
勉
強
し
た
り
、
新
し
い
分
析
に
挑
戦
し
た
り
、

ま
た
新
た
な
視
点
や
人
脈
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
」
と
話
し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
伺
っ
た
。

共
通
の
質
問
と
し
て
「
思
い
通
り
に
い
か
ず

に
苦
労
し
た
時
、
ど
う
乗
越
え
た
か
」「
仕
事

を
通
じ
て
成
長
で
き
た
と
感
じ
た
経
験
」「
こ

れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」
な
ど
に
つ
い
て

討
議
し
、
そ
の
他
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
身
近

な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
な
ど
も
披
露
し
た
。
そ

し
て
最
後
に
、
参
加
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
。
で

も
、
肩
の
力
を
時
に
は
抜
い
た
仕
事
の
仕
方
を

し
て
ほ
し
い
（
板
垣
さ
ん
）」「
毎
日
つ
ま
ら
な

く
過
ご
し
て
い
た
ら
も
っ
た
い
な
い
。
悩
み
は

つ
き
な
い
が
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
し
て
も
最
終

的
に
一
歩
前
進
で
き
れ
ば
い
い
し
、
前
進
で
き

な
く
て
も
今
の
状
況
を
少
し
で
も
良
く
し
て
い

こ
う
と
日
々
過
ご
す
こ
と
が
、
い
つ
か
何
か
の

糧
に
な
る
（
平
原
さ
ん
）」「
頑
張
る
だ
け
で
は

な
く
て
、
周
り
の
人
と
助
け
合
い
な
が
ら
働
け

る
よ
う
な
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
一
番
大
切

（
武
井
さ
ん
）」と
述
べ
た
。

続
い
て
初
め
て
取
り
入
れ
た「
個
人
ワ
ー
ク
」

で
は
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
現
在
の
自
分
の

性
格
・
行
動
傾
向
を
把
握
し
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
一
つ
の
材
料
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

最
後
の
第
四
部
で
は
、
参
加
者
が
六
、
七
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
体

験
を
も
と
に
意
見
交
換
を
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
�

両
立
支
援
制
度
と
い
っ
た
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
�
自
分
の
気
持
ち
の
持
ち
方
�
正
当
な
評

価
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
報
酬
な
の
で
は
」
と
い

第第２２１１回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

生き生き働くためのヒントを探る
基調講演など新たなプログラムでスタート
女
流
棋
士
で
、
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
受
賞
者
で

も
あ
る
矢
内
理
絵
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
。

―２０―
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っ
た
意
見
が
出
た
り
、
育
児
休
暇
と
い
っ
た
制

度
等
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
を
交
換
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
か
ら

「
も
っ
と
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち
、
仕

事
を
通
じ
て
成
長
し
た
い
と
思
っ
た
」「
参
加

し
た
こ
と
で
、
明
日
か
ら
の
目
標
が
出
来
た
」

「
他
社
の
方
と
の
交
流
は
、
参
考
に
な
る
こ
と

や
勉
強
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
自

分
の
会
社
・
仕
事
・
働
き
方
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
、
自
身
の
働
き
方
を

見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
生
き
生
き
働
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
っ
た

よ
う
だ
。

基基
調調
講講
演演

「
戦
い
は
最
後
の
五
分
間
に
あ
る
」

女
流
棋
士
（
第
二
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟

子
賞
受
賞
者
）

矢
内
理
絵
子
様

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�
「
仕
事
を
通
じ
て
成
長
す
る
」

三
州
製
菓
�
総
務
部

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

板
垣
千
恵
子
様

�
「
私
、
職
場
で
目
立
っ
て
い
ま
し
た
」

�
東
芝
深
谷
工
場

環
境
・
施
設
管
理
部

環
境
・
保
全
担
当
主
務

平
原

祥
子
様

�
「
私
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
挑
戦
」

�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工
場

品
質
管
理
課

武
井

直
子
様

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

星
�
恵
美
子

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
�
ア
ル

ビ
オ
ン
熊
谷
工
場
�
、
エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工
場

�
、
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
�
、
金
子
農

機
�
�
、
�
亀
屋
�
、
川
口
信
用
金
庫
�
、
�

関
東
日
立
�
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
�
�
、
独

立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
�
、
�
コ
ー

セ
ー
�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
狭
山
精
密
工
業
�

�
、
三
州
製
菓
�
�
、
昭
和
工
業
�
�
、
大
東

ガ
ス
�
�
、
�
太
洋
社
印
刷
所
�
、
�
多
賀
製

作
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
�
東
芝
深
谷
工
場

�
、
内
藤
環
境
管
理
�
�
、
日
本
鋳
鉄
管
�
�
、

日
本
ワ
イ
パ
ブ
レ
ー
ド
�
�
、
�
パ
レ
ス
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
�
飯
能
生
コ
ン
工
業
�
、

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
、
�
ビ

ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー

サ
ー
ビ
ス
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
�
、
武

州
ガ
ス
�
�
、
武
州
産
業
�
�
、
本
田
技
研
工

業
�
�
、
前
澤
化
成
工
業
�
�
、
�
メ
デ
カ
ジ

ャ
パ
ン
�
、
�
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｋ
ｏ
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
五
三
名
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
で
、
七
三
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
野
上
武
利
専
務
理
事
よ
り

挨
拶
。

続
い
て
「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題

し
て
フ
ジ
ノ
ン
�
取
締
役
総
務
部
長
鳥
羽
山
伸

夫
氏
に
よ
る
基
調
講
演
。

鳥
羽
山
氏
か
ら
は
事
業
の
ご
紹
介
と
と
も
に

「
若
い
と
き
に
体
当
た
り
で
仕
事
に
取
組
む
」

「
職
場
異
動
は
勉
強
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
っ
た

体
験
談
に
基
づ
い
た
お
話
を
頂
い
た
。
そ
し
て

最
後
に
企
業
が
今
、
求
め
て
い
る
人
間
と
し
て

「
エ
ン
ジ
ン
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
持
っ
て
い
る

人
間
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
で

き
る
人
間
」
と
い
う
点
を
挙
げ
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
人
生
活
の
指
針
と
な
る
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
い
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講

師
・
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
河
合
か
ほ
る
氏

に
よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら
社
会
人

へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
」「
職
場

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発

と
自
己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
対
応
し
、
ま
た
、
一
日
も

早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

�
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
�
、
Ｍ

Ｃ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
�
�
、
�
関
東
日
立
	
、
共

和
真
空
技
術
�


、
�
久
保
田
製
作
所
藤
岡
工

場
�
、
�
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
	
、
埼
玉

配
電
工
事
�
�
、
サ
イ
デ
ン
化
学
�
�
、
サ
ー

パ
ス
工
業
�
�
、
積
水
武
蔵
加
工
�


、
日
本

電
波
工
業
�
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
�
、
武
州
ガ

ス
�
�
、
も
し
も
ん
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
七
三
名
。

鳥
羽
山
氏（
フ
ジ
ノ
ン

）が
基
調
講
演

新
入
社
員
研
修
に
７３
名
が
参
加

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」
で
は
訪

問
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

三
人
三
様
の
体
験
談
が
語
ら
れ
た
事
例

発
表
。

「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を

ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
会
社
・
仕
事
・
働
き
方
を
見
つ
め
直

す
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
い
う
グ
ル

ー
プ
で
体
験
交
流
。

「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
す
る
フ
ジ
ノ
ン
�
鳥
羽

山
伸
夫
氏
。

―２１―
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�
シ
ェ
リ
エ
が
新
た
な
挑
戦
と
し

て
今
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

「
花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
」（
写
真
）
は
、

道
の
駅
は
な
ぞ
の
に
隣
接
し
、
五
、

八
〇
二
坪
の
敷
地
に
欧
風
の
閑
静
な

シ
ャ
ト
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
建
物

と
、
本
格
的
洋
風
庭
園
を
融
合
さ
せ
、

ス
イ
ー
ツ
の
館
と
し
て
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。
オ
ー
プ
ン
以
来
地
元
お
よ

び
近
県
か
ら
の
来
場
者
は
予
想
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
。

花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
ゆ
っ
た
り
、

の
ん
び
り
、
非
日
常
空
間
を
お
客
様

に
提
供
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
お
り
、
店
舗
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
、
そ
し
て
欧
風
庭

園
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
ま
で
す
べ
て

が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
造
ら
れ
て
お
り
、

絵
画
や
椅
子
な
ど
の
調
度
品
を
は
じ

め
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら

れ
る
。
全
体
の
テ
ー
マ
は
薔
薇
で
、

店
名
の
ロ
ゴ
、
館
内
七
店
舗
ほ
と
ん

ど
の
名
称
や
包
装
紙
ま
で
薔
薇
を
使

用
し
て
い
る
。
初
夏
に
は
庭
園
内
の

薔
薇
が
咲
き
誇
る
と
い
う
。
取
材
に

応
じ
た
�
橋
博
社
長
（
写
真
）
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た
折
、
風
景

や
街
並
、
美
術
な
ど
に
感
動
し
、
洋

菓
子
文
化
と
西
洋
の
エ
ス
プ
リ
を
提

供
し
た
い
と
い
う
夢
を
花
園
フ
ォ
レ

ス
ト
に
注
ぎ
込
ん
だ
。

ま
た
、
地
場
産
の
農
産
物
を
利
用

し
た
新
た
な
商
品
を
開
発
（
地
産
地

消
）
し
た
り
、
開
業
の
た
め
の
新
規

雇
用
一
〇
〇
名
以
上
を
深
谷
や
寄
居

な
ど
か
ら
地
元
採
用
を
行
う
な
ど
、

地
域
社
会
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
特
化
し
、
専

業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
シ
ェ
リ
エ
は
昭

和
六
十
一
年
、
東
京
都
足
立
区
で
創

業
し
た
。
�
橋
社
長
と
従
業
員
四
名

の
五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
美

味
し
さ
や
品
質
な
ど
が
評
判
と
な
り
、

有
名
ホ
テ
ル
と
の
取
引
き
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
洋

菓
子
店
な
ど
と
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
契
約
、
コ

ン
ビ
ニ
と
の
取
引
き
な
ど
に
よ
り
商

品
ア
イ
テ
ム
も
増
や
し
な
が
ら
順
調

に
売
上
げ
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
間
、

旧
児
玉
郡
児
玉
町
に
本
社
・
工
場
を

移
転
・
拡
充
さ
せ
、
現
在
は
二
つ
の

工
場
と
物
流
セ
ン
タ
ー
、
小
売
店
な

ど
を
有
し
て
い
る
。

�
橋
社
長
は
、「
地
域
に
溶
け
込

み
地
域
の
発
展
と
社
員
の
幸
せ
を
共

有
で
き
る
企
業
を
目
指
し
、
進
化
を

続
け
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
信
頼
の
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
ら
れ
た
。
今
後
の
課
題
は
、

花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
を
軌
道
に
乗
せ
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
磨
き
上
げ
る

こ
と
。
さ
ら
に
シ
ェ
リ
エ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
お
客
様
、
会
社
、
社
員
が

喜
び
を
共
有
す
る
「
感
動
創
造
型
企

業
」
を
目
指
し
て
い
く
。

日
本
カ
ッ
ト
コ
ア
ー
ト
ラ
ン
ス

は
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
、

先
代
創
業
社
長
の
故
赤
津
誠
道
氏

（
平
成
一
一
年
逝
去
）
に
よ
り
東

誠
工
業
所
を
前
身
と
し
、
東
京

板
橋
で
製
造
を
開
始
し
た
。
同
氏

は
日
立
製
作
所
、
同
研
究
所
で
け

い
素
鋼
板
の
被
膜
及
び
製
造
に
関

す
る
研
究
に
携
わ
り
、
発
展
す
る

電
力
需
要
、
電
子
機
器
の
小
型
・

軽
量
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

独
立
、
け
い
素
鋼
を
使
用
し
た
巻

鉄
心
を
製
造
、
こ
の
研
究
成
果
に

よ
り
工
学
博
士
を
取
得
、
製
品
も

特
許
を
得
て
研
究
・
開
発
に
努
め

ら
れ
、四
四
年
に
現
在
地
に
本
社
・

工
場
を
一
本
化
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

で
は
一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い

カ
ッ
ト
コ
ア
ー
と
は
何
か
と
い
う

と
、
ト
ラ
ン
ス
の
中
の
芯
が
コ
ア

ー
で
、
昔
は
プ
レ
ス
で
鉄
を
抜
い

て
作
っ
て
い
た
が
、
前
記
の
よ
う

に
赤
津
氏
が
薄
い
磁
性
材
料
を
巻

い
て
作
る
技
術
を
開
発
し
、
小
型

化
、
軽
量
化
、
多
品
種
少
量
品
や

特
殊
な
コ
ア
ー
に
も
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

同
社
で
は
今
も
国
内
に
は
数
少
な

い
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
更
に
研

究
・
開
発
を
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
技
術
は
音
響
用
ア
ン
プ
、

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
太
陽
光

発
電
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
地
下
鉄

の
絶
縁
ト
ラ
ン
ス
な
ど
多
く
の
各

種
電
子
機
器
に
活
用
さ
れ
、
我
々

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
な
が
ら
、

目
に
は
と
ま
ら
な
い
も
の
の
、
核

心
部
分
に
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

二
代
目
と
な
る
社
長
の
赤
津
矩

之
氏
は
先
代
の
ご
長
男
で
、
昭
和

四
七
年
に
入
社
、
平
成
八
年
に
現

職
に
就
任
さ
れ
「
独
自
の
研
究
開

発
に
よ
り
、
品
質
向
上
、
コ
ア
ー

の
小
型
・
軽
量
化
、
性
能
ア
ッ
プ

な
ど
に
努
め
、
特
殊
、
特
注
品
へ

の
対
応
力
を
高
め
、
社
訓
の
注
意
、

誠
実
、
技
術
、
を
更
に
実
践
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
高
度
な
よ
い
製

品
を
世
に
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

なな話話題題 北北 西西 南南 中中

北
部

�
シ
ェ
リ
エ

地
域
に
密
着
し
、
感
動

創
造
型
企
業
を
目
指
す

西
部
日
本
カ
ッ
ト
コ
ア
ー

ト
ラ
ン
ス
�

巻
鉄
心
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し

て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

DATA
会 社 名：株式会社シェリエ
所 在 地：本社・秋山工場：本庄市児玉町秋山２６８３‐１
電 話：０４９５‐７２‐０６３３
代 表 者：代表取締役 �橋 博
資 本 金：３，０００万円
年 商：４６億円（１８年度）
従業員数：２７０名
業務内容：バウムクーヘン各種、クッキー、タルト、

ダックワーズ、半生系洋菓子各種、パイ製
品各種

◇関連会社：花園フォレスト（�フォレスト）深谷市
小前田４１７

DATA
会 社 名：日本カットコアートランス�
本 社：〒３５０‐０２０６ 坂戸市中小坂９５４
電 話：０４９‐２８１‐１１２２�
Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２８４‐３６３８
代 表 者：代表取締役 赤津 矩之
設 立：昭和３２年（１９５７）３月
資 本 金：１０（百万円）
従業員数：２８名
主な事業内容：各種電源用変圧器（トランス及びリアウトル）

用カットコアー、アモルファスコアー、トロ
イダルコアー他

Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.nihon-cutcore.co.jp

花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
内

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
コ
ー
ナ
ー

花
園
フ
ォ
レ
ス
ト

坂
戸
市
中
小
坂
の
本
社
・
工
場

同
社
の
製
品
の
一
部

右
が
ト
ロ
イ
ダ
ル
コ
ア
ー
、
左

上
が
カ
ッ
ト
コ
ア
ー
、
中
が
三

相
電
源
用
巻
鉄
心

�橋博社長

赤津矩之社長
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堀
川
産
業
株
式
会
社
は
埼
玉
県

を
中
心
に
東
京
、
千
葉
、
栃
木
、

茨
木
、
群
馬
、
神
奈
川
、
長
野
の

一
都
七
県
に
五
十
を
超
え
る
事
業

拠
点
を
持
ち
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
簡
易

ガ
ス
事
業
、
各
種
石
油
製
品
を
販

売
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
商
社
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
で

の
収
益
性
は
、
埼
玉
県
一
位
、
全

国
で
も
十
位
以
内
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
沿
革
は
、
４８
年
、
薪
炭
の

登
録
販
売
制
に
よ
り
、
埼
玉
県
草

加
市
に
お
い
て
登
録
を
得
て
、
燃

料
登
録
販
売
店
堀
川
商
店
を
創
業

開
店
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
創
業

者
堀
川
吉
蔵
氏
は
何
と
警
察
署
長

か
ら
こ
の
業
界
に
転
身
し
、
創
業

当
初
は
夫
婦
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
っ

張
り
、
商
い
を
し
、
大
変
な
苦
労

で
あ
っ
た
と
か
。
し
か
し
、
先
見

の
明
が
あ
り
、
５３
年
に
は
早
く
も

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
を
開
始
し
、
６１

年
草
加
市
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
工
場

を
開
設
。
さ
ら
に
、
翌
年
に
は
、

長
野
県
の
千
曲
市
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充

填
工
場
と
営
業
所
を
開
設
し
県
外

に
飛
躍
し
た
。
ま
た
、
６６
年
に
は
、

当
社
の
売
上
高
構
成
比
率
三
十
一

％
を
占
め
て
い
る
石
油
製
品
販
売

の
礎
と
な
る
自
動
車
燃
料
の
販
売

を
開
始
し
、
幸
手
市
、
柏
市
、
川

口
市
、
八
潮
市
に
営
業
所
を
開
設

し
た
。

７３
年
に
は
、
現
在
、
供
給
地
点

群
百
七
ヵ
所
・
供
給
地
点
数
四
万

五
千
戸
余
を
誇
り
、
全
国
有
数
の

実
績
の
あ
る
簡
易
ガ
ス
事
業
の
拡

大
を
図
り
、
雀
宮
針
ヶ
谷
住
宅
地

他
へ
簡
易
ガ
ス
の
供
給
を
開
始
し

た
。ま

た
、
７８
年
に
は
、
創
業
者
堀

川
会
長
が
勲
五
等
を
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
奈
良
県
に
系
列
子
会
社

阪
奈
堀
川
ガ
ス
�
を
設
立
、
次
々

に
県
外
に
進
出
し
、
００
年
に
は
、

福
島
県
に
系
列
子
会
社
福
島
堀
川

ガ
ス
販
売
�
を
設
立
し
、
業
容
・

業
績
を
拡
大
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
支
え
る
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
は
、
社
員
は
最
大
の
財
産
で

あ
り
、
人
材
育
成
こ
そ
最
重
点
目

標
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る

能
力
開
発
と
、
活
力
あ
る
社
風
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
新
入
社
員
研
修
、

各
種
国
家
資
格
取
得
研
修
、
商
品

技
術
研
修
、
中
堅
社
員
研
修
、
管

理
者
研
修
な
ど
の
社
内
研
修
制
度

に
も
表
れ
て
い
る
。

当
社
は
、
ガ
ス
・
石
油
・
住
宅

関
連
事
業
の
三
本
柱
を
中
核
に
す

え
、
更
な
る
発
展
を
期
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
の
戦
略
の
一
つ
と

し
て
、
燃
料
電
池
施
設
を
数
ヶ
所

に
設
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を

見
据
え
て
い
る
。

「
岩
槻
人
形
の
起
こ
り
は
、
日

光
東
照
宮
の
造
営
や
修
理
に
携
わ

っ
た
工
匠
が
、
岩
槻
の
良
質
な
桐

の
粉
（
人
形
の
頭
の
材
料
）
と
人

形
の
顔
に
塗
る
胡
粉
に
塗
料
を
溶

く
の
に
適
し
た
水
に
注
目
し
た
の

が
始
ま
り
」
と
語
る
戸
塚
隆
社
長
。

京
の
仏
師
惠
信
が
日
光
の
帰
り
に

病
を
患
い
、
そ
の
折
治
療
に
あ
た

っ
た
の
が
、
時
の
岩
槻
藩
医
の
戸

塚
某
で
、
病
が
癒
え
た
お
礼
に
人

形
作
り
を
教
え
、
以
来
戸
塚
家
が

代
々
受
け
継
い
だ
。嘉
永
年
間（
篤

姫
が
家
定
の
正
室
に
な
る
頃
）、

戸
塚
隆
軒
が
制
作
し
た
人
形
を
藩

主
に
献
上
、
こ
れ
を
見
た
た
藩
主

は
「
東
国
に
お
け
る
人
形
作
り
の

王
で
あ
れ
」
と
褒
め
た
た
え
、「
東

玉
」
の
号
を
賜
っ
た
と
い
う
。

時
代
は
変
わ
り
現
在
の
岩
槻
人

形
は
、
経
済
産
業
省
か
ら
「
伝
統

的
工
芸
品
」
と
し
て
昨
年
三
月
に

指
定
を
受
け
た
。
こ
れ
は
、
昭
和

五
十
三
年
の
「
江
戸
木
目
込
人

形
」（
衣
装
の
生
地
を
木
の
切
れ

目
に
は
さ
み
込
ん
で
つ
く
る
人

形
）、
春
日
部
の
「
桐
タ
ン
ス
」、

に
続
く
埼
玉
県
で
三
つ
目
、
岩
槻

で
は
二
つ
目
の
指
定
。
ま
た
、
一

昨
年
四
月
に
始
ま
っ
た
同
省
の

「
地
域
団
体
商
標
」
で
も
、
県
下

第
一
号
と
し
て
指
定
さ
れ
た
（
埼

玉
で
は
他
に
、
江
戸
木
目
込
人
形
、

草
加
せ
ん
べ
い
が
指
定
）」。

平
安
の
昔
、
子
供
や
人
々
の
幸

せ
を
願
う
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
人

形
を
こ
の
地
で
受
け
継
い
だ
岩
槻

も
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
影
響

を
真
っ
先
に
受
け
た
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ
た
商

品
創
り
で
、
人
形
生
産
高
日
本
一

を
誇
る
。
戸
塚
社
長
は
「
岩
槻
人

形
協
同
組
合
」
の
理
事
長
と
し
て

も
伝
統
の
継
承
と
発
展
に
全
力
を

注
い
で
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
太
田
道
灌
に
引
き
つ
ら
れ

た
、
岩
槻
と
川
越
の
職
人
が
江
戸

を
造
っ
た
と
伝
わ
る
。
川
越
は
年

間
五
百
五
十
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
が
、
岩
槻
も
自
然
溢
れ
る
城

下
町
、
そ
し
て
人
形
の
町
と
し
て
、

観
光
の
面
で
も
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
」。尊敬

す
る
人
は
と
の
問
い
に
、

澁
澤
栄
一
と
即
座
に
語
る
。「『
論

語
と
そ
ろ
ば
ん
』
は
勿
論
で
す
が
、

実
は
人
形
で
も
ゆ
か
り
の
方
な
ん

で
す
よ
。
昭
和
二
年
の
日
米
関
係

が
悪
化
し
て
い
た
頃
、
ア
メ
リ
カ

の
宣
教
師
で
親
日
家
の
シ
ド
ニ

ー
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
日
米
親
善

を
は
か
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
か
の

『
青
い
目
の
人
形
』
で
も
、
氏
は

受
け
入
れ
の
橋
渡
し
役
を
さ
れ
ま

し
た
。
一
万
三
千
体
近
い
人
形
の

答
礼
に
氏
と
全
国
の
子
供
達
は
市

松
人
形
を
贈
り
ま
し
た
」。

岩
槻
人
形
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
家
柄
だ
が
、も
と
も
と
は
江
戸
・

明
治
と
二
代
に
亘
る
医
者
の
家
系
。

現
社
長
の
長
男
、
七
代
目
が
こ
の

意
思
を
継
ぎ
、
百
年
ぶ
り
に
、
戸

塚
家
に
医
師
が
誕
生
し
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部

堀
川
産
業
�

ガ
ス
・
石
油
・
住
宅
関
連
事

業
を
柱
に
人
材
育
成
に
注
力

中
部

�
東
玉

献
上
の
人
形
見
て
藩
主
が

感
動
し「
東
玉
」の
号
賜
る

DATA
会 社 名：�東玉
創 業：嘉永５年
主な事業：ひな人形、五月人形、日本人形、

羽子板、破魔弓の企画・製作及
び販売

住 所：�いたま市岩槻区本町３‐２‐３２
電 話：０４８‐７５６‐１１１１
資 本 金：５，０００万円
従 業 員：４９人

DATA
会 社 名：堀川産業�
本 社：草加市住吉１‐１３‐１０
代 表 者：代表取締役社長 堀川勲夫
創 業：昭和２３年
事業内容：LPガス・石油製品・住宅設備

機器の販売
資 本 金：６億５００万円
電 話：本社０４８‐９２５‐１１４１
Ｕ Ｒ Ｌ：
http : //www.horikawasangyo.co.jp

堀
川
産
業
�
本
社

簡
易
ガ
ス
事
業

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

戸塚隆社長
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１．単層グラフェンを用
いた、新しい透明導電
性材料の開発（ITO代
替材料）
２．単層グラフェンを利
用した電界効果トラン
ジスタの開発（シリコ
ンを上回る高移動度素
子）

上野 啓司
（うえの けいじ）
昭和６２年３月 東京大学
理学部化学科 卒業
平成元年３月 東京大学
大学院理学系研究科化
学専攻 修士課程修了
平成２年３月 同博士課
程 中途退学
平成５年４月 博士（理
学）取得

平成２年４月 東京大学
理学部 助手
平成１４年１０月 埼玉大学
理学部 助教授
平成１９年４月 埼玉大学
大学院理工学研究科
准教授

グラファイトは常圧で最も安定な
炭素の同素体で、炭素原子が蜂の巣

状に結合した平面シートが、弱いファンデルワールス
力を介して積層した層状構造を持ちます。このためグ
ラファイトは層に沿って簡単に剥がすことができ、究
極に薄い、炭素１原子の厚さの層のことを「グラフェ
ン」と呼びます（図１参照）。グラファイト結晶は黒
色で光を通しませんが、単層化したグラフェンは、可
視光から近赤外の波長領域でほぼ透明です。さらに、
原子１層と非常に薄いにもかかわらず、その層内での
電気伝導度が非常に高いことが知られています。近年、
グラファイトを粘着テープで機械的に剥がし、絶縁性
の基板上に単層グラフェンの薄膜を移し取り、さらに
電極を接続してその電気電子物性を測定する手法が開
発され、さまざまな興味深い物性が報告されています。
また、グラフェンの高い電気伝導度や電荷移動度を利
用して、新しい電子デバイスを作製しようとする研究
も世界中で始められています。
私の研究では、この単層グラフェンを作製する方法
として、機械的な剥離法ではなく、化学的処理による
手法の開発を目指しています。まずグラファイトの粉
末を過マンガン酸カリウムなどの酸化剤によって酸化
して酸化グラファイトとし、これを水中に分散させて
超音波を加えると、単層に剥離した酸化グラフェンを
得ることができます。この酸化グラフェン粉末は水に

溶け、ガラス基板上に塗布することで酸化グラフェン
薄膜を形成することができます。この酸化グラフェン
薄膜は電気をあまり流しませんが、何らかの手法で還
元することにより、導電性が回復します。
還元法として、まずヒドラジン一水和物の蒸気に酸
化グラフェン薄膜を曝したところ、黄色薄膜が透明に
変化し、２０S／�程度の電気伝導度を持つ薄膜が得ら
れました。また、酸化グラフェン薄膜を真空下で１１００
℃に加熱したところ、約２０００S／�という高い電気伝
導度と、可視光領域で約８０％の透過率を持つ薄膜が得
られました。この電気伝導度は、現在透明電極として
用いられている酸化インジウムスズ（ITO）の値の数分
の１に達しています。ITOは資源が限られるため代替
材料の開発が活発に進められていますが、透明グラフ
ェン薄膜はその候補となりうる物質です。現在、さらに

電気伝導度を向上させ
る研究と、グラフェン
を電界効果トランジス
タのような電子素子の
材料として用いるため
の研究を進めています。

１．溶融金属形状のセン
シングと制御システム
の開発
２．熟練技能者の知識を
利用した新たな溶接法
の開発
３．マルチロボット環境
下における溶接作業の
最適分配システムの開
発

金子 裕良
（かねこ やすよし）
１９８８年 埼玉大学 工学
部 電気工学科 卒業

１９９０年 同大学院 修士
課程修了

１９９０年 新日本製鐵株式
会社 入社

１９９１年 埼玉大学 工学
部 助手

１９９５年 埼玉大学 総合
情報処理センター 講
師

１９９８年 埼玉大学 工学
部 講師

２００８年 埼玉大学大学院
理工学研究科 准教授

溶接分野では、近年熟練技術者の
高齢化や後継者不足の問題に加えて、

国際的競争力を維持するために更なる高品質化や低コ
スト化が求められています。このため、熟練技能者の
知識と経験を活用して溶接ロボットを知能化する研究
開発が盛んに行われております。本研究室でも長年こ
の課題に取り組み、特に軟鋼板の突合せ溶接用のガス
メタルアーク（GMA）溶接ロボットの知能化の研究
を行ってきました。薄板突合せ溶接では片面からの溶
接で溶接面裏側まで溶込みを得られる裏波ビード溶接
の自動化について研究を進めています。製品の軽量化
や溶接後の後処理をなくすためには裏当材などが無い
溶接は必要であり、突合せのギャップやアーク長変動
などの外乱にかかわらす安定な裏波ビ
ードが得られるように、溶接電流、電
圧や溶接速度などを制御することは重
要な課題でした。本研究室では、CCD
カメラを用いて溶接中の溶融金属（溶
融池）の表面形状（図１）をセンシン
グし、このデータと溶接電流、電圧や
溶接速度などから裏波ビード形状に影
響を及ぼす溶込み深さ（溶融池の深
さ）をオンライン推定し、これを制御
するシステムを構築しました。溶融池
の現象は複雑で非線形な系となるため、

溶込み深さの推定、制御には知的情報処理・制御の手
法であるニューラルネットワークやファジィ制御など
を用い精度の高いシステムが構築できています。また
溶接品質を更に向上させるため、熟練技術者の手の動
きを参考に溶接トーチを溶接進行方向の前後に揺動す
るスイッチバック溶接法（図２）を開発し、溶接ロボ
ットのトーチの動きに同期した溶接電源特性の改良や
揺動方法の最適化、溶接速度の高速化など、その実用
化に向けた研究を現在進めています。この他、複数台
の溶接ロボットが作業するマルチロボット環境下で、
製品各部の入熱・冷却時間など溶接変形を考慮した溶
接作業分担を最適化プログラミング手法を用いて最適
化するシステムの開発なども行っています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

単層グラフェンを用いた透明電極・電子素子の開発
大学院理工学研究科 物質科学部門 上 野 啓 司 准教授

知的情報処理・制御の技術を用いた知能溶接ロボットの開発
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 金 子 裕 良 准教授

図１ グラファイトの
結晶構造

図２ スイッチバック溶接の
ビード外観

（a）溶接面のビード外観

（b）裏波ビードの外観

（http : //surface-www.chem.saitama-u.ac.jp/）

図１ 溶融池表面形状の画像
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ものつくり大学は、開設当初から実学融合教育を標榜し
中小企業を意識した大学であったことから、産学連携を進
めるに当たっても、これを踏襲してきました。大学の地域
への貢献は教育と研究であり、教育では戦力となる人材を
育てること、研究では価値ある創造を生み出すことであろ
うと思います。
本学では次の２点を基本指針として技術面での地域産業

界との産学連携事業に当たっています。
第一に、生産現場のシーズに着目し、そこを視点として

企業側と種々の検討を重ね、研究開発や生産性の向上を進
めます。この方式は企業側にとっては自宅の庭の話であり、
進めようとする方向や内容が具体的に理解しやすく、その
後企業に発生する種々の負担も見えやすく、企業にとって
は産学連携を受入れ易くなります。
第二に、産学連携を始める初期の段階から、企業側技術

者と大学側教員による話し合いを進め、問題点やイノベー

ション化について専門的な意思の疎通を図ります。
このことにより両者の問題点把握状況、周辺事情との関

連、教員の専門性と企業の求める核心とのマッチング可否
の判断等の相互理解が容易で、産学間にわだかまる技術的
問題の解決を効率的に進めることができます。
本学が産学連携で対象としている技術は、通り過ぎた技

術ではあるが解決されていない実に中小企業がたくさん抱
えている問題も積極的に取上げています。いったいどうや
って研究すればいいのか手がかりが難しく、これまで積極
的に研究テーマとして取上げられず放置されがちになって
いた問題などにも光を当てています。例えば鋳物における
巣の発生や切断におけるバリの問題等もその範疇です。更
に、産学連携に参加した教員が、社会のニーズと生産現場
がもつ真の求めを理解吸収し、結果を大学教育にフィード
バックしてゆくといった産学連携のメリットも活かしてお
ります。

近年、建築分野では超高層集合住宅をはじめとした高強
度コンクリート（日本建築学会の定義では３６N／�を超え
るコンクリートのこと）の適用事例が急激に増加しつつあ
ります。高強度コンクリートは、ここ１５年間程度で急速に
開発された技術であり、現在では１５０N／�を超える超高強
度コンクリートも実用化されています。
高強度コンクリートでは、圧縮強度を発現させるために

単位セメント量が過多になります。このことにより、フレ
ッシュコンクリート（まだ固まらない状態にあるコンクリ
ートのこと）の粘性が過大となり、コンクリートの運搬（ポ
ンプ圧送など）および打込みなどの施工性が従来のコンク
リートに比べて著しく劣る場合があり、この施工性の向上
が課題の一つとなっています。また、構造体コンクリート
（柱、梁、壁など）の圧縮強度発現性を確認する代表的な
方法には、実際の構造体から供試体（コア供試体）を採取
して確認する方法があります。しかし、普通強度のコンク

リートを対象としたコア採取の技術は確立されているもの
の、高強度コンクリートを対象とした知見は不足している
のが現状であり、これも高強度コンクリートの普及におけ
る課題といえます。
こうした背景を受けて、施工性改善の技術として高強度

コンクリートのポンプ圧送性の改善、ならびにコア採取技
術に関する研究を主柱として活動しています。特に、高強
度コンクリートを使用する場合には、建築基準法の規定に
よって国土交通大臣の材料認定を受ける必要があり、これ
の確認実験として１�角の模擬部材からのコア採取による
圧縮強度の確認が必要となります。これまで県下の生コン
工場に対して大臣認定取得のために技術指導を行ってきま
した。
今後、高強度コンクリートの更なる需要拡大に向けて、

圧縮強度の確保だけでなく施工性などの周辺技術の開発が
望まれます。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ものつくり大学における産学連携
ものつくり研究情報センター 尾 藤 俊 和 主幹

尾藤俊和（びとう としかず）職業能力開発大学校卒業、雇用促進事業団に採用され、職業能力開発大学校調査研究部主査、高
知雇用促進センター所長、島根職業能力開発大学校校長等を歴任し、２００１年から現職に就任。寄稿「型技術―産学連携」「実践
技術―技術技能の発展の原点」（他）（連絡先：０４８‐５６４‐３８８０）

高強度コンクリートの施工性の更なる改善を
建設技能工芸学科 大 塚 秀 三 助教

大塚秀三（おおつか しゅうぞう）助教、修士（工学）、川口通正建築研究所を経て、日本大学大学院建築学専攻博士前期課程
修了、２００７年４月からものつくり大学助教、現在に至る。日本建築学会、日本コンクリート工学協会、日本建築仕上げ学会、廃
棄物学会会員（連絡先：０４８‐５６４‐３８４９／otsuka@iot.ac.jp）

―２５―
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県
内
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

昨
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
企
業
収

益
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
先
行
き
の
不
透
明
感
を

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
環
境
に
つ
い
て

も
改
善
の
動
き
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
産
業
労
働
行

政
の
指
針
と
な
る
「
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用

ア
ッ
プ
戦
略
」
に
基
づ
き
、
次
の
八
つ
の
柱
に

よ
り
施
策
を
展
開
し
、真
に
必
要
な
産
業
施
策
・

労
働
施
策
に
財
源
を
配
分
し
ま
し
た
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
２０
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

１

産
業
競
争
力
の
強
化

�
安
心
埼
玉
を
支
え
る
新
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
（
二
五
、

三
〇
〇
）

環
境
産
業
、健
康
・

医
療
産
業
、
福
祉
産

業
な
ど
安
心
埼
玉
を

支
え
る
新
た
な
産
業

の
創
造
を
図
る
。

�
�
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ

Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
�
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
・
支
援
事

業（
一
二
、〇
八
二
）

埼
玉
を
代
表
す
る
産
業
集
積

等
を
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
埼

玉
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

を
図
る
。

２

中
小
企
業
の
事
業
革
新
と

経
営
安
定
の
た
め
の
支
援

�
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北

部
研
究
所
機
能
強
化
事
業

（
五
七
、六
八
七
）

圏
央
道
周
辺
や
県
北
部
の
産
業
集
積
に
対
応

し
、
北
部
研
究
所
に
機
械
・
金
属
系
の
技
術
支

援
機
能
を
付
加
し
、
産
業
技
術
力
を
強
化
す
る

と
と
も
に
企
業
連
携
・
交
流
に
よ
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
を
図
る
。

�
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
三
、○
〇
〇
、二
六
一
）

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
行
う
経
営
指
導
や

創
業
・
経
営
革
新
支
援
事
業
な
ど
へ
の
助
成
を

通
じ
て
、
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
。

�
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
三
、七
八
九
、八
一
〇
）

中
小
企
業
の
金
融
支
援
に
万
全
を
期
す
る
た

め
、
新
た
に
借
換
資
金
五
〇
〇
億
円
を
用
意
す

る
と
と
も
に
総
融
資
枠
を
二
○
○
億
円
増
額
し
、

融
資
枠
四
、
二
○
○
億
円
を
確
保
。

３

商
店
街
の
活
性
化

�
商
店
街
等
育
成
指
導
事
業

（
五
、八
八
八
）

元
気
で
他
の
商
店
街
の
参
考
に
な
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
商
店
街
「
黒
お
び
商
店
街
」
を
育

成
す
る
。

４

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
！

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
誘
客

推
進
事
業

（
四
、八
九
八
）

国
、
他
都
県
、
市
町
村
、
旅
行
業
者
等
と
連

携
し
、
外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
商
品
の
造
成
な
ど

に
よ
り
県
内
へ
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
。

�
水
辺
の
魅
力
創
出
・
発
信
事
業（
一
、九
一
八
）

「
川
の
国

埼
玉
」
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
利
根
川
や
荒
川
な
ど
の
大
小
河
川
や
農
業

用
水
路
な
ど
水
辺
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

５

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

�
ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業

（
一
〇
、五
〇
七
）

県
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
資
金
調
達
や
販

路
拡
大
、
成
長
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
で
県
内

産
業
の
振
興
を
図
る
。

６

企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

�
圏
央
道
周
辺
地
域
企
業
立
地
促
進
事
業

（
三
、〇
四
〇
）

圏
央
道
周
辺
地
域
に
お
け
る
自
動
車
関
連
産

業
、
食
料
品
製
造
業
及
び
流
通
加
工
業
の
集
積

を
推
進
す
る
た
め
、
立
地
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
。

�
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
一
、九
一
六
、五
二
〇
）

川
越
市
に
地
域
の
特
色
や
資
源
を
生
か
し
た

産
業
の
振
興
や
、
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流
を

促
進
す
る
た
め
の
複
合
拠
点
施
設
を
整
備
す
る

た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
選
定
等
を
行
う
。

�
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備
事

業
費

（
一
五
、七
八
九
）

春
日
部
市
に
地
域
の
特
色
や
資
源
を
生
か
し

た
産
業
の
振
興
や
、
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流

を
促
進
す
る
た
め
の
複
合
拠
点
施
設
を
整
備
す

る
た
め
、
事
業
者
の
選
定
等
を
行
う
。

７

産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力
開
発
と
就
業

支
援

�
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
費

（
三
一
、一
五
二
）

子
育
て
と
の
両
立
や
職
業
上
の
ブ
ラ
ン
ク
な

ど
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
女
性
を
後
押
し
し
、

女
性
の
就
業
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

�
女
性
の
再
就
職
支
援
訓
練
事
業
費

（
二
二
、一
三
一
）

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
と
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
職
業
訓
練
を
行
い
、
女
性
の
再
就
職
を

支
援
す
る
。

�
産
業
人
材
育
成
総
合
支
援
事
業

（
一
一
、八
七
四
）

産
業
界
・
教
育
界
・
行
政
な
ど
が
連
携
す
る

「
産
業
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
総
合

的
支
援
体
制
）」を
構
築
し
、
小
・
中
・
高
校
等

発
達
段
階
ご
と
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
支
援
や
企

業
の
人
材
育
成
を
図
る
。

８

ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
け
る
環

境
づ
く
り

�
誰
も
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
整
備
促
進
事

業

（
七
八
七
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
は
じ
め
非
正
規
労

働
者
の
労
働
環
境
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

む
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

��
平平
成成
２２００
年年
度度
組組
織織
改改
正正
のの
概概
要要

１

「
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設

同
セ
ン
タ
ー
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
）
内
に
新

設
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
各

種
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
、
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

２

「
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設

地
域
振
興
と
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
を
一
体

的
に
推
進
す
る
た
め
、
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
と

地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
県
内
９
か
所

に
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

３

組
織
名
称
の
変
更

雇
用
対
策
課
を
就
業
支
援
課
に
、
職
業
能
力

開
発
課
を
産
業
人
材
育
成
課
に
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

４

産
業
人
材
育
成
の
体
制
の
整
備

教
育
界
・
産
業
界
と
連
携
し
、
企
業
が
真
に

必
要
と
す
る
人
材
の
育
成
に
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、
産
業
人
材
育
成
課
、
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
高
等
技
術
専
門
校
に
職

員
を
配
置
し
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
７
）

従
前
か
ら
著
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る

県
内
へ
の
企
業
誘
致
作
戦
に
、
こ
の
た
び

圏
央
道
の
延
伸
に
よ
り
ま
す
ま
す
拍
車
が

か
か
り
、
行
政
サ
イ
ド
の
テ
コ
入
れ
は
心

強
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
本
会
で
も
提
唱

し
て
い
る
観
光
事
業
に
本
格
的
に
と
り
組

ま
れ
る
こ
と
も
歓
迎
で
、
効
果
が
あ
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

彩
の
国
か
ら
第第４４１１回回

県
政
情
報

産業労働部一般会計予算

伸び率

７．８％

０．１％

平成１９年度

１９，４３７，７５６千円

１．１％

平成２０年度

２０，９５０，２８２千円

１．２％

予 算 総 額

一般会計構成比※

��
平平
成成
２２００
年年
度度
産産
業業
労労
働働
部部
主主
要要
施施
策策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算
の割合

―２６―



就業形態が多様化し、労働者の労働条件が個別に決定・変更されるようになり、個別労働紛争が増えています。

この紛争の解決の手段としては、裁判制度のほかに、平成１３年から個別労働紛争解決制度が、平成１８年から労働

審判制度が施行されるなど、手続面での整備はすすんできました。しかし、このような紛争を解決するための労

働契約についての民事的なルールをまとめた法律はありませんでした。

このような中で、昨年１２月に「労働契約法」が制定され、労働契約についての基本的なルールがわかりやすい

形で明らかにされました。労働契約法は、本年３月１日から施行されました。

これにより、紛争が防止され、労働者の保護を図りながら、個別の労働関係が安定することが期待されます。

労 働 契 約 法 の 概 要

就業形態の多様化、個別労働関係紛争の増加等に対応し、個別の労働者及び使用者の労働関係が
良好なものとなるようにルールを整える。

�労働契約の締結

契約内容を確認することに
よって誤解が減り、労使が
相互理解の上で労働者が安
心・納得して就労できる

�

◎対等の立場の合意原則を明確化
◎均衡考慮及び仕事と生活の調和への配
慮を規定

◎契約内容の理解を促進（情報の提供等）
◎契約内容（有期労働契約に関する事項
を含む。）をできるだけ書面で確認

◎安全配慮

�

�

労働者と使用者では交渉
力に差があることや、契
約内容が不明確なことが
多い

�労働契約の変更

労働契約の成立・変更の原
則や、労働契約と就業規則
の関係が明らかになる
�

◎合意原則の明確化

◎一方的に就業規則の変更により労働者
に不利益な変更ができないこと

◎変更後の就業規則を労働者に周知させ、
かつ、労働者の受ける不利益の程度、
労働条件の変更の必要性、変更後の就
業規則の内容の相当性、労働組合等と
の交渉の状況その他の就業規則の変更
に係る事情を考慮して、就業規則の変
更が合理的な場合は労働条件が変更さ
れること

�

�

就業規則の変更について
は、手続しかルールがな
く、内容のルールは判例
に任されている（一般の
人にとって不明確）

�労働契約の継続・終了

不当な懲戒、解雇等の防止�
○解雇の権利濫用は無効（労働基準法か
ら移行）

◎懲戒の権利濫用は無効等

�

�

懲戒、解雇等をめぐる紛
争が多発

�有期労働契約

有期契約労働者が安心して
働けるようになる
�

◎契約期間中はやむを得ない事由がある
場合でなければ、解雇できないことを
明確化

◎契約期間が必要以上に細切れにならな
いよう、使用者に配慮を求める

�

�

契約期間中の解雇や契約
更新の繰り返しなどで有
期労働契約者が不安定

施行期日 平成２０年３月１日

―２７―



①
就
業
規
則
の
変
更
に
は

　
よ
ら
な
い
 

②
就
業
規
則
の
変
更
に
よ

　
る
（
合
意
）
 

今後の変更 

就業規則の基準を上 
回る合意部分は除外 

パートタイマー就業規則 
アルバイト就業規則 
契約社員就業規則 
嘱託社員就業規則 
再雇用者就業規則 

日雇・期間社員就業規則 

正社員就業規則 

（除外） 
就業規則 

内容となる労働条件 
（権利・義務） 

①合理的労働条件を 
　定めていること 
　 
②労働者に周知させ 
　ていたこと 

〈職務内容（権限・責任）、 
　人材活用の仕組みと運用 
　（キャリア形成・異動等） 
　の区分の明文化〉 

規定化や整備 
不十分だとト 
ラブルを招く 

労働者 
（合意） 
労働契約 使用者 

一

労
働
契
約
法
の
企
業

の
緊
急
対
応
実
務
は

�
就
業
規
則
の
完
備

今
回
の
労
働
契
約
法
の
施
行
を
め
ぐ

っ
て
、「
労
働
契
約
法
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
企
業
の
労
務
管
理
実
務
上
何
か

変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

か
。」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
か
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
私
は
、「
就
業
規
則
が
労

働
契
約
の
内
容
と
な
る
と
い
う
こ
と
が

立
法
化
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
点
だ
け
は

企
業
と
し
て
早
急
に
対
応
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
よ
。」
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
今
回
の
労
働
契
約
法
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
第
二
章
労
働
契
約
の

成
立
及
び
変
更
」
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
点
の
労
働
契
約
と
就
業
規
則
の
規

定
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
図
示
す

れ
ば
第
一
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
法
に
よ
れ
ば

使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約

は
合
意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
（
第
六

条
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
労
働
契
約
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
及
び
使
用

者
が
労
働
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、「
使

用
者
が
合
理
的
な
労
働
条
件
が
定
め
ら

れ
て
い
る
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知

さ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
働
契
約
の

内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労

働
条
件
に
よ
る
も
の
と
す
る
。」
こ
と

と
定
め
、
就
業
規
則
の
内
容
が
当
然
に

労
働
契
約
の
内
容
と
な
る
こ
と
を
原
則

と
し
、「
た
だ
し
、
労
働
契
約
に
お
い

て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則

の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し

て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
条

（
就
業
規
則
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な

い
労
働
条
件
を
定
め
る
部
分
）
に
該
当

す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な

い
。」（
第
七
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
条
文
の
と
お
り
、

労
使
間
で
労
働
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、

当
然
に
労
働
契
約
の
内
容
と
な
る
の
は
、

そ
の
就
業
規
則
が
、
�
合
理
的
な
労
働

条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
�
労

働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
と
い

う
二
つ
の
要
件
を
充
足
し
た
場
合
で
あ

る
（
第
一
図
参
照
）。
�
の
要
件
に
つ

い
て
は
、
使
用
者
に
就
業
規
則
の
作
成

権
限
が
あ
る
以
上
、
労
基
法
八
九
条
の

権
限
（
就
業
規
則
の
作
成
変
更
権
限
が

使
用
者
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
三
井
造
船
玉
野
製
作
所
事
件
、
昭

和
二
七
年
七
月
四
日
最
二
小
決
定
、
労

民
集
六
巻
七
号
六
三
五
頁
）
に
基
づ
く

作
成
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
側
に
特
段

の
異
議
が
な
く
、か
つ
労
働
基
準
法（
以

下
、「
労
基
法
」
と
い
う
。）
等
強
行
法

規
に
違
反
し
な
い
場
合
に
は
、
一
応
事

実
上
の
合
理
性
が
推
定
さ
れ
労
働
契
約

の
内
容
と
な
っ
て
適
用
さ
れ
、
�
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
第
一
〇
六
条

の
法
定
の
周
知
方
法
で
な
く
て
も
何
ら

か
の
方
法
で
事
実
上
周
知
が
な
さ
れ
て

い
れ
ば
有
効
と
解
さ
れ
て
い
る
（
例
え

ば
、
朝
日
新
聞
小
倉
支
部
事
件
、
昭
和

二
七
年
一
〇
月
二
二
日
最
大
判
決
、
労

民
集
六
巻
九
号
五
七
頁
、
ク
リ
ス
タ
ル

観
光
バ
ス
事
件
、
平
成
一
九
年
一
月
一

九
日
大
阪
高
裁
判
決
、
労
判
九
三
七
号

一
三
五
頁
）。

そ
こ
で
、
労
働
契
約
を
締
結
す
る
場

合
に
就
業
規
則
が
存
在
す
る
と
き
（
周

知
さ
れ
て
い
れ
ば
当
該
労
働
者
が
就
業

規
則
の
存
在
及
び
内
容
を
現
実
に
知
ら

な
く
て
も
、
当
然
適
用
さ
れ
る
（
秋
北

バ
ス
事
件
、
昭
和
四
〇
年
一
二
月
二
五

日
最
高
裁
大
判
決
、
労
民
集
二
二
巻
一

三
号
三
四
五
九
頁
））は
そ
れ
が
労
働
者

と
使
用
者
と
の
労
働
契
約
の
内
容
と
自

動
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
「
就
業

規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
が
労
働
契
約

の
内
容
を
補
充
し
、『
労
働
契
約
の
内

容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働

条
件
に
よ
る
』
と
い
う
法
的
効
果
が
生

じ
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
は
、
労
働
契
約
の
成
立
に
つ

い
て
の
合
意
は
あ
る
も
の
の
、
労
働
条

件
は
詳
細
に
定
め
て
い
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
、
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条

件
に
よ
っ
て
労
働
契
約
の
内
容
を
補
充

す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
契
約
の
内
容

を
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
昭
和

二
〇
年
一
月
二
三
日
付
、
基
発
第
〇
一

二
三
〇
〇
四
号
、
厚
生
労
働
省
労
基
局

長
通
達
）。」
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
就
業
規
則
を
契
約
内
容
の
実
態
に

応
じ
て
き
っ
ち
り
と
労
働
契
約
と
し
て

民
事
上
の
権
利
義
務
の
観
点
に
立
っ
て

定
め
て
お
か
な
い
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル

を
招
く
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
企
業
の
労
務
管
理
上
の
実

務
と
し
て
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇

年
）
年
三
月
一
日
以
降
の
労
働
契
約
に

は
、
特
段
の
除
外
の
合
意
の
な
い
限
り

こ
の
よ
う
に
就
業
規
則
が
労
働
契
約
の

内
容
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、

就
業
規
則
の
明
確
な
規
定
化
と
整
備
が

早
急
の
実
務
と
し
て
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
七
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

弁
護
士

安

西

�

第１図 労働契約と就業規則

�

連載
�

―２８―



正社員就業規則 
（パート等の除外規定なし） 

パート等には適用し 
ない旨の規定あり 

パート等の就業規則 
の作成・周知なし 

有利な基準 
（ワークライフバランス等） 
 

不利な基準 
（短期性、簡易労働性等） 

個別合意による 
労働条件となる。 

変更も適用される就業規則がない 
ので個別合意が必要。 

正社員就業規則によらない 
個別合意。 
（法第7条ただし書き） 

正社員就業規則の基準に引 
き上げられる。 
（法第12条） 

就
　
　
業
　
　
規
　
　
則
 

非
正
社
員
（
有
期
雇
用
者
）
就
業
規
則
 

（
正
）
社
員
就
業
規
則
 

 アルバイト就業規則 

パートタイマー就業規則 

   嘱託社員就業規則 

（雇用対象種類毎に別の規則 

　
が必要） 

   契約社員就業規則 

（雇用対象種類毎に別の規則 

　
が必要） 

賃金規則 

退職金規程 

特殊勤務規程 

出向規程 

出張規程 

福利厚生規程 

安全衛生管理規則 

学生又はフリーター等で一時的、臨時 
的雇用者 

家事その他私生活と調和型（両立型） 
の雇用者等で労働時間の短い者 

定年後の再雇用者で大幅に賃金等を引 
下げて雇用されている者 
（定年後再雇用者） 
 
寮・駐車場・ビル管理人等で特殊な勤 
務と雇用形態の者（管理人） 
 
コンサルタント・顧問・専門的な雇用者 
（アドバイザー） 

高度の専門職で年俸による雇用者 
（スペシャリスト） 
 
一般事務業務従事者や現業の技能者等 
（一般職契約社員・技能現業職員） 
 
フルタイムパートタイマー、特殊技能 
者、薬剤師等資格者で雇用期間を定め 
た雇用者（特定雇用者） 
 
請負、業務委託的な独立性の強い雇用 
者（企業内部プロダクション） 

�
パ
ー
ト
等
複
数
雇
用
形
態
の
就
業
規

則
の
整
備

企
業
実
務
に
お
い
て
、
今
回
の
労
働

契
約
法
に
対
応
し
て
就
業
規
則
の
「
整

備
」
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
実

務
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
今
日
の
多
く
の
企
業
で

は
多
様
な
雇
用
形
態
の
労
働
者
が
就
業

し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
複
数
の
雇
用
形

態
に
伴
う
多
数
の
労
働
条
件
を
定
め
た

労
働
契
約
の
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
例
え
ば
正
社
員
の
就
業

規
則
の
み
し
か
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
第
二
図
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ

る
。

す
な
わ
ち
、
正
社
員
の
就
業
規
則
の

み
し
か
作
成
さ
れ
て
い
な
い
企
業
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
正
社
員
と
異
な

る
雇
用
形
態
の
労
働
者
を
採
用
し
て
、

正
社
員
と
差
の
あ
る
労
働
条
件
の
労
働

契
約
を
締
結
し
た
場
合
、
そ
れ
が
正
社

員
就
業
規
則
に
定
め
る
も
の
よ
り
も
有

利
な
基
準
の
場
合
（
こ
れ
は
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
る
。）
に
は
、

労
働
基
準
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
よ
っ

て
正
社
員
就
業
規
則
に
よ
ら
ず
、
そ
の

合
意
し
た
個
別
労
働
条
件
の
内
容
に
よ

る
こ
と
に
な
る（
そ
う
し
た
場
合
、労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
が
問
題
と
な
る
。）。

一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
雇
用

形
態
の
短
時
間
性
、
臨
時
性
や
労
働
の

簡
易
、
軽
易
、
補
助
性
等
か
ら
正
社
員

の
就
業
規
則
の
基
準
を
下
回
る
労
働
条

件
で
契
約
し
た
と
き
は
、
正
社
員
就
業

規
則
の
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い
労
働

条
件
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
正
社

員
就
業
規
則
の
基
準
に
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
る
（
労
働
契
約
法
第
一
二
条
）
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
多
く
の
企
業
の
正
社
員
就
業

規
則
で
は
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨

時
、
嘱
託
、
契
約
社
員
等
に
つ
い
て
は

こ
の
就
業
規
則
は
適
用
し
な
い
。」
と

定
め
て
適
用
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

そ
う
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
等
の
非
正
社
員
の
就
業
規
則
を

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
形
態
に
応
じ
て
作
成

し
周
知
さ
せ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ

ら
の
非
正
社
員
の
労
働
者
と
の
労
働
契

約
は
、
そ
の
非
正
社
員
を
対
象
と
し
て

定
め
ら
れ
た
就
業
規
則
に
よ
る
こ
と
に

な
る
（
同
法
第
七
条
本
文
）。

と
こ
ろ
が
、
往
々
に
し
て
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
等
の
非
正
社
員
に
は
、「
正
社

員
の
就
業
規
則
を
適
用
除
外
す
る
」
と

定
め
て
い
な
が
ら
そ
れ
ら
の
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
等
に
適
用
さ
れ
る
就
業
規
則
が

作
成
さ
れ
て
い
な
い
企
業
も
あ
る
。

そ
う
し
た
と
き
は
、
�
作
成
さ
れ
、

�
周
知
さ
れ
て
い
る
就
業
規
則
が
な
い

の
で
、
当
該
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
と
使

用
者
と
の
間
で
個
別
に
合
意
し
た
労
働

条
件
が
労
働
契
約
の
内
容
に
な
る
（
同

法
第
六
条
）。
そ
の
場
合
、
そ
の
後
の

労
働
条
件
の
変
更
に
つ
い
て
は
適
用
さ

れ
る
就
業
規
則
が
な
い
の
だ
か
ら
合
意

に
よ
ら
な
け
れ
ば
不
利
益
に
変
更
で
き

な
い
（
同
法
第
九
条
）
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
新
た
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
非

正
社
員
を
対
象
と
す
る
就
業
規
則
を
作

成
し
、
周
知
し
た
と
き
は
労
基
法
第
一

〇
条
の
定
め
る
就
業
規
則
の
不
利
益
変

更
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
非
正

社
員
と
の
間
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る

可
能
性
が
生
ず
る
。
こ
の
た
め
非
正
社

員
を
雇
用
し
た
場
合
に
は
各
非
正
社
員

の
雇
用
内
容
と
雇
用
実
態
に
応
じ
て
的

確
な
雇
用
形
態
別
の
就
業
規
則
の
作
成

と
周
知
が
必
要
と
さ
れ
る
。

�
非
正
社
員
就
業
規
則
に
関
し
「
均
等

と
均
衡
の
配
慮
」
の
必
要
性

労
働
契
約
法
で
は
「
労
働
契
約
の
原

則
」
と
し
て
「
労
働
契
約
は
、
労
働
者

及
び
使
用
者
が
、
就
業
の
実
態
に
応
じ

て
、
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
締
結
し
、
又

は
変
更
す
べ
き
も
の
と
す
る
。」（
第
三

条
第
二
項
）
と
い
う
「
均
衡
考
慮
の
原

則
」
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
国
会
審
議
で
、
衆
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
の
最
終
場
面
に
お
い
て
与

野
党
協
議
の
結
果
突
然
修
正
案
と
し
て

本
条
が
加
え
ら
れ
て
議
決
、
本
会
議
で

可
決
し
、
参
議
院
で
も
本
条
に
関
し
て

は
修
正
の
趣
旨
を
は
じ
め
と
し
て
こ
の

点
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
審
議
さ
れ
な

い
ま
ま
成
立
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
本
条
に
つ
い
て
は
、

「
三
条
二
項
は
、
い
か
な
る
雇
用
形
態

間
に
お
け
る
均
衡
待
遇
を
求
め
る
か
は

具
体
的
に
述
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、
む
し

ろ
、
労
働
契
約
の
あ
り
方
一
般
を
考
え

る
場
合
の
基
本
的
理
念
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。」

（
山
川
隆
一
『
労
働
契
約
法
入
門
』（
日

経
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
四
八
頁
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

本
条
は
、
訓
示
的
規
定
で
あ
り
、
基

本
理
念
規
定
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
労
働
契
約
に
お
い
て
均
衡
と
い

う
概
念
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
正
規
従
業
員
と
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
非
正
規
従
業
員
に

対
す
る
処
遇
の
格
差
が
問
題
と
さ
れ
た

こ
と
が
発
端
で
あ
り
、「
近
年
『
格
差

社
会
』
と
い
う
概
念
が
広
範
に
普
及
し
、

第２図 パート等の就業規則がない場合の労働契約

第３図 正社員と有期雇用者の就業規則
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社
会
的
格
差
の
是
正
と
い
う
こ
と
が
重

要
な
政
策
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
労
働
現
場
に
お
け

る
格
差
の
是
正
も
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。」、「
本
項
に
お
い

て
、
労
働
契
約
の
締
結
と
変
更
に
あ
た

っ
て
均
衡
を
考
慮
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

い
え
る
。」（
野
川

忍
『
わ
か
り
や
す

い
労
働
契
約
法
』

（
商
事
法
務
、
二

〇
〇
七
年
）
八
二

―
八
三
頁
）
と
の

見
解
も
あ
る
。

こ
の
規
定
と
の

関
連
で
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
本
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ

た
「
短
時
間
労
働

者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
、「
パ

ー
ト
労
働
法
」
と

い
う
）
で
あ
る
。

同
法
で
は
、
短
時

間
労
働
者
（
パ
ー

ト
労
働
者
）
を
第

四
図
の
よ
う
に
四

種
類
の
類
型
に
分

け
、
第
一
類
型
は
、

「
通
常
の
労
働
者

と
同
視
す
べ
き
短

時
間
労
働
者
」
で
、

そ
の
要
件
は
、
�

期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
（
同

法
第
八
条
一
項
）、
ま
た
は
、
期
間
の

定
め
が
あ
っ
て
も
反
復
更
新
に
よ
り
無

期
期
間
と
同
視
で
き
る
も
の
（
同
法
第

八
条
二
項
）
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
、

�
「
当
該
事
業
主
と
の
雇
用
関
係
が
終

了
す
る
ま
で
の
全
期
間
に
お
い
て
」、

「
職
務
の
内
容（
仕
事
と
責
任
の
程
度
・

権
限
の
範
囲
）
及
び
配
置
が
当
該
通
常

の
労
働
者
の
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の

変
更
（
人
材
活
用
の
仕
組
み
と
運
用
）

が
同
一
の
範
囲
で
変
更
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、

通
常
労
働
者
と
の
「
差
別
禁
止
」
で
あ

る
。第

二
類
型
は
、
一
定
の
期
間
に
お
い

て
、
そ
の
職
務
の
内
容
及
び
配
置
が
当

該
通
常
の
労
働
者
の
職
務
の
内
容
及
び

配
置
の
変
更
の
範
囲
と
同
一
の
範
囲
で

変
更
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
」
で

あ
り
、
そ
の
一
定
期
間
に
つ
い
て
、
一

定
の
労
働
条
件
に
関
し
同
一
と
す
る
努

力
義
務
を
課
し
て
い
る
（
同
法
第
九
条

二
項
）。

第
三
類
型
は
、「
職
務
の
内
容
の
み

が
通
常
の
労
働
者
と
同
一
の
短
時
間
労

働
者
」
で
あ
り
、
そ
の
取
扱
内
容
に
鑑

み
正
社
員
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
処
遇

の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
（
同
法

第
九
条
一
項
）。

第
四
類
型
は
、
も
っ
と
も
対
象
が
広

い
一
般
の
「
短
時
間
労
働
者
」
で
あ
り
、

通
常
労
働
者
と
の
均
衡
の
取
れ
た
各
種

処
遇
の
努
力
義
務
（
同
法
第
三
条
一

項
）
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
、
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
店
長
に

つ
い
て
の
労
基
法
第
四
一
条
第
二
号
の
時

間
外
・
休
日
労
働
等
の
適
用
の
な
い
管
理

監
督
者
問
題
で
、
東
京
地
裁
が
「
管
理
監

督
者
に
は
該
当
し
な
い
」
と
し
て
残
業
手

当
の
支
払
い
を
命
じ
た
（
東
京
地
裁
、
平

二
〇
・
一
・
二
八
）
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
と
し
て
社
会
的

に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
労
基
法
上
の
管
理
監
督
者
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

は
判
断
基
準
を
通
達
し
て
い
る（
昭
二
二
・

九
・
十
三
、
基
発
十
七
号
ほ
か
）。
そ
れ

に
よ
る
と
、
�
労
働
条

件
の
決
定
そ
の
他
労
務

管
理
に
つ
い
て
経
営
者

と
一
体
的
な
立
場
に
あ

る
こ
と
、
�
労
働
時
間
、

休
憩
、
休
日
な
ど
に
関

す
る
規
制
の
枠
を
超
え

て
活
動
す
る
こ
と
が
要

請
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
、
重
要
な
職
務
と

責
任
を
有
し
、
現
実
の
勤
務
態
様
も
労
働

時
間
な
ど
の
規
制
に
な
じ
ま
な
い
よ
う
な

立
場
に
あ
る
こ
と
、
�
賃
金
な
ど
の
待
遇

面
で
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
要
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、

実
態
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
で
、
�
職
務

内
容
、
�
責
任
と
権
限
、
�
勤
務
態
様
、

�
ボ
ー
ナ
ス
を
含
む
賃
金
等
の
待
遇
で
一

般
労
働
者
に
比
し
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
か
、
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断

す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
職
で
も
労

基
法
が
監
督
者
の
ほ
か
に
、
管
理
者
も
含

め
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
企
業
内
に

お
け
る
処
遇
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
管
理

監
督
者
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
は
差
し

支
え
な
い
と
さ
れ
る
。

判
例
で
、「
管
理
監
督
者
に
該
当
す
る
」

と
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
医
療
法
人
の
人

事
第
二
課
長
と
し
て
看
護
婦
の
募
集
業
務

に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
に
つ
き
、
同
人

は
労
務
管
理
に
つ
い
て
経
営
者
と
一
体
的

な
立
場
に
あ
り
、
同
人
の
実
際
の
労
働
時

間
は
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
厳
格
な
制
限

を
受
け
て
お
ら
ず
、
実
際
の
労
働
時
間
に

応
じ
た
時
間
外
手
当
等
が
支
給
さ
れ
て
い

な
い
代
わ
り
に
責
任
手
当
、
特
別
調
整
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
す

る
と
、
管
理
監
督
者
に
該
当
す
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
と
し
た
も
の
（
大
阪
地
裁
、

昭
六
二
・
三
・
三
一
）、
会
員
制
旅
行
ク

ラ
ブ
を
運
営
す
る
会
社
に
総
務
局
次
長
と

し
て
採
用
さ
れ
た
労
働
者
に
つ
き
、
同
人

は
、
経
理
、
人
事
、
及
び
庶
務
全
般
の
事

務
を
管
掌
す
る
こ
と
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
基

本
給
の
ほ
か
に
役
職
手
当
等
の
支
給
を
受

け
て
い
た
か
ら
、
管
理
監
督
者
に
該
当
す

る
と
し
た
も
の
（
東
京
地
裁
、
昭
六
三
・

四
・
二
七
）
な
ど
が
あ
る
。

不
該
当
と
さ
れ
た
例
は
多
く
、
判
例
で

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
長
に

つ
き
、
同
人
は
、
コ
ッ
ク
、
ウ
エ
イ
タ
ー

等
を
統
括
し
、
か
つ
、
店
長
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
た
が
、
出
退
勤
の
自
由
は
な
く
、

仕
事
内
容
も
コ
ッ
ク
、
ウ
エ
イ
タ
ー
、
レ

ジ
係
、
掃
除
等
全
般
に
及
ん
で
い
た
こ
と

な
ど
か
ら
す
る
と
、
経
営
者
と
一
体
的
な

立
場
に
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
管
理
監
督

者
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
も
の
（
大
阪

地
裁
、
昭
六
一
・
七
・
三
〇
）
等
、
最
近

は
否
定
例
が
増
え
て
い
る
。

名
ば
か
り
管
理
職
問
題

弁
護
士

安
西

�

第４図 パート労働者の処遇の均等と均衡
通常労働者との差異について

福利厚生

左以外のもの（慶
弔見舞金の支給、
社宅の貸与等）

差別禁止

―

―

―

（注）給食施設・休憩室・更衣室（パート法規則第５条）。

健康の保持又は業
務の円滑な遂行に
資する施設の利用
（注）

差別禁止

利用機会を与える
配慮

同上

同上

教育訓練

左以外のもの（キ
ャリアアップを目
的とするものな
ど）

差別禁止

通常社員とのバラ
ンスをとった教育
の努力義務

同上

同上

職務遂行に必要な
能力を付与するも
の

差別禁止

同一職務期間につ
き、�と同様の実
施のこと

同一職務期間に関
し�と同様の実施
のこと

バランスをとった
実施の努力義務

賃金

左以外の賃金
・退職金
・家族手当
・通勤手当等

差別禁止

―

―

―

職務関連賃金
・基本給
・賞与
・役付手当等

差別禁止

一定期間につき同
一の方法で決定の
努力義務

正社員とバランス
をとった決定の努
力義務

同上

対象事

区分

通常の労働者と比較した短
時間労働の態様

期間の定めがなく職務内
容・人材活用の仕組み等が
同一の者（期間の反復更新
により無期と同視の者を含
む）

一定期間は職務内容・人材
活用の仕組み等が同一の者

職務のみが同一の者

すべて異なる者

類
型

�

�

�

�
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会
報
三
三
八
号（
０７
年
４
・
５
月
号
）

に
ご
紹
介
し
た
以
後
（
０８
年
３
月
３１
日

現
在
）
の
埼
玉
県
労
働
委
員
会
に
提
訴
、

解
決
・
係
属
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事

件
と
調
整
事
件
の
各
一
覧
及
び
関
連
の

統
計
表
を
ご
参
考
に
掲
載
す
る
。

不
当
労
働
行
為
事
件
で
は
、
昨
年
度

か
ら
の
係
属
は
四
件
で
、
そ
の
後
の
申

立
は
三
件
（
昨
年
は
四
件
）
と
な
っ
て

い
て
計
八
件
。
解
決
が
七
件
（
そ
の
う

ち
命
令
四
件
、却
下
一
件
、和
解
二
件
）

で
あ
り
、
一
件
が
次
年
度
繰
越
と
な
っ

た
。調

整
事
件
は
十
五
件
（
昨
年
は
十
四

件
）
と
な
り
、
次
年
度
へ
の
繰
越
は
三

件
。
経
済
的
事
項
が
四
件
と
昨
年
よ
り

三
件
減
少
し
、
非
経
済
的
事
項
は
二
十

二
件
で
二
件
減
少
し
た
（
重
複
あ
り
）。

な
お
、
本
欄
は
三
月
末
現
在
で
、
そ

の
後
の
申
し
立
て
や
解
決
事
案
も
あ
り

う
る
の
で
付
記
し
て
お
く
。

最
近
に
お
け
る

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

平
成
１９
年
度
不
当
労
働
行
為
事
件
の
概
要
（
■
は
終
結
し
た
事
件
）

審
査
実
施
回
数（
１９
年
度
）

計―�１�４�６�７�７�１�２�２８

和
解―	―
１�２�―１�――４

審
問―�―�２�―２�２�――６

調
査―�１�１	４	５
４	１�２�１８

審
査
現
況

［
終
結
状
況
］

（
経
過
日
数
）

１９
．７
．１７

命
令
交
付

一
部
救
済

（
７４８
日
）

２０
．３
．２７

命
令
交
付

一
部
救
済

（
８５１
日
）

１９
．１２
．２６

命
令
交
付

一
部
救
済

（
４４３
日
）

２０
．２
．４
自
主
和
解

（
３２８
日
）

２０
．３
．２７

命
令
公
布

全
部
救
済

（
３６５
日
）

和
解
中

（
２５２
日
）

１９
．１２
．２５

却
下

（
９７
日
）

２０
．２
．１８

自
主
和
解

（
１１２
日
）

年
度

計

企
業
規
模７５
人

１１０
人

５６
人

１１７
人

２５０
人

３
，４００
人

１
，３８４
人

５７０
人

（
注
）
審
査
実
施
回
数
の
上
段
は
平
成
１９
年
度
、
下
段
（

）
内
は
、
通
算
回
数
で
あ
る
。

業
種

教
育
、
学
習
支
援
業

（
自
動
車
教
習
所
を

含
む
）

運
輸
業

［
道
路
旅
客
運
送
業
］

運
輸
業

［
道
路
旅
客
運
送
業
］

運
輸
業

［
道
路
旅
客
運
送
業
］

医
療
、
福
祉
業

［
医
療
業
］

サ
ー
ビ
ス
業

［
学
術
・
開
発
研
究
機

関
］

製
造
業

［
精
密
機
械
器
具
製

造
業
］

製
造
業

［
そ
の
他
の
製
造
業
］

被
申
立
人

有
限
会
社
A

有
限
会
社
B

有
限
会
社
C

有
限
会
社
D

医
療
法
人
E

独
立
行
政
法
人
F

G
株
式
会
社

株
式
会
社
H

加
盟
上

部
団
体

連
合

全
労
連

全
労
連

全
労
連

無
所
属

連
合―連
合

申
立
人
別

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

組
合

個
人

組
合

申
立
人

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
、
全
国
交
通

運
輸
労
働
組
合
総
連
合
、
埼
玉
交
通
運

輸
労
働
組
合
、
A
支
部

�
B
労
働
組
合

C
労
働
組
合

�
D
労
働
組
合

全
国
一
般
埼
京
ユ
ニ
オ
ン

東
京
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

G
１

U
Iゼ
ン
セ
ン
同
盟
埼
玉
県
支
部

U
Iゼ
ン
セ
ン
同
盟
H
労
働
組
合

該
当
号

１
２
３

１
２
３１２２

１
２
３３３

主
な
請
求
す
る

内
容

不
利
益
取
扱
撤
回

バ
ッ
ク
ペ
イ

団
体
交
渉
応
諾

文
書
掲
示
・
交
付

支
配
介
入
禁
止

不
利
益
取
扱
撤
回

損
害
金
等
請
求

団
体
交
渉
応
諾

支
配
介
入
禁
止

文
書
掲
示

不
利
益
取
扱
撤
回

損
害
金
等
請
求

文
書
手
交
・
掲
示

団
体
交
渉
応
諾

団
体
交
渉
応
諾

団
体
交
渉
応
諾

不
利
益
取
扱
撤
回

掲
示
板
設
置
等
許
可

文
書
手
交
・
掲
示

賃
金
カ
ッ
ト
分
請
求

支
配
介
入
禁
止

支
配
介
入
禁
止

文
書
掲
示

申
立

年
月
日

１７
．
６
．３０

１７
．１１
．２８

１８
．１０
．１０

１９
．
３
．１４

１９
．
３
．２９

１９
．
７
．２４

１９
．
９
．２０

１９
．１０
．３０

事
件
名

ABCDEFGH

事
件
番
号

１７
―３

１７
―５

１８
―６

１９
―１

１９
―２

１９
―３

１９
―４

１９
―５

�１２３４５６７８

（
平
成
２０
年
３
月
３１
日
現
在
）

― ３１―



平
成
１９
年
度
調
整
事
件
の
概
要

終
結
区
分

解
決

自
主
解
決

解
決

あ
っ
せ
ん
案
受
諾

解
決

あ
っ
せ
ん
案
受
諾

取
下
げ

打
切
り

主
張
対
立

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

取
下
げ

解
決

自
主
解
決

打
切
り

あ
っ
せ
ん
拒
否

解
決

自
主
解
決

解
決

あ
っ
せ
ん
案
受
諾

（
係
属
中
）

（
係
属
中
）

打
切
り

主
張
対
立

（
係
属
中
）

調
整

回
数

３
回

２
回

１
回

０
回

１
回

１
回

０
回

１
回

１
回

１
回

１
回

２
回

２
回

２
回

所
要

日
数

１８４
日

５７
日

４３
日

１８
日

２２
日

４１
日

２５
日

６４
日

７７
日

８７
日

４０
日

３６
日

終
結

年
月
日

１９
．
６
．２６

１９
．
４
．１８

１９
．
５
．
４

１９
．
５
．１４

１９
．
７
．２４

１９
．
８
．２２

１９
．
９
．２８

１９
．１１
．
７

２０
．
１
．１０

２０
．
２
．
８

２０
．
１
．２５

２０
．
３
．２７

調
整

事
項

１
誠
実
団
交

２
現
業
種
給
与
構
造
の
改
善

１
派
遣
契
約
の
更
新

２
い
じ
め
問
題
の
解
決

１
メ
ー
デ
ー
の
際
の
職
務
専
念
義
務
免
除

の
継
統

２
他
組
合
と
同
等
の
情
報
提
供

１
団
交
促
進
（
春
闘
に
つ
い
て
）

２
不
当
ビ
ラ
撤
去

１
前
回
あ
っ
せ
ん
の
合
意
事
項
に
係
る
団

交
促
進

１
解
雇
撤
回

２
未
払
賃
金
支
払
い

１
事
業
再
編
へ
の
合
意
に
基
づ
い
た
異
動

条
件
等
に
関
す
る
団
交
促
進

１
ユ
・
シ
協
定
の
履
行

１
団
交
促
進
（
非
常
勤
講
師
の
契
約
更
新

に
つ
い
て
）

１
団
交
促
進
（
通
勤
用
自
動
車
の
駐
車
料

徴
収
に
つ
い
て
）

１
団
交
促
進
（
組
合
員
の
出
向
に
つ
い

て
）

１
団
交
促
進
（
春
闘
、
一
時
金
、
年
休
、

労
働
条
件
変
更
に
つ
い
て
）

１
残
業
禁
止
等
の
差
別
扱
い
中
止

１
職
場
復
帰

２
雇
止

３
年
休
分
賃
金
支
払

１
団
交
促
進

申
請

年
月
日

１８
．１２
．２５

１９
．
２
．２１

１９
．
４
．２３

１９
．
４
．２７

１９
．
７
．
３

１９
．
７
．１３

１９
．
９
．
４

１９
．
９
．
５

１９
．１０
．２６

１９
．１１
．１４

１９
．１２
．１１

１９
．１２
．２６

２０
．
１
．２１

２０
．
２
．２１

２ ０
．
３
．１９

加
盟

上
部
団
体

全
労

連

連
合

無
所

属

連
合

連
合

無
所

属

連
合

連
合

全
労

連

全
労

連

全
労

連

全
労

連

全
労

連

そ
の

他

無
所

属

申
請
者

区
分

労労労労労労使労労労労労労労労

組
合
員
数

（
社
内
組
合
員
数
）

従
業
員
数

５７
８５０８�６００９
１
，７８５

３４
１５０８�６００

６０�７

２
，１４３
２
，８７６

１２５
２２０９９５

１５７
１
，６５０

１３０�
７０

１
，０２３
�１８

１
，０２３
�９００

２１�１５６８

業
種

地
方
公
務

自
動
車
部
品
製
造
業

地
方
公
務

道
路
旅
客
運
送
業

自
動
車
部
品
製
造
業

語
学
教
室

自
動
車
部
品
製
造
業

自
動
車
部
品
製
造
業

教
育

地
方
公
務

道
路
旅
客
運
送
業

廃
棄
物
処
理
業

料
理
品
小
売
業

労
働
者
派
遣
業

教
育

所
在
地

飯
能

市

行
田

市

越
谷

市

行
田

市

行
田

市

入
間

市

羽
生

市

坂
戸

市

入
間

市

入
間

市

上
尾

市

入
間

市

さ
い
た
ま
市

本
庄

市

川
越

市

調
整

区
分

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

事
件
名

ABCDEFGHIJKLMNO

事
件
番
号

１８
―１４

１９
―０２

１９
―０３

１９
―０４

１９
―０５

１９
―０６

１９
―０７

１９
―０８

１９
―０９

１９
―１０

１９
―１１

１９
―１２

１９
―１３

１９
―１４

１９
―１５

�１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５

（
平
成
２０
年
３
月
３１
日
現
在
）

― ３２―



表１ 不当労働行為事件 取扱状況

１９年度

５

３

８

―

２

―

１

３

―

１

７

１

１８年度

９

４

１３

―

―

６

―

２

―

―

８

５

１７年度

８

９

１７

１

―

４

―

２

１

―

８

９

１６年度

１１

５

１６

１

４

―

―

２

１

―

８

８

１５年度

１３

５

１８

１

１

２

―

２

１

―

７

１１

区 分

前 年 度 繰 越

新 規 申 立 て

計

取 下 げ

自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済

一 部 救 済

棄 却

却 下

計

次 年 度 繰 越

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

係
属
件
数

終

結

件

数

表２ 当該年度の取扱件数（前年度繰越＋新規申請）

１９年度

２

１３

１５

当該年度における終結件数（前年度繰越分を含む）

１９年度

６

４

０

２

１２

６０．０

�
※解決率＝解決件数／（解決件数＋打切り・不調件数）×１００

１８年度

３

１１

１４

１８年度

７

４

０

１

１２

６３．６

２

１７年度

３

１９

２２

１７年度

１１

５

０

３

１９

６８．８

３

項 目

前年度繰越

新 規 申 請

計

項 目

解 決

打切り・不調

不 開 始

取 下 げ

計

解 決 率（％）

次 年 度 繰 越

取
扱
件
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

１９年度

５�

６�

０�

４�

１５�

１８年度

３�

４�

０�

７�

１４	

１７年度

５�

１１


１�

５�

２２�

区 分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

表４ 業種別件数【（ ）内は新規申請事件に係る件数で、内数。以下同じ。】

１９年度

０�
４�
０�
２�
２�
０�
０�
１�
０�
０�
５�
３�
２�
３�

１５�

１８年度

０�
４�
０�
２�
２�
０�
０�
０�
０�
２�
３�
０�
３�
３�

１４	

１７年度

０�
６�
０�
５�
２�
３�
０�
０�
０�

９

０�
９

２�

２２�

区 分

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

道 路 旅 客 運 送 業

道 路 貨 物 運 送 業

そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

医 療 、 福 祉

サ ー ビ ス 業

教 育

上記以外のサービス業

公 務

計

審査事件・調整事件取扱状況総括表 （各表とも平成２０年３月３１日現在、単位：件）

表５ 調整事項別件数

１９年度

０�
０�
０�
０�
１�
３�
４�

０�
１�
３�
１�
９

４�
１８�

２２�
※一つの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致しない。

１８年度

１�
２�
１�
０�
１�
２�
７


２�
０�
４�
０�
８�
３�
１７�

２４�

１７年度

１�
２�
０�
０�
１�
４�
８


８

３�
２�
２�
１１

２�
２８�

３６�

区 分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

※表２～表５は調整事件総括表

※（ ）内は新規事件に係る件数

―３３―



１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

平
成
１９
年
の
県
の
雇
用
情
勢
は
、
有
効

求
人
倍
率
が
１
・
０１
倍
と
前
年
差
０
・
０２

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
、
２
年
連
続

し
て
１
倍
を
超
え
た
。
新
規
求
人
倍
率
も
、

１
・
４７
倍
と
前
年
差
０
・
１１
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
が
、
４
年
連
続
し
て
１
倍
を
超
え

て
い
る
。
新
規
求
人
数
は
、
年
計
３
５
０
、

１
２
５
人
と
前
年
比
７
・
６
％
の
減
少
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
規
及
び
有

効
求
人
と
も
に
そ
の
実
数
で
み
る
と
平
成

１８
年
、
１７
年
に
次
ぐ
高
水
準
に
あ
る
。
た

だ
こ
の
と
こ
ろ
新
規
求
人
数
の
減
少
な
ど

改
善
の
動
き
が
弱
ま
っ
て
い
る
。
新
規
求

職
者
数
は
、
２
３
７
、４
８
０
人
と
前
年

比
０
・
８
％
の
減
少
、
月
間
有
効
求
職
者

は
８
２
、３
０
３
人
で
前
年
比
３
・
９
％

の
減
少
で
あ
り
、
と
も
に
５
年
連
続
の
減

少
と
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
る
。
就
職
率
も
着
実
に
推
移
し
て
お
り

１８
年
に
次
い
で
平
成
に
入
り
第
二
位
の
高

水
準
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
の
雇

用
情
勢
は
全
般
的
に
改
善
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
地
域
別
に
み
る
と
県
東
部

の
有
効
求
人
倍
率
が
相
対
的
に
低
い
水
準

に
と
ど
ま
る
な
ど
県
内
雇
用
情
勢
に
地
域

差
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
雇
用
形
態
の
多

様
化
の
進
展
に
よ
り
非
正
規
労
働
者
の
増

加
問
題
や
若
年
者
の
雇
用
情
勢
の
厳
し
さ

な
ど
が
引
き
続
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

雇
用
対
策
は
県
の
産
業
振
興
政
策
、
福

祉
政
策
、
教
育
政
策
等
と
整
合
性
を
図
り

つ
つ
協
力
し
合
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
２０
年
度
以
降
、
労
働
局
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
雇
用
施
策
展
開
に

当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
と
十

分
事
前
協
議
し
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

他
方
、
労
働
条
件
確
保
を
巡
っ
て
は
、

労
働
基
準
関
係
法
令
上
問
題
が
み
ら
れ
る

申
告
事
案
に
つ
い
て
、
な
お
賃
金
不
払
い

残
業
な
ど
に
係
る
事
案
が
高
止
ま
り
し
て

い
る
と
と
も
に
、
恒
常
的
長
時
間
労
働
や

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て
は
監
督
実
施
を

強
く
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
増
加

す
る
な
ど
多
様
化
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

労
働
災
害
に
つ
い
て
は
平
成
１７
年
か
ら
平

成
１８
年
、
１９
年
に
か
け
死
亡
災
害
は
６０
人

か
ら
４０
人
、
４５
人
と
大
幅
に
改
善
し
た
も

の
の
、
休
業
４
日
以
上
の
災
害
は
微
増
が

見
込
ま
れ
る
。
労
災
保
険
新
規
受
給
者
数

は
、
平
成
１９
年
１２
月
末
で
前
年
比
減
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
依
然
高
水
準
に
あ
る

（
全
国
第
５
位
）。
た
だ
、
社
会
的
関
心

の
高
い
脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
事
案

及
び
石
綿
関
連
疾
患
に
係
る
労
災
請
求
件

数
に
つ
い
て
は
そ
の
何
れ
も
前
年
比
減
と

着
実
な
改
善
が
み
ら
れ
る
。

雇
用
均
等
行
政
に
関
し
て
は
、
全
国
に

比
し
３０
〜
３４
歳
層
を
中
心
に
Ｍ
字
型
カ
ー

ブ
の
谷
が
深
い
と
い
う
点
の
解
消
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
本
年
４
月

１
日
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
施
行
を
契
機

と
し
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
衡
待

遇
確
保
や
男
女
雇
用
機
会
均
等
の
更
な
る

推
進
な
ど
女
性
の
就
業
継
続
を
確
保
し
、

継
続
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
推
進
を
一

段
と
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

経
済
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
進
行
に
伴

う
新
興
国
の
急
成
長
な
ど
国
内
外
の
厳
し

い
市
場
競
争
や
産
業
構
造
の
高
度
化
を
背

景
に
し
て
県
内
企
業
は
今
後
と
も
競
争
力

向
上
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

さ
ら
に
中
長
期
的
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
本

県
の
生
産
年
齢
人
口
（
１５
〜
６４
歳
層
）
は

既
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
今
後
、
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
人
口
の
減
少
は
、
経
済
に
と
っ

て
も
労
働
力
の
減
少
と
い
う
供
給
面
と
消

費
の
減
少
と
い
う
需
要
両
面
で
の
構
造
的

な
影
響
を
も
た
ら
す
。

こ
う
し
た
中
で
本
県
の
新
た
な
成
長
モ

デ
ル
を
目
指
し
て
、
県
と
国
が
一
体
と
な

っ
た
総
合
的
な
取
組
を
強
化
し
、
豊
か
で

持
続
的
に
発
展
す
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
埼
玉
労
働
局
に
あ
っ
て
は
、
平
成

１９
年
度
か
ら
、
本
県
の
優
位
な
経
済
環
境
、

特
性
を
活
か
し
、
基
準
、
安
定
、
均
等
が

一
体
と
な
っ
た
新
た
な
総
合
的
労
働
行
政

の
展
開
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
際
の
基
軸
は
、
一
昨
年
９
月
に
Ｉ
Ｌ

Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
ア
ジ
ア
地
域
会
合

に
お
い
て
、
参
加
各
国
の
労
使
が
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
「
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
（decent

w
ork

、
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
の
実
現
」

で
あ
る
。
即
ち
持
続
成
長
が
可
能
な
経
済

社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
済

成
長
の
成
果
を
ご
く
少
数
人
に
と
ど
め
る

こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
届

け
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
働
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
価
値

観
に
も
注
目
し
、「
働
き
方
」
や
仕
事
の

進
め
方
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
労
働
者
の
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
労
働
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
自
己

啓
発
を
促
進
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
仕
事
の

付
加
価
値
を
高
め
て
い
け
る
雇
用
環
境
作

り
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
行
政
分
野
別
に
分
け
る

と
、
次
の
二
つ
が
大
き
な
柱
と
な
る
。

一
は
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害

者
等
働
く
意
思
が
あ
っ
て
働
け
る
状
態
に

あ
る
方
は
誰
で
も
就
業
参
加
し
、
社
会
の

支
え
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
「
全
員
参

加
型
社
会
」
の
実
現

二
は
、
就
業
後
で
あ
っ
て
も
「
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
と
れ
た
職
場
」
で
あ
っ
て

「
健
康
で
安
心
・
納
得
し
て
自
ら
の
能
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
雇
用
環
境
」
の
整

備で
あ
る
。

こ
の
二
本
柱
に
よ
り
最
終
的
に
は
「
す

べ
て
の
人
に
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し

い
仕
事
」（
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
・

フ
ォ
ー
オ
ー
ル
）
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。平

成
２０
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

基
準
、
安
定
、
均
等
の
三
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
一
層
発
揮
し
つ
つ
一
体
と

な
っ
て
、「
す
べ
て
の
人
に
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
」
の
実
現
と
い
う

一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
に
向
け
て
新
た
な
取
り

組
み
（action

）
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

２

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
の
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
で
、
全
て
の
労
働
者
が
適
正
な
労
働
条

件
下
で
、
安
心
・
納
得
し
て
安
全
か
つ
健

康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
労
働
条

件
の
確
保
・
改
善
対
策
、
職
場
に
お
け
る

安
全
と
健
康
の
確
保
対
策
及
び
迅
速
・
適

正
な
労
災
補
償
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

平
成
二
十
年
度

労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

◆
埼
玉
労
働
局
の
重
点
対
策
◆

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

２

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
の
労
働
条

件
の
確
保
・
改
善
、
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の

整
備

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

４

性
別
に
よ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

―３４―



一般労働者及びパートタイム労働者の総実労働時間の比較（全国・東京・埼玉／規模30人以上） 

2,004
平成15年 

1,902
2,050
1,180
1,064
1,104

2,021
平成16年 

1,952
2,040
1,176
1,100
1,147

2,009
平成17年 

1,943 
 2,028

1,170
1,079
1,106

2,023
平成18年 

1,966
2,047
1,178
1,096
1,090

2,033
平成19年 

1,980
2,041
1,195
1,154
1,120

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200
時間 

一般労働者 

全
国
 
東
京
 

埼
玉
 

全
国
 

東
京
 

埼
玉
 

パート 
タイム 
労働者 

　 一般労働者　全国 
　 一般労働者　東京 
　 一般労働者　埼玉 
　 パートタイム労働者　全国 
　 パートタイム労働者　東京 
　 パートタイム労働者　埼玉 

全
国
 

東
京
 

埼
玉
 

全
国
 

東
京
 

埼
玉
 

全
国
 

東
京
 

埼
玉
 全

国
 
東
京
 

埼
玉
 

全
国
 
東
京
 

埼
玉
 

全
国
 
東
京
 

埼
玉
 

全
国
 
東
京
 

埼
玉
 

全
国
 

東
京
 

埼
玉
 

10次防休業4日以上災害件数 

9次防実績 34,630

10次防目標 27,704 △1,987人減 
（△5.7％減） 

10次防実績 32,643

平成15年 
6,729

5,0000
注）平成19年の休業4日以上災害件数は、平成19年12月末現在での推計値である。 

10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000
人 

16年 
6,521

17年 
6,339

18年 
6,389

19年 
6,665

主要な労基法・最賃法違反内容の割合 
（平成19年定期監督等の結果） 

労働基準法違反 

32・40条 
（労働時間） 
35％ 

37条 
（割増賃金） 
23％ 

89条 
（就業規則） 
18％ 

15条 
（労働条件明示） 

16％ 

23・24条 
（賃金支払） 

3％ 

35条 
（休日） 
1％ 

最低賃金法5条 
3％ 

発効日

１９・１０・２０

１９・１２・１

時間額（円）

７０２

７９９

８０１

８１４

８１０

７７８

８１６

種 類

埼 玉 県 最 低 賃 金

非鉄金属製造業
電気機械器具製造業、情報通
信機械器具製造業、電子部品・
デバイス製造業

輸送用機械器具製造業

光学機械器具・レンズ、時計・
同部品製造業

各種商品小売業

自動車小売業

産
業
別
最
低
賃
金

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
の

た
め
に

申
告
の
優
先
処
理

■

労
働
基
準
関
係
法
令
上
の
問
題
が
認
め

ら
れ
る
賃
金
不
払
、
解
雇
等
に
係
る
申

告
・
相
談
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
迅
速
・

的
確
に
対
処
し
ま
す
。

遵
法
水
準
の
向
上

■

監
督
指
導
に
お
け
る
法
違
反
の
状
況
は

左
の
と
お
り
、
労
働
時
間
、
割
増
賃
金

の
関
係
で
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

適
法
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、

監
督
指
導
等
に
よ
り
事
業
主
に
対
し
是

正
改
善
の
徹
底
を
図
り
、
遵
法
水
準
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
、
労
働
基
準
法
、
最
低
賃
金

法
、
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
労
働
基
準

関
係
法
令
の
周
知
徹
底
に
努
め
ま
す
。

賃
金
不
払
残
業
の
解
消

■

労
働
時
間
の
把
握
を
適
正
に
行
わ
ず
、

法
定
の
割
増
賃
金
を
適
正
に
支
払
わ
な

い
賃
金
不
払
残
業
（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）

事
案
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

長
時
間
労
働
の
抑
制

■

長
時
間
に
わ
た
る
恒
常
的
な
時
間
外
労

働
を
な
く
し
、
ま
た
、
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
時
間

外
労
働
協
定
の
適
正
な
締
結
の
確
保
と

時
間
外
労
働

の
限
度
基
準

の
遵
守
に
つ

い
て
周
知
・

指
導
し
ま
す
。

■

埼
玉
県
の
一

般
労
働
者

（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者

を
除
く
）
の

労
働
時
間
は
、

全
国
平
均
及

び
東
京
都
と

比
較
し
て
長

く
な
っ
て
い

ま
す
。
年
次

有
給
休
暇
の

取
得
促
進
や

所
定
外
労
働
の
削
減
の
た
め
の
労
使
の

自
主
的
な
取
組
を
促
し
、
個
々
の
労
働

者
の
健
康
や
生
活
に
配
慮
し
た
労
働
時

間
等
の
設
定
の
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

最
低
賃
金
等
の
履
行
確
保
の

た
め
に

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
最
低
賃
金

■

埼
玉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」、
及
び
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業
別
最
低
賃

金
」
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め
、
ま
た

効
果
的
な
監
督
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

最
低
賃
金
等
の
改
正
の
広
報
・
周
知

■

就
業
形
態
の
多
様
化
等
が
進
展
す
る
中

で
、
最
低
賃
金
制
度
が
十
全
に
機
能
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
最
低
賃
金
の

決
定
基
準
や
罰
金
の
上
限
額
（
５０
万
円

に
引
き
上
げ
）、
派
遣
労
働
者
へ
の
適

用
関
係
な
ど
に
つ
い
て
大
幅
に
改
正
さ

れ
た
「
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」（
平
成
１９
年
１２
月
５
日
公
布

※
）
の
広
報
・
周
知
を
行
い
ま
す
。

※
施
行
期
日
は
公
布
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
を
越
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め

る
日
。

家
内
労
働
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

■

家
内
労
働
法
を
委
託
す
る
場
合
の
最
低

工
賃
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
種
類
、
作

業
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
低
工
賃
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
団
体
、

広
報
機
関
等
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め

る
と
と
も
に
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

の
徹
底
な
ど
家
内
労
働
法
の
履
行
確
保

に
努
め
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に

埼
玉
第
１０
次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
平

成
１５
〜
１９
年
度
）
に
お
い
て
、
�
死
亡
災

害
に
つ
い
て
は
年
間
５０
人
を
下
回
る
こ
と
、

�
休
業
４
日
以
上
災
害
に
つ
い
て
は
、
第

９
次
労
働
災
害
防
止
計
画
期
間
中
に
お
け

る
労
働
災
害
総
件
数
３
４
、６
３
０
人
の

２０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
（
２
７
、７
０
４

人
以
下
と
す
る
）
こ
と
等
の
達
成
目
標
を

設
定
し
、
こ
の
５
年
間
取
組
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
死
亡
災
害
の
減
少
に
つ
い
て
は

平
成
１８
年
、
１９
年
と
達
成
し
ま
し
た
が
、

休
業
４
日
以
上
災
害
に
つ
い
て
は
、
５
・

７
％
減
少
の
３
２
、６
４
３
人
に
止
ま
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
策

定
・
推
進

■

労
働
災
害
の
減
少
を
図
る
た
め
、
新
た

に
策
定
す
る
埼
玉
第
１１
次
労
働
災
害
防

止
計
画
（
平
成
２０
〜
２４
年
度
迄
の
５
ヶ

年
計
画
）
に
基
づ
き
、
１１
次
防
計
画
の

最
終
年
で
あ
る
平
成
２４
年
に
お
い
て
、

１０
次
防
計
画
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
１９

年
と
比
較
し
た
、
労
働
災
害
に
よ
る
死

亡
者
数
及
び
休
業
４
日
以
上
災
害
の
減

少
率
等
に
つ
い
て
、
�
死
亡
災
害
に
つ

い
て
は
２０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
（
年
間

３６
人
以
下
と
す
る
）
こ
と
、
�
休
業
４

日
以
上
災
害
に
つ
い
て
は
、
１５
％
以
上

減
少
さ
せ
る
（
年
間
５
、６
６
５
人
以

下
と
す
る
）
こ
と
、
�
労
働
者
の
「
健

康
確
保
対
策
を
推
進
し
、
定
期
健
康
診

断
の
有
所
見
率
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
の
目
標
を

設
定
し
、
こ
れ
ら
目
標
に
向
け
た
逐
年

で
の
減
少
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
災
害
ゼ
ロ
か
ら
リ
ス
ク
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
て

■

平
成
２０
年
度
に
お
い
て
は
、
労
働
災
害

が
多
発
し
て
い
る
業
種
を
重
点
に
、
機

械
災
害
や
足
場
か
ら
の
墜
落
・
転
落
等

監督指導による賃金不払残業（サービス残業）の是正状況（１００万円以上）

是正支払
金額合計

４４，７１９万円

４７，５６７万円

４１，１１８万円

対象労
働者数

１，３２４

２，０７１

３，１７５

是正事
業場数

２４

４０

４８

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年（４月～１２月末）
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その他 
40件 

（27％） 

（平成19年計） 

助言・指導の内訳 

雇い止め 
14件 
（9％） 

解雇 
49件 

（34％） 
149件 労働条件の 

引き下げ 
12件 
（8％） 

労働条件の 
引き下げ 
12件 
（8％） 

いじめ・ 
嫌がらせ 
17件 

（11％） 

いじめ・ 
嫌がらせ 
17件 

（11％） 

退職勧奨 
17件 

（11％） 

その他 
40件 

（27％） 

（平成19年計） 

あっせん申請の内訳 

雇い止め 
10件 
（9％） 

解雇 
35件 

（33％） 
107件 

労働条件の 
引き下げ 
10件 
（9％） 

労働条件の 
引き下げ 
10件 
（9％） 

いじめ・ 
嫌がらせ 
19件 

（18％） 

いじめ・ 
嫌がらせ 
19件 

（18％） 

その他 
33件 

（31％） 

民事上の相談の内訳 

（平成19年計） 

解雇 
3,632件 
（25％） 

11,022件 労働条件の 
引き下げ 
1,647件 
（11％） 

いじめ・ 
嫌がらせ 
1,517件 
（10％） 

退職勧奨 
1,236件 
（8％） 

その他の 
労働条件 
1,068件 
（7％） 

その他の 
労働条件 
1,068件 
（7％） 

その他 
5,375件 
（39％） 

その他 
5,375件 
（39％） 

の
特
定
災
害
対
策
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
普
及
推
進
な
ど
、
事
業
場
の
自
主
的

安
全
衛
生
活
動
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

快
適
職
場
と
健
康
確
保
の

た
め
に

産
業
構
造
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

高
齢
化
の
進
展
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、

職
場
で
は
脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症
に
つ
な

が
る
健
康
障
害
、
精
神
障
害
に
よ
る
自
殺

者
が
増
加
し
て
お
り
、
心
身
の
負
担
が
少

な
い
快
適
職
場
を
求
め
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
じ
ん
肺
や
腰
痛
等
の

職
業
性
疾
病
の
発
生
も
み
ら
れ
ま
す
。

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
よ
る
と
、

何
ら
か
の
所
見
を
有
す
る
者
（
有
所
見

者
）
の
割
合
（
有
所
見
率
）
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
県
で
は
全
国
平
均
値
よ
り
も
有

所
見
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

働
く
人
の
健
康
確
保
の
た
め
、
過
重
労

働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

■

長
時
間
労
働
を
行
っ
た
労
働
者
に
対
す

る
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
制
度
の
周
知

徹
底
を
図
り
ま
す
。

■

小
規
模
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
個
別
訪
問

産
業
保
健
指
導
」
の
利
用
に
よ
る
産
業

保
健
活
動
の
実
施
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ

ッ
フ
（
産
業
医
・
衛
生
管
理
者
等
）
の

産
業
保
健
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
、

埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
促
進
し
ま
す
。

■

県
内
の
各
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
事
業
場
か
ら
の
過
重
労
働

に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
ま
た
、
労
働
者
か

ら
の
健
康
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健

康
福
祉
機
構
（
各
労
災
病
院
）
で
は
「
勤

労
者

心
の
電
話
相
談
」
を
設
置
し
、

労
働
者
等
か
ら
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
付
け
て
い
ま

す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
粉
じ
ん
等
に
よ
る
健
康
障

害
防
止
対
策

■

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
対
策
に
つ
い
て

は
以
下
の
対
策
を
中
心
に
推
進
を
図
り

ま
す
。

・
石
綿
使
用
建
築
物
等
の
解
体
時
等
に

お
け
る
ば
く
露
防
止
対
策
の
徹
底

・
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
の
製
造
等
前
面
禁

止
の
徹
底

・
石
綿
健
康
診
断
の
実
施
等
に
よ
る
健

康
管
理
対
策
及
び
健
康
管
理
手
帳
制

度
の
周
知

■

ず
い
道
等
建
設
工
事
に
お
け
る
粉
じ
ん

障
害
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

本
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
粉
じ
ん

障
害
防
止
規
則
等
の
周
知
を
含
め
、
粉

じ
ん
障
害
防
止
の
総
合
的
な
対
策
に
よ

り
、
じ
ん
肺
の
予
防
を
図
る
と
と
も
に
、

重
大
災
害
に
つ
な
が
る
こ
と
の
多
い
酸

素
欠
乏
症
、
硫
化
水
素
中
毒
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
、
有
機
溶
剤
中
毒
等
の
防
止

を
図
り
ま
す
。

快
適
職
場
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

■

各
事
業
場
が
自
主
的
に
職
場
環
境
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
を
行
政
が
支
援
す

る
「
快
適
職
場
推
進
計
画
制
度
」
に
基

づ
く
埼
玉
労
働
局
長
の
認
定
事
業
場
数

は
過
去
最
高
（
平
成
２０
年
１
月
末
現
在

８９
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

同
制
度
を
広
報
し
、
事
業
場
の
積
極
的

な
取
組
を
支
援
し
ま
す
（
申
請
先
�
埼

玉
快
適
職
場
推
進
セ
ン
タ
ー
）。

迅
速
・
適
正
な
労
災
補
償
の

た
め
に

脳
・
心
臓
疾
患
事
案
、
精
神
障
害
等
事

案
及
び
石
綿
関
連
疾
患
事
案
に
係
る
労
災

請
求
件
数
は
、
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
全
体
の
労
災
保
険
給
付
の
新
規
受

給
者
数
は
、
こ
こ
数
年
３
万
２
千
人
か
ら

３
万
３
千
人
で
推
移
し
て
お
り
、
全
国
的

に
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
労
災
請
求
に
対
し
て
、
早
期
処

理
の
た
め
の
組
織
的
取
組
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
迅
速
・
適
正
な
保
険

給
付
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
３
年
の
時
限
法
と
し
て
平
成
１８

年
３
月
２７
日
に
施
行
さ
れ
た
石
綿
救
済
法

に
基
づ
く
遺
族
特
別
給
付
金
に
関
し
て
は
、

請
求
期
限
が
平
成
２１
年
３
月
２７
日
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
請
求
漏
れ
防
止
の
た

め
に
、
広
く
周
知
・
広
報
を
行
い
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の
早
期
解
決

の
た
め
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
県
内
に
９
箇
所
の

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
専

門
の
相
談
員
が
、
労
働
者
や
事
業
主
か

ら
の
様
々
な
労
働
問
題
に
関
す
る
ご
相

談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
平
成
１９
年
は
、
５
万
４
千
件
を
超

え
る
多
く
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
約
２
割
に
あ
た
る
１
万
１
千
件

が
、
労
働
基
準
法
等
の
法
令
上
は
違
反

の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
民
事
上
」
の
労

働
相
談
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
下
図

（
右
）
の
と
お
り
、「
解
雇
」
が
４
分

の
１
を
占
め
、
続
い
て
「
労
働
条
件
の

引
き
下
げ
」「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」「
退

職
勧
奨
」「
そ
の
他
の
労
働
条
件
」
と

多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
の
お
手
伝
い

■

労
働
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
紛
争
当
事

者
間
の
自
主
的
な
解
決
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
解
決
に
至
ら
な
い
場
合
は
、

労
働
局
長
に
よ
る
「
助
言
・
指
導
」
も

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
紛
争
当
事
者
間

に
学
識
経
験
者
で
あ
る
紛
争
調
整
委
員

が
入
り
、
話
し
合
い
に
よ
り
解
決
を
図

る
「
あ
っ
せ
ん
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
の
助
言
・
指
導
の
申
出
は
１

４
９
件
、
あ
っ
せ
ん
申
請
は
１
０
７
件

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
下
図
の
と
お
り

で
し
た
。
埼
玉
労
働
局
で
は
、
当
事
者

双
方
の
参
加
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
を
実
施

し
た
場
合
は
、
そ
の
約
９０
％
に
及
ぶ
全

国
で
も
類
を
見
な
い
高
率
で
紛
争
が
解

決
し
て
い
ま
す
。

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

全
国
的
に
も
完
全
失
業
率
は
３
％
台
後

半
で
推
移
し
て
お
り
、
埼
玉
労
働
局
管
内

の
有
効
求
人
倍
率
も
平
成
１８
年
１
・
０３
倍
、

１９
年
１
・
０１
倍
と
２
年
連
続
し
て
１
倍
を

超
え
る
な
ど
、
雇
用
情
勢
は
改
善
基
調
に

あ
る
も
の
の
、
こ
の
と
こ
ろ
新
規
求
人
数

の
減
少
な
ど
改
善
の
動
き
は
弱
ま
っ
て
い

ま
す
。

雇
用
情
勢
は
改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
必
ず
し
も
就
職
件
数
の
増
加
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
内
１５
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
種
、

年
齢
、
能
力
、
賃
金
や
雇
用
形
態
等
に
よ

る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
縮
小
に
努
め
、

求
職
者
の
早
期
再
就
職
が
図
ら
れ
る
よ
う

積
極
的
な
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
な
い
市
町

村
の
方
々
の
就
職
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
に
「
地
域
職
業
相
談
室
」
を
設
置
し
、

就
職
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
縮
小
の

た
め
に

求
職
者
・
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
雇

―３６―
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卒業年（各年3月卒） 

就職内定率 
求人倍率 

新規高卒者　求人倍率／就職内定率（埼玉県） 
各年1月末現在 

用
対
策

経
済
の
動
き
を
見
る
と
、
景
気
に
一
部

弱
さ
が
見
ら
れ
る
が
、
回
復
基
調
に
あ
り
、

埼
玉
の
雇
用
情
勢
は
、
基
本
的
に
改
善
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
動
き
は
弱
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
状
況
を
把

握
し
た
う
え
で
、
求
職
者
、
求
人
者
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
・
的
確
な
求

人
、
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

■

求
職
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
か
つ

十
分
に
把
握
し
、
個
々
の
求
職
者
に
応

じ
た
就
職
支
援
策
と
し
て
、
求
職
者
担

当
制
を
実
施
し
、
就
職
実
現
プ
ラ
ン
の

作
成
等
を
効
果
的
に
行
い
、
早
期
再
就

職
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

求
人
者
の
採
用
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
求
人
票
の
作
成
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
求
人
が
早
期
に

充
足
す
る
た
め
の
求
人
者
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
強
化
を
図
り
ま
す
。

■

職
業
紹
介
部
門
と
雇
用
保
険
部
門
の
連

携
を
進
め
、
雇
用
保
険
受
給
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
た
効
果
的
な
支
援
を

行
い
、
早
期
再
就
職
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

■

求
職
者
と
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
の
差
が
大

き
い
正
社
員
雇
用
の
拡
大
を
促
進
す
る

た
め
、
求
人
者
に
は
正
社
員
雇
用
の
メ

リ
ッ
ト
を
訴
え
、
正
社
員
求
人
の
増
加

に
努
め
ま
す
。
一
方
、
求
職
者
に
は
面

接
会
や
事
業
所
見
学
等
を
実
施
し
、
事

業
所
理
解
を
深
め
、
就
職
機
会
の
増
加

を
図
り
、
労
使
就
職
支
援
機
構
と
も
連

携
し
て
正
社
員
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

■

隣
接
他
都
県
へ
の
就
職
割
合
が
３
割
以

上
と
い
う
特
性
に
対
応
し
て
、
他
都
県

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
求
人
情
報
を
積
極

的
に
交
換
す
る
な
ど
、
局
管
内
を
越
え

た
職
業
紹
介
業
務
を
推
進
し
ま
す
。

■

子
育
て
中
の
求
職
者
等
に
対
し
て
は
、

マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
や
新
た
な
支
援
拠
点

に
お
い
て
、
担
当
制
で
の
き
め
細
や
か

な
職
業
相
談
等
と
実
施
す
る
と
と
も
に
、

両
立
支
援
に
取
り
組
む
企
業
情
報
や
保

育
関
係
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、総
合

的
か
つ
一
貫
し
た
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

若
年
者
の
就
職
促
進
の

た
め
に

フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇
用
化
に
向
け
て

若
年
者
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
全
年
齢

層
に
比
べ
高
く
、
求
人
は
多
い
も
の
の
若

年
者
の
経
験
や
能
力
の
不
足
等
か
ら
就
職

に
結
び
つ
か
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
相
談
状
況
に
つ

い
て
み
る
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
し

た
専
用
窓
口
で
、
き
め
細
や
か
な
就
職
支

援
を
行
っ
た
結
果
、
２
５
、６
５
１
人
と

前
年
よ
り
１
、３
７
７
人
減
少
し
ま
し
た

が
、
２５
歳
以
上
の
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
横
ば
い
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
フ
リ
ー
タ
ー
未
然
防
止
の

推
進
と
と
も
に
、
常
用
就
職
支
援
等
を
行

う
「
フ
リ
ー
タ
ー
常
用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
、
若
者
の
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

中
学
校
・
高
等
学
校
と
連
携
し
、
生
徒

の
勤
労
観
・
職
業
観
等
を
醸
成
す
る
た

め
、
キ
ャ
リ
ア
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
職

場
見
学
な
ど
、
在
学
中
に
お
け
る
職
業

意
識
形
成
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
内
定
率
、
職
場
定
着
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

■

若
年
求
職
者（
特
に
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
）

の
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

し
、
担
当
制
で
の
職
業
相
談
、
ジ
ョ
ブ

ク
ラ
ブ
、
ジ
ョ
ブ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取

組
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

支
援
を
実
施
し
常
用
雇
用
化
を
図
り
ま

す
。

■

若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
積
極
的
な

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対

す
る
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
常
用
雇
用
に
関

す
る
啓
発
を
行
い
、
効
果
的
な
就
職
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
促
進
の

た
め
に

雇
用
率
の
向
上
（
雇
用
率
達
成
指
導
）

■

平
成
１９
年
６
月
１
日
現
在
の
実
雇
用
率

は
１
・
４６
％
と
、
前
年
（
１
・
４５
％
）

よ
り
上
昇
し
た
も
の
の
、
調
査
対
象
企

業
数
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、
前
年
比
で

は
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、平
成
２３
年
に
実
雇
用
率
１
・

８０
％
を
達
成
目
標
と
し
て
、
県
と
一
体

と
な
っ
て
取
組
を
進
め
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
１
年
毎
の
達
成
目
標
数
値
を
定

め
、
指
導
に
際
し
て
は
未
達
成
の
要
因

を
分
析
し
、
計
画
を
滞
り
な
く
実
施
す

る
よ
う
継
続
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、公
的
機
関
に
つ
い
て
も
、早
期
雇

用
率
達
成
に
向
け
て
、
労
働
局
が
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
と
も
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

職
業
相
談
・
適
格
紹
介
・
求
人
開
拓
等

に
よ
り
、
平
成
１８
年
度
は
就
職
件
数
が

１
、６
２
８
件
で
対
前
年
度
比
２５
・
３

％
と
全
国
第
３
位
の
伸
び
で
し
た
。
ま

た
、
平
成
１９
年
度
（
４
月
〜
１２
月
）
の

就
職
件
数
も
１
、３
４
４
件
と
前
年
同

期
比
で
１３
・
７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有

す
る
障
害
者
専
門
支
援
員
等
に
よ
り
障

害
の
種
類
・
程
度
等
、
障
害
者
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
的
確
で
き
め
細

や
か
な
職
業
指
導
・
紹
介
を
実
施
し
、

障
害
者
試
行
雇
用
事
業
の
積
極
的
な
活

用
な
ど
雇
用
支
援
策
を
効
果
的
に
活
用

し
て
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
・
教
育
等
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

就
労
支
援
を
も
行
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
対
策
の
促
進
の

た
め
に

雇
用
確
保
措
置
に
関
す
る
事
業
主
に
対
す

る
相
談
・
援
助

■

平
成
２５
年
度
に
か
け
て
義
務
対
象
年
齢

が
段
階
的
に
６５
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
６５
歳
ま
で
の
確
保
措
置

を
導
入
す
る
よ
う
周
知
・
啓
発
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
２０
年

１
月
１
日
現
在
で
は
、
県
内
企
業
の

９５
・
９
％
が
６５
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の

確
保
措
置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、希
望
者
全
員
と
な
る
と
、依
然
４２
・

５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
事
業
主
に
対
し
、
で
き
る
だ
け

希
望
者
全
員
に
対
す
る
確
保
措
置
の
導

入
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
確
保
措
置
の
導
入
に
あ
た
っ

て
賃
金
・
人
事
処
遇
制
度
の
見
直
し
な

ど
、
課
題
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
高

年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し

て
、専
門
・
技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

高
い
就
労
意
欲
を
有
す
る
高
齢
者
が
、

そ
の
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
６５

歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
６０
歳
台
後
半
層
に
お
け
る
就
労
ニ

ー
ズ
の
一
層
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
等
を
踏
ま
え
、
意
欲
が
あ
っ
て
働

け
る
状
態
に
あ
る
方
に
つ
い
て
は
「
７０

歳
ま
で
働
け
る
」
雇
用
機
会
の
確
保
に

向
け
普
及
・
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
援
助
・
促
進

■

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
き
め
細
や
か

な
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
等
を
行
い
、

特
に
再
就
職
の
緊
急
性
が
高
く
試
行
雇

用
が
必
要
な
求
職
者
に
対
し
て
は
、
中

高
年
試
行
雇
用
事
業
を
積
極
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対
し
て
試

行
雇
用
終
了
後
の
常
用
雇
用
へ
の
移
行

に
つ
い
て
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
支
給
開
始
前
に
定
年
退
職

し
た
求
職
者
等
、
意
欲
と
能
力
を
有
す

る
団
塊
世
代
の
高
齢
者
に
対
す
る
再
就

職
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
協
力
を
行
う
こ
と
と

し
事
業
主
団
体
を
通
じ
、
傘
下
の
求
人

事
業
主
や
定
年
退
職
者
を
対
象
と
し
て

就
職
面
接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
行

う
「
地
域
団
塊
世
代
雇
用
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

民
間
等
労
働
力
需
給
調
整
事

業
の
適
正
な
運
営
と
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
の
た
め
に

派
遣
労
働
者
等
が
安
心
、
納
得
し
て
働
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
整
備

■

平
成
２０
年
１
月
１
日
現
在
の
労
働
者
派

遣
事
業
所
数
は
１
、８
９
４
事
業
所
で

あ
り
、
平
成
１９
年
３
月
末
現
在
の
派
遣

労
働
者
数
は
９
５
、６
０
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■

埼
玉
労
働
局
で
は
、
労
働
者
保
護
の
拡

―３７―
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女性の年齢階級別労働力率 
充
を
図
る
た
め
、
民
間
需
給
調
整
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
、
派
遣
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

■

製
造
業
な
ど
の
偽
装
請
負
等
、
違
法
派

遣
の
防
止
・
解
消
に
向
け
て
厳
正
な
指

導
監
督
を
実
施
し
、
適
正
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

４

性
別
に
よ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

全
国
の
都
道
府
県
の
中
で
も
埼
玉
県
は
、

女
性
の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
の
い
わ
ゆ

る
Ｍ
字
型
の
谷
が
か
な
り
深
く
な
っ
て
い

ま
す
。
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
期
に
あ
る

女
性
の
就
労
が
中
断
し
て
い
る
実
情
に
あ

る
一
方
、
働
い
て
い
な
い
女
性
の
就
業
希

望
率
は
３２
・
２
％
で
全
国
第
２
位
と
高
水

準
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
継
続
就
労
を
可
能
と
す
る
雇

用
環
境
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

均
衡
待
遇
確
保
の
た
め
に

埼
玉
県
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率

は
平
成
１８
年
３６
・
３
％
と
全
国
第
１
位
の

高
水
準
で
あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

が
安
心
、
納
得
し
て
働
き
、
そ
の
能
力
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
雇
用
環
境
の

環
境
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
衡
待
遇
確

保
を
図
る
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

に
つ
い
て
、
事
業
主
、
労
働
者
、
こ
れ

か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
し
て
働

こ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
法
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
か
ら
の
相
談

に
的
確
に
対
応
し
、
法
違
反
の
疑
い
の

あ
る
事
業
所
を
把
握
し
た
場
合
は
、
迅

速
に
報
告
徴
収
を
実
施
し
、
的
確
な
行

政
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

■

労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決
の
援
助
及

び
調
停
制
度
の
利
用
を
促
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
紛

争
が
迅
速
に
解
決
さ
れ
る
よ
う
積
極
的

に
援
助
し
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
多
数
雇
用
す

る
業
種
を
重
点
対
策
と
し
て
、
事
業
主

団
体
等
と
連
携
し
集
団
指
導
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
事
業
所
訪
問
を
行
う
場

合
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
衡

待
遇
確
保
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保
の
た
め
に

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
違
反
に
対
し
て

は
、
迅
速
か
つ
厳
正
に
是
正
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
男
女
労
働
者
の
間
に
事
実
上

生
じ
て
い
る
格
差
を
解
消
し
、
女
性
の
継

続
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
可
能
に
す
る
た

め
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
働
き
か
け
ま
す
。

■

い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
の
谷
を
引
き
上
げ
て

い
く
た
め
に
も
、
労
働
者
か
ら
の
相
談

に
つ
い
て
は
、妊
娠
・
出
産
等
や
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、意
に
反
し
て
離
職
す
る
こ
と
な

く
、継
続
雇
用
さ
れ
る
よ
う
均
等
法
の
履

行
確
保
と
紛
争
解
決
援
助
を
行
い
ま
す
。

■

派
遣
労
働
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
対
し
て
も
、
均
等
法
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し
ま
す
。

■

実
効
あ
る
男
女
均
等
取
扱
い
を
確
保
す

る
た
め
、
雇
用
管
理
の
実
態
に
男
女
労

働
者
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
企
業
に
対

し
て
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
積
極
的
取

組
）
を
促
し
ま
す
。

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立全

国
の
都
道
府
県
の
中
で
も
埼
玉
県
は

全
国
２
番
目
に
核
家
族
世
帯
が
多
く
、
子

育
て
世
代
の
男
性
の
労
働
時
間
が
長
い

（
全
国
第
４
位
）
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
男
性
の
子
育
て
に
関

す
る
事
業
主
の
理
解
を
深
め
、
男
女
労
働

者
が
安
心
し
て
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と

の
両
立
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
風
土
の
改

革
を
促
し
ま
す
。

■

育
児
休
業
の
申
出
等
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
い
の
根
絶
に
向
け
て
育
児
・

介
護
休
業
法
の
周
知
徹
底
や
法
に
沿
っ

た
制
度
等
と
す
る
よ
う
規
定
整
備
指
導

を
強
力
に
進
め
ま
す
。

■

男
性
の
育
児
休
業
取
得
は
未
だ
に
進
ん

で
い
な
い
こ
と
か
ら
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
の
重
要
性
に
つ
い
て
事
業
主
の
理

解
を
深
め
、
職
場
風
土
の
改
革
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

■

職
場
風
土
の
改
革
促
進
の
た
め
に
も
、

労
働
者
数
３
０
０
人
以
下
の
企
業
に
お

い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
」
の
策
定
・
届
出
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
啓
発
指
導
を
行
い
ま
す
。

■

「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
の
労
働
局

長
の
認
定
は
、
各
企
業
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
両
立
支
援
対
策

促
進
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

多
く
の
企
業
が
認
定
を
目
指
し
つ
つ
次

世
代
育
成
支
援
対
策
に
取
り
組
む
よ
う

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用
の
た
め
に

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
）
は
、
労
働
者
が
安
心
で
安
全
に
働

け
る
た
め
の
制
度
で
、
労
災
保
険
は
労
働

者
の
業
務
上
・
通
勤
途
上
の
負
傷
、
死
亡

の
場
合
に
被
災
労
働
者
及
び
遺
族
へ
必
要

な
給
付
を
行
い
、
雇
用
保
険
は
労
働
者
が

失
業
等
の
場
合
に
、
労
働
者
の
生
活
及
び

雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
必
要
な
給
付
を

行
う
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
・

国
民
負
担
の
平
準
化
・
公
平
化
を
図
る
た

め
全
国
一
元
的
運
営
す
る
と
と
も
に
、
労

働
基
準
関
係
業
務
や
職
業
紹
介
業
務
と
一

体
不
可
分
に
運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
主
は

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
労
働
保
険
加
入
に
つ
い
て
積
極
的

な
広
報
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
未
手
続
き
事
業
場
の
的
確
な
把

握
に
努
め
、
計
画
的
な
適
用
促
進
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
適
用
促
進
活
動
に
よ

っ
て
も
自
主
的
に
加
入
手
続
を
と
ら
な

い
事
業
主
に
対
し
て
は
職
権
に
よ
る
成

立
手
続
を
行
い
ま
す
。

平
成
１９
年
度
１２
月
末
の
労
働
保
険
適
用

事
業
場
数
は
１
６
０
、１
０
５
事
業
場
で

あ
り
、
年
々
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■

労
働
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
お
り
、
以
下
の
主
要
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
労
働
保
険
の
確
定
及
び
概
算
保
険
料

の
適
正
な
自
主
的
申
告
・
納
付
手
続

指
導
の
実
施

・
費
用
の
公
平
負
担
を
期
す
た
め
の
労

働
保
険
料
の
確
認
・
調
査
の
実
施

・
労
働
保
険
料
の
積
極
的
な
納
付
督
励

の
実
施

平
成
１８
年
度
の
労
働
保
険
料
徴
収
決
定

額
は
雇
用
・
労
災
勘
定
あ
わ
せ
て
１
、

２
８
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴

い
、
労
働
保
険
年

度
更
新
期
間
等
が

２１
年
度
か
ら
下
表

の
と
お
り
変
更
さ

れ
ま
す
。

■

保
険
料
率

労
災

保
険
４
・
５
〜
１

１
８
／
１
、０
０

０
（
全
額
事
業
主

負
担
）

雇
用
保
険（
一
般
）

１５
／
１
、０
０
０

（
事
業
主
負
担
９

／
１
、０
０
０
・

被
保
険
者
負
担
６

／
１
、０
０
０
）

納付期限

３期

１１月３０日

１月３１日

２期

８月３１日

１０月３１日

全期（１期）

５月２０日

７月１０日

年度更新期間

４月１日～５月２０日

６月１日～７月１０日

平成２０年度

平成２１年度以降

―３８―
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国
民
視
点
に
立
っ
た
先
進
的
な
電
子
社
会
実

現
へ
提
言

―
「
電
子
行
政
」
な
ど
４
分
野
で
の
取
り
組

み
の
課
題
と
対
策
提
示

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
４
月
１５
日
、
提

言
「
国
民
視
点
に
立
っ
た
先
進
的
な
電
子
社
会
の
実
現
に
向

け
て
」
を
発
表
し
た
。
同
提
言
は
、
わ
が
国
が
「
国
民
視
点

に
立
っ
た
先
進
的
な
電
子
社
会
」
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
電

子
行
政
」「
企
業
の
Ｉ
Ｔ
経
営
」「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
高

度
情
報
通
信
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
人
材
育
成
」
の
４
分
野
に

お
け
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
と
対
策
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
提
言
の
目
的
を
述
べ
て
い

る
。
政
府
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」

に
基
づ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
が
、
４
分
野
の
進
捗

に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
今
年
は
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」
の

折
り
返
し
点
に
当
た
る
が
、
わ
が
国
が
抱
え
る
課
題
を
「
見

え
る
化
」
し
、
そ
の
対
策
を
提
案
し
、
戦
略
の
実
現
を
確
実

な
も
の
に
す
る
こ
と
が
提
言
の
目
的
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
効
率
的
で
透
明
性
の
高
い
電
子
行
政
を
実

現
す
る
た
め
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
政
府
の
取
り

組
み
で
は
、
行
政
の
業
務
改
革
や
国
民
の
目
線
が
欠
落
し
て

お
り
、
電
子
行
政
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
で
き
る
よ
う
な

体
制
も
十
分
に
整
っ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
提
言
で
は
、
実

現
す
べ
き
電
子
行
政
の
姿
を
明
確
に
示
し
た
上
で
、
ま
ず
、

電
子
行
政
の
実
現
の
た
め
に
、
省
庁
横
断
的
か
つ
強
制
力
の

あ
る
推
進
体
制
と
し
て
、
総
理
大
臣
直
轄
の
「
電
子
行
政
推

進
会
議
」と
、
実
務
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
家
か
ら
な
る「
電

子
行
政
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、「
電
子
行
政
推
進
法
」
を
制
定
し
、
各
省

庁
に
業
務
改
革
や
電
子
申
請
の
原
則
化
を
法
的
に
義
務
付
け

る
こ
と
や
、
国
民
の
合
意
の
下
で
、
個
人
・
企
業
等
に
対
す

る
認
識
コ
ー
ド
を
統
一
す
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。

第
三
章
の
「
わ
が
国
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
経
営
の
推
進
」

で
は
、
ま
ず
、
わ
が
国
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
の
多
く
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
投
資
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
が
米
国
等
と
比
較
し
て

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
企
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
を
遂

行
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
責
任

者
）
人
材
の
育
成
・
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
間
で
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
等
を
共
有
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
や
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化

に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
経
営
の
底
上
げ
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

第
四
章
の
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い

て
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
が
ま
す
ま
す
多
様
化
・

高
度
化
し
、
人
的
要
因
に
よ
る
情
報
漏
え
い
事
故
も
引
き
続

き
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
対
策
と
し
て
、
米
国
に

な
ら
い
、
政
府
機
関
に
は
法
律
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
強
化
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
過

去
の
情
報
漏
え
い
事
故
等
か
ら
得
た
教
訓
を
共
有
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
や
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
の
可

視
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
官
民
連
携
で
進
め
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。

第
五
章
の
「
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
活
用
の
推
進
」

に
つ
い
て
は
、
産
業
界
側
が
求
め
る
人
材
と
大
学
が
供
給
す

る
人
材
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
中
、
日
本
経
団
連
で
は
筑
波

大
学
、
九
州
大
学
と
連
携
し
て
大
学
院
の
新
コ
ー
ス
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
個
別
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
産
学
共
同
に
よ
る
自
発
的
な
取
り
組
み
を
い
か

に
国
と
し
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
、
全
国
に
拡
大
す
る

か
が
課
題
で
あ
る
。
提
言
で
は
、
日
本
経
団
連
が
昨
年
１２
月

の
提
言
「
高
度
情
報
通
信
人
材
育
成
の
加
速
化
に
向
け
て
」

で
提
案
し
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想
の
実
現
に
よ

り
、
国
主
導
に
よ
る
安
定
的
な
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
育
成
を
推

進
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。

最
後
に
、
第
六
章
の
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
提
言
が
め
ざ

す
電
子
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政
、
経
営
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
着
実

に
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
締
め
く
く
っ

て
い
る
。

提
言
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
投
資
環
境
の
整
備
の

あ
り
方
に
関
す
る
意
見
」
公
表

―
わ
が
国
海
外
投
資
の
法
的
基
盤
の
整
備
等

に
向
け
て

日
本
経
団
連
は
４
月
１５
日
、
提
言
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
投
資

環
境
の
整
備
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
―
わ
が
国
海
外
投
資

の
法
的
基
盤
の
整
備
等
に
向
け
て
―
」
を
公
表
し
た
。
同
提

言
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
を
求
め
た
提
言

「
対
外
経
済
戦
略
の
構
築
と
推
進
を
求
め
る
」（
２
０
０
７

年
１０
月
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
海
外
投
資
の
増
加
を
背
景
と
し
て
、
関
税
等
の
貿

易
障
壁
の
削
減
・
撤
廃
に
と
ど
ま
ら
ず
、
投
資
に
か
か
わ
る

外
資
規
制
等
、
海
外
投
資
活
動
に
関
す
る
障
壁
の
削
減
・
撤

廃
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
か
ね
て
国
際
投
資
ル
ー
ル
の
構
築
や

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）・
投
資
協
定
に
よ
る
投
資
の
自

由
化
・
円
滑
化
を
政
府
に
働
き
か
け
て
き
た
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド

ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
投
資
は
交
渉
対
象
と
な
ら
ず
、

一
方
、
世
界
で
は
多
く
の
二
国
間
投
資
協
定
や
、
投
資
ル
ー

ル
を
含
む
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、

わ
が
国
は
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て
い
る
。

わ
が
国
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
地
域

に
つ
い
て
も
、
二
国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
投
資
自
由
化
の
レ
ベ
ル
は

現
状
維
持
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
く
、
多
国
間
ル
ー
ル
の
整

備
も
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
投
資
協
定
・
投
資
章

を
含
む
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
実
現
し
て
も
、
相
手
国
に
よ
っ
て
は
必
ず

し
も
十
分
な
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
同
提
言
で
は
、
わ

が
国
海
外
投
資
の
法
的
基
盤
の
整
備
等
に
向
け
て
実
現
す
べ

き
内
容
・
相
手
国
を
次
の
と
お
り
整
理
し
た
。

１
�
投
資
に
関
す
る
質
の
高
い
法
的
基
盤
の
早
急
な
整
備

�
投
資
の
保
護
・
自
由
化
の
推
進

ま
ず
、
多
国
間
投
資
ル
ー
ル
の
整
備
に
向
け
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
次

期
ラ
ウ
ン
ド
で
投
資
を
交
渉
対
象
と
す
る
よ
う
働
き
か
け
を

継
続
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
、
当
面
、
推
進
す
べ

き
事
項
と
し
て
、
第
１
に
、
現
在
交
渉
中
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
投
資

協
定
の
早
期
妥
結
と
発
効
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
最
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

第
２
に
、
投
資
章
を
含
む
Ｅ
Ｐ
Ａ
あ
る
い
は
投
資
協
定
が

未
締
結
の
重
要
な
国
・
地
域
と
早
急
に
交
渉
を
開
始
す
べ
き

で
あ
る
。
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
外
資
参
入
の
自
由
化
等
を

含
む
質
の
高
い
内
容
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
戦
略
的
に
重
要
な
国
や
わ
が
国
の
競
争
条
件
が
第
三

国
に
劣
後
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
可
能
性
を
検
討

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
投
資
保
護
・
自
由

化
が
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
前
段
階
と
し
て
投

資
協
定
を
先
行
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、
短
期
間
で

質
の
高
い
合
意
が
困
難
な
場
合
に
は
、
将
来
、
質
の
高
い
内

容
に
改
訂
す
る
た
め
の
根
拠
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
対
象
国
と
し
て
は
、（
Ａ
）
投
資
が
比
較
的
多
く
、

投
資
保
護
・
自
由
化
の
必
要
性
が
高
い
国
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
南

ア
、
中
・
東
欧
諸
国
）、（
Ｂ
）
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
の
確
保
な
ど
国
益
の
観
点
か
ら
投
資
の
保
護
・
自
由
化

を
進
め
る
べ
き
国
（
中
東
、
中
南
米
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
３
に
、
既
存
の
協
定
に
つ
い
て
も
、
投
資
の
保
護
・
自

由
化
の
水
準
の
向
上
に
向
け
、
継
続
的
に
見
直
し
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

�
租
税
条
約
・
社
会
保
障
協
定
の
締
結
等
の
推
進

投
資
協
定
・
投
資
章
を
含
む
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
み
を
も
っ
て
投
資

に
係
る
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
投
資

協
定
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
並
ぶ
法
的
な
基
盤
と
し
て
、
租
税
条
約
・

社
会
保
障
協
定
の
締
結
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

２
�
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
た
め
の
官
民
協
議
・
対
話
の
推

進
事
業
展
開
に
あ
た
り
課
題
の
多
い
国
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
整
備
を
目
的
と
す
る
官
民
合
同
の
協
議
・
対
話
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
協
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
・
投
資
協
定
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
は
そ
れ
に
先
行
し
て
、

日
々
変
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
ニ
ー
ズ
に
即
し
、
民
間
か

ら
改
善
要
望
等
を
継
続
的
に
提
起
で
き
る
枠
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

今
後
の
国
際
協
力
の
あ
り
方
で
提
言

―
基
本
的
考
え
方
や
具
体
的
課
題
、
包
括
的

に
取
り
ま
と
め

日
本
経
団
連
は
４
月
１５
日
、
提
言
「
今
後
の
国
際
協
力
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
今
年
５
月

の
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｉ
Ｖ
）、

７
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
国

際
協
力
に
対
す
る
姿
勢
が
世
界
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
を
控
え
、
国
際
協
力
に
関
す
る
日
本
経
団
連
の
考
え
方

を
包
括
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
提
言
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

�
�
今
後
の
国
際
協
力
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

１
�
国
際
協
力
を
め
ぐ
る
国
際
潮
流

か
つ
て
世
界
第
１
位
だ
っ
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
米
国
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
に
次
ぐ
第
５
位
に
転
落
し
た
。

一
方
、
援
助
を
め
ぐ
る
国
際
潮
流
は
、
貧
困
削
減
偏
重
か
ら
、

経
済
成
長
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
再
評
価
へ
と
変
化
し
て
き
て

お
り
、
日
本
が
活
躍
で
き
る
領
域
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

２
�
国
際
協
力
へ
の
戦
略
的
対
応

日
本
の
国
際
協
力
を
「
国
際
益
」
の
み
な
ら
ず
「
国
益
」

に
沿
っ
て
、
戦
略
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
際
の
主
な
視
点
は
「
経
済
成
長
へ
の
貢
献
」
で
あ
る
。
途

上
国
を
含
め
た
世
界
経
済
の
成
長
は
、
日
本
経
済
に
と
っ
て

の
利
益
で
も
あ
り
、
被
援
助
国
の
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
国

際
協
力
は
、
有
力
な
手
段
で
あ
る
。
併
せ
て
「
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
料
の
確
保
」「
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
」
と

い
っ
た
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

３
�
国
際
協
力
に
お
け
る
課
題

第
一
の
課
題
は
「
必
要
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
確
保
」
で
あ
る
。

外
交
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
や
国
益
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
れ
ば
、

１０
年
以
上
続
い
て
い
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
削
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
「
官
民
連
携
の
推
進
」
で
あ
る
。
世
界
の

援
助
潮
流
が
経
済
成
長
重
視
に
回
帰
し
つ
つ
あ
る
中
、
日
本

企
業
の
技
術
力
を
活
か
し
た
投
資
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。第

三
の
課
題
は
「
国
際
機
関
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

発
揮
」
で
あ
る
。
日
本
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
金
額
を

国
際
機
関
に
出
資
・
拠
出
し
て
い
る
も
の
の
、
存
在
感
や
発

言
力
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。
拠
出
金
の
配
分
や
人
事
交

流
を
戦
略
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

第
四
の
課
題
は
「
国
民
理
解
の
促
進
」
で
あ
る
。
情
報
公

開
の
徹
底
や
、
教
育
・
広
報
活
動
と
あ
わ
せ
て
、
国
益
上
の

意
義
に
関
す
る
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

�
�
国
際
協
力
に
お
け
る
具
体
的
課
題
―
「
官
民
連
携
」
を

中
心
に

１
�
新
し
い
「
官
民
連
携
」
に
向
け
て

近
年
、欧
米
先
進
国
や
国
際
機
関
に
お
い
て「
官
民
連
携
」

の
積
極
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
学
び
つ
つ
、
日

本
に
お
い
て
も
官
民
連
携
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

官
民
連
携
の
重
点
分
野
・
政
策
と
し
て
は
、
経
済
成
長
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
環
境
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係
を
一
層
強
化
す
る
上
で
は
、

現
地
の
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
需
要
に
官
民
挙
げ
て
対
応
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
成
長

に
向
け
て
は
、
民
間
企
業
が
進
出
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
整
備
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

官
民
連
携
の
具
体
的
手
法
例
と
し
て
は
、
途
上
国
に
お
け

る
企
業
活
動
の
周
辺
イ
ン
フ
ラ
を
公
的
資
金
で
整
備
す
る
こ

と
や
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ

の
民
間
企
業
の
参
入
、
民
間
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
途
上
国
の
産
業
人
材
育
成
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

連
携
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
官
民
連
携
の
促
進
に
向
け
た
新
た
な
枠
組
み
と

し
て
「
官
民
が
定
期
的
に
対
話
す
る
場
の
設
置
」「
現
地
Ｏ

Ｄ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
へ
の
民
間
企
業
の
参
加
」「
民
間
の

提
案
に
よ
る
官
民
連
携
案
件
づ
く
り
」
が
課
題
で
あ
る
。
日

本
経
団
連
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

２
�
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
新
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
へ
の
期
待

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
協
力
銀
行
）
の
円
借
款
部
門
と
統
合
す

る
形
で
今
年
１０
月
に
発
足
す
る
新
し
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
に
は
、
三
つ
の
援
助
ス
キ
ー
ム
（
無
償
資
金
協
力
、

技
術
協
力
、
円
借
款
）
の
有
機
的
連
携
や
、
円
借
款
の
迅
速

化
な
ど
を
期
待
す
る
。
新
し
い
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
は
、
今
後
と
も

企
業
支
援
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の

連
携
を
確
保
す
る
よ
う
期
待
す
る
。

「
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
８
」
策
定
に

向
け
て
提
言
を
公
表

―
知
的
財
産
立
国
実
現
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

新
た
な
産
業
・
文
化
戦
略
構
築
へ
／
知
的

財
産
へ
の
意
識
高
ま
る

日
本
経
団
連
は
３
月
１８
日
、
知
的
財
産
委
員
会
（
野
間
口

有
委
員
長
）
と
産
業
問
題
委
員
会
（
齋
藤
宏
共
同
委
員
長
、

西
田
厚
聰
共
同
委
員
長
）が
連
携
し
て
取
り
ま
と
め
た
、「『
知

的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
８
』
の
策
定
に
向
け
て
」
を
公
表

し
た
。

同
提
言
は
、
政
府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
に
お
い
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
知
的
財
産
推
進
計
画
」
に
向
け
て
、

知
的
財
産
分
野
の
諸
課
題
に
対
す
る
産
業
界
の
見
解
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
が
国
の
知
的
財
産
政
策

へ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
。
知
的
財
産

委
員
会
で
は
、
新
た
な
政
策
展
開
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
知
的
財
産
に
対
す
る
意
識
に
つ
い

て
、「
か
な
り
高
ま
っ
た
」「
高
ま
っ
た
」
と
す
る
回
答
が
７９
・

０
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
知
的
財
産
の
創
造
活
動
、
保

護
に
つ
い
て
は
、「
か
な
り
活
発
に
な
っ
た
」「
活
発
に
な
っ

た
」
と
す
る
企
業
が
半
数
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３９―



り
組
み
に
よ
っ
て
、
企
業
の
知
的
財
産
に
対
す
る
意
識
、
位

置
付
け
が
向
上
し
た
と
い
え
る
。

今
回
の
提
言
で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
知
的
財
産
政
策

へ
の
取
り
組
み
が
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
知
的
財
産
立
国
の
実
現
と
い
う
原
点
に
立
ち
返

り
、
新
た
な
産
業
・
文
化
戦
略
の
構
築
と
い
う
視
点
か
ら
検

討
を
行
っ
た
。
主
な
提
言
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１
�
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
と
知
的
財
産
立

国
の
実
現

�
権
利
行
使
の
あ
り
方
の
検
討

い
わ
ゆ
る
「
パ
テ
ン
ト
ト
ロ
ー
ル
」
の
よ
う
な
、
自
ら
は

研
究
開
発
投
資
を
行
わ
ず
、
他
人
の
特
許
権
を
買
い
、
そ
れ

を
濫
用
し
て
利
益
を
得
る
者
に
対
し
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
差
し
止
め
請
求
権
や

損
害
賠
償
の
範
囲
等
に
つ
い
て
何
ら
か
の
制
限
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

�
著
作
権
法
制
の
整
備

デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
い
う
新
た
な
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
、
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
複
数
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
権
利

保
護
と
利
活
用
促
進
の
新
た
な
バ
ラ
ン
ス
を
構
築
し
、
産
業

の
活
性
化
や
文
化
の
発
展
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

�
企
業
間
の
協
業
や
連
携
の
促
進

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
特
許

権
者
が
所
有
す
る
特
許
発
明
に
つ
い
て
、
第
三
者
の
実
施
許

諾
を
拒
否
し
な
い
こ
と
を
登
録
す
る
制
度
を
検
討
し
、
知
的

財
産
の
幅
広
い
活
用
を
促
す
べ
き
で
あ
る
。

�
企
業
の
国
際
標
準
化
活
動
の
推
進

企
業
の
国
際
標
準
化
活
動
の
強
化
の
た
め
、
国
際
会
議
等

に
参
加
す
る
際
の
費
用
助
成
の
要
件
を
柔
軟
に
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
中
に
は
、
国
際
標
準
の
策

定
に
自
ら
参
加
で
き
る
と
の
認
識
が
浸
透
し
て
い
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
。
政
府
と
し
て
理
解
増
進
を
促
す
と
と
も
に
、
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

�
模
倣
品
・
海
賊
版
対
策
の
強
化

模
倣
品
・
海
賊
版
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
が
求
め
ら
れ
る

中
、
知
的
財
産
権
の
法
的
執
行
を
強
化
す
る
た
め
の
国
際
的

な
枠
組
み
で
あ
る
「
模
倣
品
・
海
賊
版
拡
散
防
止
条
約
（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ａ
）」の
早
期
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
模
倣
品
・

海
賊
版
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
各
国
が
同
時
に
開
催
す
る

�
世
界
週
間
�
の
実
施
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

�
世
界
特
許
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

世
界
特
許
制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
現
在
、
各
国
特
許
庁

間
で
行
わ
れ
て
い
る
審
査
協
力
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
参
加
国
の
拡
大
や
多
国
間
の
枠
組
み
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
展
開
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
特
許
庁

と
他
国
の
特
許
庁
の
審
査
官
に
よ
る
共
同
審
査
の
実
施
等
を

検
討
し
、
審
査
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
統
一
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
�
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興

わ
が
国
政
府
は
、
知
的
財
産
政
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
支

援
の
内
容
は
欧
州
等
の
諸
外
国
と
比
べ
て
十
分
と
は
い
え
な

い
。
政
府
は
、
文
化
産
業
戦
略
を
構
築
し
、
継
続
的
か
つ
府

省
横
断
的
な
体
制
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
振
興
を
促
す
た
め
の
法
制
度
の
制
定
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

�
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
力
の
強
化

コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
力
を
強
化
す
る
た
め
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
育
成
、
ま
た
、

映
像
教
育
体
系
の
確
立
や
コ
ン
テ
ン
ツ
統
計
の
整
備
等
に
よ

る
教
育
基
盤
の
整
備
、
さ
ら
に
は
、
資
金
調
達
の
多
様
化
に

向
け
て
、
政
策
金
融
機
関
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
者
等
へ

の
出
融
資
の
拡
充
や
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
か
か
る
税
制
上
の

支
援
措
置
等
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

�
コ
ン
テ
ン
ツ
の
新
た
な
市
場
の
創
出
と
流
通
の
促
進

わ
が
国
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
在
外

公
館
等
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
収
集
、
提
供
お
よ
び

発
信
機
能
の
強
化
を
通
じ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
国
際
展
開
を

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
を
促
進
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

機
能
強
化
や
権
利
者
情
報
の
整
備
等
の
取
り
組
み
を
支
援
す

べ
き
で
あ
る
。

「
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
第
２
次
提
言
―

中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表

―
今
す
ぐ
着
手
す
べ
き
７
つ
の
改
革
提
言

日
本
経
団
連
は
３
月
１８
日
、「
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た

第
２
次
提
言
―
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
た
。
日
本
経

団
連
で
は
２
０
１
５
年
を
目
途
に
道
州
制
を
導
入
す
る
こ
と

を
求
め
て
お
り
、
昨
年
３
月
に
は
「
道
州
制
の
導
入
に
向
け

た
第
１
次
提
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。
１７
日
に
記
者
会
見
し

た
中
村
邦
夫
副
会
長
・
道
州
制
推
進
委
員
長
は
、
こ
の
「
中

間
と
り
ま
と
め
」
を
も
と
に
国
民
や
各
地
の
経
済
界
な
ど
の

意
見
を
幅
広
く
聞
き
、今
年
秋
に
と
り
ま
と
め
る
予
定
の「
第

２
次
提
言
」
に
活
か
し
た
い
と
述
べ
た
。「
中
間
と
り
ま
と

め
」
で
は
、
道
州
制
の
導
入
で
国
民
の
身
近
な
生
活
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
示
す
と
と
も
に
、
国
の
出
先
機
関
の

人
員
の
大
幅
削
減
や
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
、
今
す
ぐ
着
手

す
べ
き
７
つ
の
改
革
を
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
５

年
の
道
州
制
導
入
に
向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
今
後
の
検
討
課

題
も
示
し
て
い
る
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
国
民
の
理
解
と
政
治
主
導
の

重
要
性

日
本
経
団
連
が
求
め
る
道
州
制
は
、
現
行
の
都
道
府
県
に

替
わ
る
広
域
自
治
体
と
し
て
全
国
を
１０
程
度
に
区
分
す
る

「
道
州
」
を
設
置
し
、
地
方
公
共
団
体
を
道
州
と
基
礎
自
治

体
の
二
層
制
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
中
央
集
権
・
官

主
導
体
制
か
ら
道
州
制
に
よ
る
地
域
自
立
・
民
主
導
体
制
に

移
行
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
全
体
の
豊
か
さ
が
増
加
す
る
と

と
も
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
道
州
制
の
実
現
に
は
国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
あ
わ

せ
て
、
政
治
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

２
�
道
州
制
の
導
入
で
変
わ
る
地
域
の
経
済
・
社
会
、
期
待

さ
れ
る
効
果
と
課
題

真
の
住
民
自
治
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
と
財
源

を
備
え
た
道
州
・
基
礎
自
治
体
が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が

ら
政
策
を
立
案
・
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
国
民
生

活
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
�
防
災
・

消
防
体
制
の
強
化
�
地
域
の
治
安
の
向
上
�
子
育
て
支
援
、

人
材
育
成
の
充
実
�
地
域
医
療
・
介
護
体
制
の
充
実
�
独
自

の
産
業
振
興
策
の
展
開
と
雇
用
の
創
出
	
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
振
興
の
推
進

と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。

３
�
道
州
制
の
も
と
で
の
国
、
道
州
、
基
礎
自
治
体
の
役
割

道
州
制
の
も
と
で
、
国
は
対
外
的
分
野
、
市
場
の
機
能
円

滑
化
・
発
揮
の
た
め
の
ル
ー
ル
整
備
、
最
低
限
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
に
専
念
、
こ
れ
に
伴
い
中
央
省
庁
も

半
数
程
度
に
解
体
・
再
編
す
る
。

一
方
、
内
政
は
道
州
と
基
礎
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
政

策
を
立
案
・
実
施
し
、
道
州
間
の
政
策
調
整
は
道
州
が
自
律

的
に
行
う
。
国
と
地
方
の
新
た
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、

税
財
政
制
度
を
抜
本
的
・
一
体
的
に
改
革
す
る
と
と
も
に
、

現
行
の
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
を
廃
止
し
、新
た
に「
地

方
共
有
税
」「
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
交
付
金
」（
い
ず
れ
も
仮
称
）

を
設
け
て
水
平
的
な
財
政
調
整
の
仕
組
み
を
入
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

地
方
分
権
改
革
な
ど

４
�
今
す
ぐ
着
手
す
べ
き
７
つ
の
改
革

道
州
制
の
導
入
に
向
け
、
今
す
ぐ
に
以
下
の
改
革
に
着
手

す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
地
方
分
権
改
革
を
断
行
し
、
国
か

ら
都
道
府
県
へ
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
思
い
切
っ
た
権

限
と
財
源
の
移
譲
等
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
国

か
ら
地
方
へ
の
権
限
・
財
源
の
移
譲
に
伴
い
、
地
方
支
分
部

局
の
職
員
定
数
を
大
幅
に
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。
国
の
地
方

支
分
部
局
に
勤
務
す
る
職
員
約
２１
万
６
千
人
の
う
ち
、
２
０

１
０
年
度
末
ま
で
に
２
万
７
千
人
弱
の
定
員
純
減
が
行
わ
れ

る
が
、
日
本
経
団
連
の
試
算
で
は
、
さ
ら
に
６
万
８
千
人
弱

の
職
員
を
地
方
に
転
籍
さ
せ
、
３
万
４
千
人
弱
は
民
間
部
門

で
勤
務
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
三
に
、
道
州
制
導
入

に
伴
う
国
・
地
方
を
通
じ
た
税
財
政
制
度
の
抜
本
改
革
に
先

立
ち
、
地
方
交
付
税
と
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
第
四
に
地
方
公
共
団
体
の
行

財
政
能
力
の
強
化
、
第
五
に
地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
、
第
六
に
電
子
行
政
・
電
子
社
会
の
構
築
に
向
け
た

取
組
み
の
加
速
、
第
七
に
国
の
資
産
・
債
務
の
縮
減
が
求
め

ら
れ
る
。

企
業
倫
理
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

―
約
９８
％
で
「
行
動
憲
章
」
制
定
／
企
業
倫

理
浸
透
・
徹
底
の
た
め
経
営
ト
ッ
プ
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
約
８６
％
で
定
期
的
発
信

日
本
経
団
連
は
２
月
１９
日
、
企
業
倫
理
へ
の
取
り
組
み
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
自
社
の
姿
勢
や
行
動
原
則
を
示
し
た
「
行
動
憲
章
」
を

制
定
し
て
い
る
企
業
が
年
々
増
加
し
、
２
０
０
７
年
に
は
約

９８
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
や
、
約
８６
％
の
企
業
に
お
い
て
、

経
営
ト
ッ
プ
が
、
企
業
倫
理
浸
透
・
徹
底
の
た
め
定
期
的
に

社
内
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ

た
。同

調
査
は
日
本
経
団
連
企
業
会
員
１
３
３
７
社
を
対
象
に
、

０７
年
１０
〜
１１
月
に
実
施
し
た
も
の
で
、
回
答
社
数
は
５
９
３

社
、
回
答
率
は
４４
・
３５
％
。
調
査
結
果
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
。

■

企
業
倫
理
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
体
制
の
整
備

経
営
理
念
の
基
本
的
な
精
神
や
価
値
観
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
時
々
の
社
会
的
要
請
に
応
え
た
自
社
の
姿
勢
や
行
動
の
原

則
を
示
し
た
「
行
動
憲
章
」
等
を
制
定
し
て
い
る
企
業
は
、

９７
・
８
％
（
５
８
０
社
）
を
数
え
た
。
０３
年
７９
・
１
％
、
０５

年
８３
・
０
％
と
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
自
社
の
「
行
動
憲
章
」
を
、「
行
動
指
針
」「
就
業

規
則
」「
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
に
反
映
し
て
い
る
企
業
は
、

９７
・
６
％
（
５
７
９
社
）
と
な
っ
て
い
る
。
社
内
横
断
的
取

り
組
み
体
制
の
整
備
、
企
業
倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
、

教
育
・
研
修
制
度
の
構
築
も
含
め
、
企
業
倫
理
に
取
り
組
む

た
め
の
体
制
整
備
は
進
展
し
た
。
こ
の
う
ち
企
業
倫
理
ヘ
ル

プ
ラ
イ
ン
は
９６
・
６
％
（
５
７
３
社
）
の
会
社
が
設
置
し
て

お
り
、
そ
の
７
割
以
上
が
０３
年
以
降
に
設
置
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
や
内
部
統
制
強
化
を
求
め
た
会

社
法
、
金
融
商
品
取
引
法
の
制
定
に
合
わ
せ
た
動
き
と
考
え

ら
れ
る
。

企
業
倫
理
徹
底
の
取
り
組
み
範
囲
に
つ
い
て
は
、
自
社
の

み
と
す
る
企
業
は
１６
・
９
％
（
１
０
０
社
）
と
な
っ
て
お
り
、

８１
・
３
％
（
４
８
２
社
）
が
国
内
外
の
連
結
会
社
や
主
要
関

係
会
社
に
も
運
用
を
広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
購
買
方
針
に
反

映
さ
せ
て
い
る
企
業
も
７８
・
２
％
（
４
６
４
社
）
あ
っ
た
。

■

企
業
倫
理
の
浸
透
・
徹
底
の
た
め
の
方
策

企
業
倫
理
の
浸
透
・
徹
底
の
た
め
に
、
８５
・
８
％
（
５
０

９
社
）
の
企
業
に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
が
定
期
的
に
社
内
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
頻
度

は
、
１
カ
月
に
１
回
以
上
が
５
０
９
社
の
う
ち
２３
・
６
％（
１

２
０
社
）
と
最
も
多
く
、
四
半
期
に
１
回
以
上
が
２３
・
４
％

（
１
１
９
社
）、
半
年
に
１
回
以
上
が
１９
・
３
％
（
９８
社
）

と
続
い
て
い
る
。
発
信
は
、
社
内
報
、
研
修
、
事
業
所
訪
問

時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。

社
外
・
社
会
一
般
に
情
報
開
示
し
て
い
る
企
業
は
、
９６
・

０
％
（
５
６
９
社
）。
そ
の
発
信
手
段
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
発
行
、
株
主
へ
の
説

明
が
、
か
な
り
の
企
業
で
行
わ
れ
て
い
る
。

教
育
・
研
修
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
９６
・
０
％
（
５
６

９
社
）
あ
り
、
会
合
形
式
で
の
開
催
（
９３
・
４
％
、
５
５
４

社
）
の
ほ
か
、
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
各

自
学
習
方
式
（
４７
・
０
％
、
２
７
９
社
）、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
３９
・
８
％
、
２
３
６
社
）
な
ど
、
多
様
な

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

企
業
倫
理
の
浸
透
度
合
い
を
測
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
評

価
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
、
９６
・
３
％
（
５
７
１
社
）
あ

る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
内
部
監
査
（
７４
・
４
％
、
４
４

１
社
）
の
ほ
か
、
社
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
６３
・
９
％
、
３
７
９
社
）、
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
運
用
状
況

や
そ
の
相
談
内
容
の
分
析
（
６２
・
７
％
、
３
７
２
社
）
な
ど

多
面
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
顧
客
や
取
引
先

か
ら
の
声
（
２７
・
８
％
、
１
６
５
社
）
や
、
外
部
の
専
門
家
、

有
識
者
の
意
見
や
評
価
（
２１
・
８
％
、
１
２
９
社
）
を
参
考

に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

企
業
倫
理
重
視
し
た
経
営
判
断
実
施
な
ど

■

今
後
の
課
題

経
営
ト
ッ
プ
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
�
企
業
倫
理
を

重
視
し
た
経
営
判
断
の
実
施
�
現
場
の
状
況
把
握
、
現
場
と

の
対
話
を
通
じ
て
末
端
ま
で
伝
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
�
風

通
し
の
よ
い
企
業
風
土
づ
く
り

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。企

業
全
体
の
課
題
と
し
て
は
、
意
識
の
共
有
、
内
部
監
査

制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
、
個
々
の
従
業
員
へ
の
浸
透
度
合
い

を
測
る
手
法
の
確
立
、
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
と
有
効

活
用
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
消
費
者
・
生
活
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
事
業
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
情
報
開
示
、

社
会
へ
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
安
全
・
安
心
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

０７
年
度
新
卒
者
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
発
表

―
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」、
採
用

選
考
時
の
重
視
要
素
５
年
連
続
１
位

日
本
経
団
連
は
２
月
１
日
、「
新
卒
者
採
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

大
学
等
の
新
卒
者
採
用
活
動
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
１０
月
、
日
本
経
団
連
企
業
会
員
１
３
３
４
社
を
対
象
に
行

い
、
６
０
２
社
か
ら
回
答
を
得
た（
有
効
回
答
率
４５
・
１
％
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

９７
％
の
企
業
が
採
用
活
動
実
施

■

採
用
実
績
・
採
用
市
場

２
０
０
７
年
度
に
採
用
活
動
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は

９７
・
２
％
（
前
年
度
９４
・
４
％
）
と
な
り
、
５
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。

就
職
・
採
用
市
場
に
対
す
る
採
用
担
当
者
の
評
価
は
、「
昨

年
に
比
べ
て
売
り
手
市
場
で
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
８８
・
３

％
（
同
８８
・
６
％
）
で
あ
っ
た
。
企
業
の
採
用
意
欲
は
高
ま

っ
て
い
る
一
方
、
採
用
予
定
数
を
１
０
０
％
充
足
し
た
企
業

の
割
合
は
５８
・
５
％
（
同
５３
・
５
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

多
く
の
企
業
が
人
材
獲
得
に
苦
戦
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
０８
年
度
の
採
用
活
動
に
つ
い
て
は
、
採
用
活
動
実

施
予
定
の
企
業
の
割
合
が
９３
・
９
％
（
同
９０
・
５
％
）
と
、

２
年
連
続
で
９
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
採
用
予
定

人
数
を
増
加
す
る
企
業
は
１８
・
６
％
、
０７
年
度
と
同
水
準
の
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人
数
を
採
用
予
定
の
企
業
が
７５
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

■

選
考
形
態
の
多
様
化

説
明
会
・
選
考
会
を
複
数
回
実
施
し
て
い
る
企
業
の
割
合

は
８７
・
８
％
に
上
り
、「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
評
価
す
る
企

業
は
９３
・
８
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ト
リ
ー

（
公
募
制
）
を
行
っ
た
企
業
の
割
合
は
８８
・
５
％
で
あ
り
、

「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
評
価
す
る
企
業
は
８７
・
０
％
と
な
っ

て
い
る
。

今
回
、
通
年
採
用
を
行
っ
た
企
業
は
３７
・
４
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
内
訳
は
「
既
に
導
入
し
て
い
る
」
が
３４
・
５
％
、

「
今
年
か
ら
導
入
し
た
」
が
２
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、「
年
間
を
通
し
て
の
随
時
採
用
」
は
５１
・
６
％
、「
春

季
一
括
採
用
に
秋
季
採
用
を
追
加
」
し
た
企
業
は
３７
・
２
％

で
あ
り
、
通
年
採
用
を
導
入
し
て
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
の

回
答
が
８４
・
０
％
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
大
学
卒
業
者
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
採
用
を

行
っ
た
企
業
の
割
合
が
２９
・
４
％
（
前
年
度
２５
・
７
％
）
と
、

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
学
生
の
就
職
機
会
の
均
等
を
期
し
、
落
ち
着
い
て

就
職
活
動
に
臨
む
こ
と
等
を
目
的
に
、選
考
プ
ロ
セ
ス
を「
予

め
開
示
し
た
」
企
業
は
８８
・
７
％
（
同
８５
・
７
％
）
と
９
割

近
く
に
達
し
、
そ
の
う
ち
、
半
数
を
超
え
る
５６
・
６
％
の
企

業
が
そ
の
効
果
を
認
め
て
い
る
。

■

選
考
時
に
重
視
す
る
要
素

企
業
が
採
用
選
考
時
に
重
視
す
る
要
素
（
複
数
回
答
）
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」が
７９
・
５
％（
前
年
度
８１
・

７
％
）
で
、
５
年
連
続
し
て
第
１
位
と
な
っ
た
。
以
下
、
第

２
位
が
「
協
調
性
」
で
５３
・
０
％
（
同
５３
・
０
％
）、
第
３

位
が
「
主
体
性
」
で
５１
・
６
％
（
同
４９
・
６
％
）、
第
４
位

が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
で
４９
・
４
％
（
同
５３
・
７
％
）、

第
５
位
が
「
誠
実
性
」
で
４２
・
４
％
（
同
３６
・
１
％
）
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
応
募
し
て
き
た
学
生
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、「
就

職
に
対
す
る
意
識
の
高
い
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
の
二
極

化
が
進
ん
で
い
る
」「
就
職
活
動
を
楽
観
視
し
て
、
十
分
な

企
業
研
究
を
行
っ
て
い
な
い
学
生
が
増
加
し
た
」「
大
手
・

安
定
志
向
が
強
か
っ
た
」
等
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

■

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

今
回
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
「
評
価
す
る
」
と
回

答
し
た
企
業
は
５６
・
０
％
（
前
年
度
５１
・
３
％
）
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
要
請
に
対
し
て
は
、「
学
生

を
既
に
受
け
入
れ
て
い
る
」
と
し
た
企
業
が
６０
・
６
％
（
同

５３
・
６
％
）、「
今
後
受
け
入
れ
る
方
向
で
検
討
し
た
い
」
と

し
た
企
業
が
１８
・
０
％
（
同
１８
・
７
％
）
で
あ
り
、
両
者
を

合
わ
せ
る
と
８
割
弱
の
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に

対
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所
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第
二
十
九
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
、
歴
史

あ
る
こ
の
研
修
は
、
一
貫
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己

参
画
型
と
い
う
研
修
で
す
。

全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長
期

人
材
育
成
研
修
と
し
て
定
着
し
て
お
り

参
加
企
業
も
過
去
約
一
六
〇
社
、
参
加

者
は
間
も
な
く
二
、
〇
〇
〇
名
を
数
え

る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
を
通
信
教
育

や
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
真
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
な
ど
を
小
笠
原
と
い
う
非
日

常
空
間
で
体
験
的
に
学
習
し
ま
す
。
異

業
種
や
他
企
業
研
修
生
と
の
相
互
啓
発

に
よ
り
、�
変
化
の
時
代
�
に
不
可
欠

な
発
想
の
転
換
や
マ
ン
ネ
リ
の
打
破
に

つ
な
が
る
�
自
己
革
新
�
を
始
動
す
る

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
信

頼
さ
れ
る
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
形
成
へ
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
自
己
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

次
代
を
担
う
「
人
材
」
の
育
成
は
、

企
業
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
と
と
も
に

必
要
不
可
欠
な
要
素
だ
と
考
え
ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
ご
派
遣
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。洋

上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話

〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

本
会
主
催
の
実
業
団
剣
道
大
会
を
左

記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
剣
道
大
会
は
、
会
員
企
業

の
体
育
・
文
化
活
動
の
支
援
を
目

的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
第
一

回
大
会
を
開
催
し
、
回
を
重
ね
ま

し
て
今
年
が
第
三
十
六
回
目
と
な

る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。
現
在
は

会
員
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
を

問
わ
ず
企
業
・
団
体
に
属
す
る
社

会
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
大
会
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
の
稽
古

の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
い
た
し

ま
し
て
、
多
く
の
企
業
・
選
手
の

出
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

後
援

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟

株
式
会
社

埼
玉
新
聞
社

主
管

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部

【
開
催
要
項
】

一
、
日
時

平
成
二
十
年
七
月
六
日
�

午
前
九
時
開
会

二
、
会
場

北
本
市
『
解
脱
錬
心
舘
』

（
げ
だ
つ
れ
ん
し
ん
か
ん
）

所
在
地
�
北
本
市
中
央
一
―
一
二
三

三
、
参
加
資
格

企
業
の
社
員
（
男
女
、

年
齢
、
会
員
非
会
員
、
埼
玉
県
内
外

不
問
）

四
、
参
加
費

団
体
戦

一
社
一
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

六
、
〇
〇
〇
円

一
社
二
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

八
、
〇
〇
〇
円

一
社
三
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

一
〇
、
〇
〇
〇
円

個
人
戦

一
名
に
つ
き

一
、
〇
〇
〇
円

※
但
し
、
団
体
戦
出
場
者
は
、
個
人

戦
の
参
加
費
は
無
料
と
い
た
し
ま

す
。

〔
申
込
方
法
、
お
問
合
せ
先
〕

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

担
当
�
宮
田
、
町
田

第２９次

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
ををををををををををををををををををををををををををを
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
ううううううううううううううううううううううううううう
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
ののののののののののののののののののののののののののの
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

☆
全
研
修
日
程

二
〇
〇
八
年
六
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
�
七
月
二
十
五
日
�

第
二
回
�
八
月
二
十
七
日
�

第
三
回
�
九
月
二
十
二
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
八
日
�
〜
十
三
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
七
日
�
（
予
定
）

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

六
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、
七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参

加

費

一
名

一
九
三
、
〇
〇
〇
円

広広
くく
県県
内内
外外
かか
らら
参参
加加
者者
募募
集集

第
３６
回

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

第２８次 小笠原きづき・ふりかえり洋上研修団

第３５回大会開会式

―４２―
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三
月
一
六
日
〜
五
月
一
五
日

◆
三
・
一
九

第
二
一
回
生
き
生
き
職

場
体
験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
二
六

経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
八

青
年
経
営
者
部
会
四
月

例
会
（
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

◆
四
・
二
一

会
計
監
査
（
事
務
局
会

議
室
）

◆
四
・
二
五

正
・
副
会
長
会
議
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）・
理
事
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）・
懇
親
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
一
三

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

今
年
も
恒
例
の
新
入
社
員
研
修
を
行
っ

た
が
、
�
社
会
経
済
生
産
性
本
部
が
名
付

け
た
新
入
社
員
の
タ
イ
プ
は
「
カ
ー
リ
ン

グ
型
」
で
あ
っ
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
型
の
意
味
は
、

「
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
お
な

じ
み
に
な
っ
た
カ
ー
リ
ン
グ
、

新
入
社
員
は
磨
け
ば
光
る
と
ば

か
り
に
、
育
成
の
方
向
を
定
め

そ
っ
と
背
中
を
押
し
、
ブ
ラ
シ

で
こ
す
り
つ
つ
、
周
り
は
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
腐
心
す
る
。

し
か
し
、
少
し
で
も
ブ
ラ
シ
で

こ
す
る
の
を
や
め
る
と
、
減
速

し
た
り
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

り
し
か
ね
な
い
。

ま
た
、
売
り
手
市
場
入
社
組

だ
け
に
会
社
へ
の
帰
属
意
識
は

低
め
で
、
磨
き
す
ぎ
る
と
目
標

地
点
を
越
え
て
し
ま
っ
た
り
、

は
み
だ
し
て
し
ま
っ
た
り
と
い

う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

就
職
は
楽
勝
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
問
題
等
の
影
響

に
よ
り
経
済
の
先
行
き
は
一
気
に
不
透
明

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
波
乱
万
丈
の
試

合
展
開
が
予
想
さ
れ
、
安
心
し
て
は
い
ら

れ
な
い
。

自
分
の
将
来
は
自
分
の
努
力
で
切
り
開

い
て
い
く
と
い
う
、
本
人
の
意
思
（
石
）

が
大
事
に
な
ろ
う
」
と
の
こ
と
。

さ
て
、
問
題
は
「
自
分
の
意
思
で
切
り

開
い
て
い
く
」
と
い
う
方
法
・
手
段
が
多

分
わ
か
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
研
修
時

に
「
挨
拶
の
大
切
さ
」
は
わ
か
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、「
何
故
大
切
な
の
か
」
は
理

解
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
ど
う
で
も
い
い
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
時
に
、
ど
の
位
頭
を
下
げ
て
、

な
ん
と
言
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
、
そ

の
際
の
手
の
位
置
は
何
処
に
、
な
ど
を
聞

き
た
が
る
の
で
あ
る
。

「
そ
の
よ
う
な
挨
拶
で
は
意

味
が
無
い
よ
。
心
や
気
持
ち
が

こ
も
っ
て
い
な
い
し
、
相
手
に

は
伝
わ
ら
な
い
よ
」
と
説
明
す

る
と
、「
要
は
人
に
対
し
て
頭

を
下
げ
れ
ば
自
分
は
い
い
と
判

断
し
ま
す
。
後
は
相
手
が
ど
う

感
じ
る
か
は
、
相
手
の
問
題
で

自
分
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」

と
の
答
え
が
直
に
返
っ
て
く
る
。

確
か
に
「
形
」
と
し
て
は
出

来
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な

い
の
だ
が
…
。

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

「
理
屈
の
説
明
な
ど
は
不
要
だ
。

挨
拶
と
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
こ
と
だ
け
教
え
て
欲
し

い
」
と
書
く
新
入
社
員
が
数
人
い
た
。

こ
れ
は
今
年
は
じ
め
て
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
、
従
来
に
見
ら
れ
な
い
新

現
象
で
あ
る
。

今
後
は
「
挨
拶
の
大
切
さ
」
の
基
本
原

理
の
内
容
（
背
景
・
理
論
な
ど
）
を
、
如

何
に
実
務
に
結
び
付
け
て
教
え
た
ら
良
い

の
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
る
。

事
業
だ
よ
り

第１６３回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

２００８年春季労使交渉・大手企業業種別回答
［了承・妥結含］一覧（加重平均）

［第２回集計］

２００７年

アップ率

％

１．８４
（１．７１）

１．７８
（１．７１）

２．０７
（１．７１）

（注）�調査対象は、主要２１業種・大手２６３社。東証一部上場、従業員５００人以
上が原則

�２０業種１８１社（６８．８％）で回答が出ているが、このうち１０２社は平均金
額不明などのため集計から除外

�上記回答には５３社の了承・妥結を含む
�上記回答・妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
�２００７年の数字は、２００７年４月２５日付第３回集計結果
�平均欄の（ ）は単純平均
�（従）＝従業員平均（一部組合員平均を含む）
	集計社数が２社に満たない場合など数字を伏せた業種があるが、平均
には含まれる

回答額・妥結額

円

６，０５０
（５，２７６）

５，８４９
（５，２５３）

６，８９３
（５，５６１）

社数

社

８０

７４

６

２００８年

アップ率

％

１．８９
（１．７９）

１．８５
（１．８０）

２．０１
（１．６２）

回答額・妥結額

円

６，１６５
（５，５１６）

６，０３６
（５，５４０）

６，６６２
（５，２７２）

社数

社

７９

７２

７

業種

総 平 均

製 造 業
平 均

非製造業
平 均

２００８年春季労使交渉・中小企業業種別回答一覧
［了承・妥結含］（加重平均）

［第１回集計］

２００７年

アップ率

％

１．７７
（１．７６）

０．９６
（１．０５）

１．６６
（１．６４）

（注）�調査対象は、原則として従業員数５００人未満、１７業種７６１社
�１６４社（２１．６％）で回答が出ているが、このうち１５社は平均金額不明
等の為、集計より除外

�総平均には１３３社の了承・妥結を含む
�上記回答・妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
�製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、単純平均
�２００７年の数値は、２００７年４月２４日付第１回集計結果
�集計社数が１社の場合など数字を伏せた業種があるが、平均には含ま
れる

回答額
（了承・妥結含）

円

４，６９１
（４，５８５）

２，２８４
（２，５６０）

４，３１４
（４，２２０）

社数

社

１３２

２９

１６１

２００８年

アップ率

％

１．８１
（１．７３）

０．９１
（０．９８）

１．６８
（１．５９）

回答額
（了承・妥結含）

円

４，８４１
（４，５２７）

２，１８０
（２，３１４）

４，４１２
（４，０８２）

社数

社

１１９

３０

１４９

業種

製 造 業
平 均

非製造業
平 均

総 平 均

２００８年４月２３日

日本経済団体連合会

２００８年４月２３日

日本経済団体連合会

―４３―



★
第
３
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
１１
日
�
８
時
７
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
１８
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ
ー
使
用

★
経
営
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時

６
月
２６
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

部
下
指
導
と
コ
ー
チ
ン
グ
〜
仕
事
の
目
的
・
目

標
を
協
働
し
て
い
か
に
達
成
す
る
か
〜

講
師

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
税
理
士

�
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
代
表

古
川
英
夫
氏

★
労
務
管
理
講
座

日
時

７
月
１
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

―
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
事
件
判
決
を
受
け
て
―
�
消

さ
れ
た
管
理
職
�
監
督
者
は
管
理
職
で
は
な
い

の
か
！
〜
「
管
理
監
督
者
」
の
範
囲
の
再
整
理

と
判
決
分
析
か
ら
み
る
会
社
対
応
〜

講
師

弁
護
士

山
中
健
児
氏

★
経
営
法
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
１７
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

実
務
担
当
者
が
押
さ
え
て
お
き
た
い
危
機
管
理

の
法
律
実
務
セ
ミ
ナ
ー
〜
企
業
活
動
で
活
か
さ

れ
る
法
律
上
の
留
意
点
〜

講
師

弁
護
士

青
木

孝
氏

★
労
務
管
理
講
座

日
時

７
月
２９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

困
っ
た
社
員
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処
と
労
務
管
理
〜

こ
ん
な
時
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
そ
ん
な
疑
問
を

解
決
！
〜

講
師

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
�
ウ

ェ
ル
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

山
根
義
信
氏

★
平
成
２０
年
度
欧
州
社
会
経
済
視
察

日
時

６
月
２８
日
�
〜
７
月
６
日
	
７
泊
９
日

視
察
先

ト
ヨ
タ
・
プ
ジ
ョ
ー
・
シ
ト
ロ
エ
ン
・
オ
ー

ト
モ
ー
ビ
ル
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・

ア
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
ミ
ツ
バ
、
も
し
く
は
住
友
電
工
・
電

装
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開
発

局
、
ジ
ェ
ト
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
新
都
市
地
区
（
ガ

ソ
メ
ー
タ
ー
）
他

★
第
３６
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
６
日
	
９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判



埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部
支
部

★
第
２９
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
１
回
集
合
研
修

日
時

７
月
２５
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

★
同
右
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
２７
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
同
右
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
２２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

亀
井
産
業
�

代
表
取
締
役
社
長

亀
井

寿
之

熊
谷
市
三
ヶ
尻
四
二
三
六

電
話
〇
四
八
―
五
三
二
―
三
三
九
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
業
、
収
集
運
搬
業
、
砕
石
業

埼
玉
ガ
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

田
村
嘉
三
郎

深
谷
市
伊
勢
方
三
九
五
―
一

電
話
〇
四
八
―
五
七
一
―
一
三
三
五

（
資
）
六
〇
〇
〇
円

（
従
）
一
二
名

都
市
ガ
ス
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
、
管
工
事
の

設
計
・
施
工
・
管
理
並
び
に
ガ
ス
機
器
の
販
売

�
佐
伯
紙
工
所

代
表
取
締
役
社
長

佐
伯

鋼
兵

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
一
〇
―
一
五
―
一
六

電
話
〇
四
八
―
八
一
四
―
二
八
八
八

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
五
名

特
殊
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
及
び
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工

�
慈
正
会
丸
山
記
念
総
合
病
院

理
事
長

丸
山

正
董

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
本
町
二
―
一
〇
―
五

電
話
〇
四
八
―
七
五
七
―
三
五
一
一

（
資
）
一
百
五
十
五
万
円

（
従
）
三
九
〇
名

医
療

関
中
建
設
�

代
表
取
締
役

中
嶋

茂

東
松
山
市
大
字
石
橋
一
六
九
一
―
一

電
話
〇
四
九
三
―
二
三
―
一
〇
一
一

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
二
九
名

総
合
建
設
業

�
ベ
ル
ク

代
表
取
締
役
社
長

原
島

功

大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
四
五
六

電
話
〇
四
八
―
五
七
九
―
一
一
一
一

（
資
）
三
十
九
億
一
千
二
百
六
十
五
万
円

（
従
）
七
七
九
名

生
鮮
食
料
品
等
の
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

�
エ
ン
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役
社
長

横
田

大
輔
（
旧

杉
本

敏
昭
）

�
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

代
表
取
締
役
社
長

吉
澤

利
文
（
旧

大
澤

文
徳
）

ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
�

所
沢
工
場
長

小
川

和
美
（
旧

奥
村
今
朝
雄
）

テ
イ
・
エ
ス

テ
ッ
ク
�

代
表
取
締
役
社
長

古
明
地
利
雄
（
旧

神
田

勝
弥
）

東
京
ガ
ス
�
埼
玉
支
店

支
店
長

高
嶋

英
一
（
旧

田
中

忍
）

東
京
セ
キ
ス
イ
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

荒
木

龍
彦
（
旧



田

恆
吉
）

野
村
證
券
�
さ
い
た
ま
支
店

支
店
長

井
上

雅
俊
（
旧

小
田

浩
司
）

日
本
電
波
工
業
�
狭
山
事
業
所

常
務
取
締
役
狭
山
事
業
所
長

新
井

政
昭
（
旧

竹
内

寛
）

北
海
製
罐
�
岩
槻
工
場

工
場
長

宇
田
川

誠
（
旧

三
浦

次
雄
）

�
茂
木
鉄
工
所

取
締
役
社
長

茂
木

喜
明
（
旧

茂
木

落
喜
）

リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�

代
表
取
締
役
社
長

横
田

隆
（
旧

陣
内
孝
一
郎
）

〈
社
名
変
更
〉

シ
チ
ズ
ン
狭
山
�

（
旧

狭
山
精
密
工
業
�
）

�
住
協

（
旧

�
住
総
）

〈
住
所
変
更
〉

�
コ
ム
ル
ス

狭
山
市
柏
原
円
光
寺
窪
三
七
一
―
二

（
旧

川
越
市
的
場
一
―
四
―
一
三
）

�
住
総

所
沢
市
小
手
指
町
一
―
一
―
四

（
旧

所
沢
市
向
陽
町
二
八
七
―
九
二
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
四
四
号

２
０
０
８
年
５
月
１３
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト2222222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000008888888888888888888888888888888888888888888888
SSOONNGGSS ううたたがが街街にに流流れれてていいたた

18 : 00 開場 18 : 30 開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール▲

会費／Ｓ席6,200円 （一般6,500円を）（全席指定・税込）

加加藤藤登登紀紀子子

平成20年7月25日�

「TOGI＋BAO」全国ツアー2008

平成20年6月28日�
16 : 30 開場 17 : 00 開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール▲

会費／Ｓ席6,500円 （一般7,000円を）
（全席指定・税込）

東東東儀儀儀秀秀秀樹樹樹

この印刷物は再生紙を使用しています

＊未就学児のご入場は
ご遠慮下さい。

※未就学児のご入場はご遠慮ください。

―４４―




